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五十八　記憶の色はセピア色だ。濃淡はあるが









　記憶の色はセピア色だ。濃淡はあるが、色彩が鮮やかというのではない。吹いて行く風や、それで揺れる葉擦れの音もどことなくよその事のようで、薄い膜一枚隔てたように感じる。ただ、天頂に近い太陽の光が葉の間から漏れて来て、それが目にひどく眩しい。その子は目を細めてしきりに瞬きした。

　逆光になったその向こうに誰かがいた。女のようだった。青白い顔で、しかし愛おしいものを見るような表情をしている。

　苦しそうだった。ひゅうひゅうと甲高い呼吸の音がした。

　質の良さそうな服は、着古されているのかところどころに汚れが目立ち、くたびれてよれている。頰には涙の痕があった。

「ごめんね……どうか……」

　女は祈るように呟き、干した薬草を編んだらしいものをその子の上に置いた。

　ふわり、と風がその子の髪の毛を揺らした。女はそっと頰に口づけし、寂し気に微笑む。別れを惜しむかのようだ。

　──どうしたの？

　と、その子は言おうと思った。しかし口が上手く動かなかった。喉の奥から声ともつかぬ音が漏れるばかりだ。

　女は深呼吸して周囲を見回した。

「察知される前に……」

　呟いて胸元に手を当てる。しかし名残惜しそうに目線を落とした。

「大丈夫……きっと、誰か……良い人があなたの元に」

　女の姿が陽かげ炎ろうのように揺らめいたと思ったら、もう消えていた。風が一際大きく吹いて、紅葉しかけている木々がざわざわした。

　どれくらい経ったのだろう。陽射しは暖かいのに、風は冷たい。

　一人ぼっちなのがひどく寂しく感ぜられて、その子は顔をしかめ、湧き上がって来る悲しみに任せて泣き声を上げた。

　がさがさと茂みを分ける音がした。落ち葉や枯草を踏みながら誰かがやって来た。

「……なんとまあ」

　温かな手がその子を抱き上げた。とても安心する。その子の黒い瞳に、赤髪と困惑した顔が映った。
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　オルフェンの都はすっかり冬が深まり、連日の雪ですっかり白くなっていた。一日に何度も掃除夫たちが行き来して雪を搔き、それでも間に合わないような所には冒険者ギルドに依頼が回り、下位ランクの冒険者や、日銭を稼ぐ小さな子供たちがスコップを手に駆け回った。

　スラム街の一角に空き地になった所がある。かつては建物があったようだが、老朽化か何かで倒壊し、瓦が礫れきを片付けてからは何も建っていない。

　普段は浮浪者やストリートチルドレンの溜まり場になっている空き地だが、今日は大勢の人々が列をなしていた。教会が音頭を取って、スラム街の人々に炊き出しを行っているのである。

　雪がちらつく中、大鍋でシチューが煮られ、固く焼いた薄切りのパンが添えられる。普段あばら家や路上で寒さに震える人々は、久々の温かな食事に舌鼓を打った。

「はーい、横入りしないで！　まだなくならないからね！」

　ロゼッタが白い息を吐きながら言った。僧服の上からエプロンを付けたシスターたちがシチューをよそい、暖を取るために焚かれた火を人々が囲んでいる。そこかしこで白い息が上がり、鼻や頰を赤くした子供たちがふうふう言いながらシチューを頰張った。

　人の間を縫うようにして、薪まきの束を抱えたベルグリフが歩いて来た。

「ロゼッタさん、薪はどこに置きましょうか？」

「あ、ベルグリフさん！　ありがとうございます！　ええと、ここに置いてください！」

　ロゼッタの指差した所に、ベルグリフはがらがらと薪を下ろした。大鍋の下の火は熾おきになっている。揺れる火こそ立たないが、熱は十分そうだ。

　ベルグリフはいくらかの薪を上にくべた。表面の細かなささくれが燃えてばちばち音を立てた。

　大鍋が焦げ付かないように、シャルロッテがかき混ぜている。ぶかぶかの僧帽を眉毛が隠れるくらいまでかぶって、さながら顔を隠すようだ。髪の毛もひっつめて帽子の下に隠している。

　貧民街でのソロモン教の演説と札の売り付けに気を揉んでいたシャルロッテは、ずっと何かしらの形で騙だました罪を償いたいと思っていた。

　始めは金を返そうとしていたが、買った人間が分からない上に、相手が少女だからと居丈高に出て来る者が多く、それは難航した。だから、使わずに持っていたお金を教会に寄付し、それを元に炊き出しをしてもらって手伝う事で、多少なりとも罪滅ぼしにしようとしているのである。

　とはいえ、そのアルビノの容貌は目立つ。銀髪とも違う真っ白なその髪の毛は特徴的だ。変に難癖を付けられても何の意味もないから、こうやって変装まがいの事をしている。

　ルクレシアを追われて以来ヴィエナ教に嫌悪感を持っていたシャルロッテだったが、ロゼッタを始めとしたシスターたちや孤児院の子供たちとの交流もあって、その嫌悪感はすっかり薄れていた。元々は敬けい虔けんな信徒であったし、ルクレシアの高貴な人間たちが政治の道具に使っているヴィエナ教はともかく、こういった素朴な信仰までも否定するべきではない、と思い至ったらしかった。

　そのつながりでベルグリフは何度か教会孤児院を訪れ、あれこれと雑用を手伝い、子供たちの相手をしてやった。今日は炊き出しを手伝っている。こういう事は嫌いではないし、寒さの中で動き回るのは慣れもあって得意だ。女性ばかりで男手の少ない教会孤児院はこれを喜んだ。

　やがて陽が傾き、シチューがすっかりなくなると、大鍋に雪を入れて溶かして軽く洗い、火の後始末をして片付けの段である。

「ビャク、そっちを持ってくれ」

　ビャクは黙ったまま鍋の片側の取っ手を持った。もう片方をベルグリフが持ち、よいしょと持ち上げる。

　分厚い鉄でできた大鍋は重い。ビャクは少しよろめいたが、意地を張るようにしっかと両足を踏ん張った。それを見てベルグリフは小さく笑った。

「……なんだよ」

「いや、頑張ってるなと思って。けど、もう少し鍛えた方がいいかもな」

「チッ……」

　ビャクは舌を打った。ぐいと鍋を持ち直す。

「おいおい、そんな風に持っちゃ服に煤すすが付くぞ」

「うるせえ、クソ親父。さっさと行くぞ」

　そう言ってビャクはよたよた歩き出した。ベルグリフはくつくつ笑いながら足を動かす。

　しばらくの同居生活で、この二人の間には不思議な信頼感が生まれていた。ビャクの態度は相変わらずぶっきらぼうだが、行動はそこまで反抗的ではなくなって来て、呼称もおっさんからクソ親父になっている。一見悪化したように思われるが、ある種の他人行儀さがなくなったという事でもあった。

　ベルグリフの方としても、反抗期の息子でもできたようで、それが何だか楽しい。アンジェリンは何だかんだいって娘だ。男親としてはどうしても丁寧に扱う気分になる。それがビャク相手なら、やや乱暴に、からかうように対応しても許される気がするのである。男同士でなければ分からない感覚もあるものだ。

　甘やかし甘えられるという関係ではなく、喧嘩しながらも何だかんだと一緒に行動できるというのが、ベルグリフには面白く感じられた。

　そんな事を思いながらビャクを見ていると、ビャクは眉をひそめてそっぽを向いた。そうしてつまずきかけて不機嫌そうに舌を打った。

　教会孤児院の台所に鍋を運び込み、改めて鍋を綺麗に洗い直して諸々を片付けた。冬の日暮れは早い。まだ空は明るいけれど、傾いた太陽は高い建物に隠れ、教会の庭はもう陽が当たらなくなっていた。

　他のシスターたちはあちこちに散らばって、夕方の礼拝の準備などをしているらしい。庭先では子供たちが雪で遊んでいる声が聞こえる。ロゼッタが花茶を淹いれながら嬉しそうに笑った。

「いやあ、ありがとうございます、ベルグリフさん。おかげですっかり助かりました！」

「いえいえ、このくらいなんでもありませんよ。シャルの言い出した事でもありますしね」

　帽子を取って髪を解いたシャルロッテはもじもじと手を揉み合わせた。水仕事と寒風で頰や鼻、指先が赤くなっていた。

「その……少しは罪滅ぼしになったかしら？」

「もちろんだよ。シャルのその気持ちはきっと主神も汲くんでくださるよ」

「うん……ありがとうロゼッタ、手伝ってくれて。お父さまもビャクも」

　ベルグリフはにっこり笑ってシャルロッテをぽんぽんと撫でた。ビャクは黙ったまま目を伏せた。

　花茶を飲んで一息入れる。温かなお茶は体に心地よくしみた。

　アンジェリンたちは依頼を受けて出かけている。高位ランク冒険者だからといって、遊んでばかりではいられない。その代わり、一度の依頼で下位ランク冒険者とは文字通り桁違いの報酬が出るのだが。

　花茶をふうふうと冷ましながら、シャルロッテが呟いた。

「お姉さまたちはどうしてるかな」

「遠出じゃないからな。カシムも一緒だし、事によるとそろそろ帰って来るかも知れないね」

　昨日から出て、近くのダンジョンに潜っているそうである。自分の食い扶ぶ持ちを稼ぐ為だと冒険者に復帰したカシムも一緒だ。思わぬ戦力増強にライオネルは嬉しそうであった。

　花茶のお代わりを注ぎながら、ロゼッタが言った。

「そういえばベルグリフさんは、冒険者には復帰されないんですか？」

　ベルグリフは少し考えて口を開いた。

「予定はありませんね。どの道、春になればトルネラに帰る予定ですし、復帰しても仕様がないかと思います」

　カシムがオルフェンに来てからも、勿論パーシヴァルやサティの足取りは調べ続けている。しかし今のところ有力な情報は得られていない。

　後ろ髪を引かれるような気もするが、ベルグリフにとってトルネラも大事な場所だ。自分の都合で突っ走っていつまでもグラハムやミトを置き去りにしておくわけにはいかない。

　そう思うくらいには、自分は歳を重ねたのだな、とベルグリフは苦笑した。

「そっか、帰っちゃうんですね……寂しくなるなあ」

　ロゼッタはそう言って花茶をすすった。シャルロッテがそれをじいと見ながら、言った。

「ロゼッタはお父さまの事が好き？　結婚したい？」

「んぶっ！　げほっげほっ！　な、何を言うだあ！」

　ロゼッタは顔を赤くしてむせ込んだ。ベルグリフは呆れたように額に手をやった。

「シャル、お前までそんな事を言ってるのかい？」

「だって、お姉さまが……お父さまはロゼッタの事好きじゃないの？」

「そりゃ好きだよ。でもロゼッタさんはまだ若いんだから。俺みたいなおじさん相手じゃ勿体ないよ」

　ベルグリフは泰然としたものである。まったく動揺していない。

　好きとはそういう意味じゃないのに、とシャルロッテは不満そうに頰を膨らませ、ロゼッタはホッとしたように笑った。

　実際、孤児院のシスターの間でベルグリフの評判はいい。しかし、それは有名人を一方的に見てきゃあきゃあと騒ぐ類のもので、深い仲になりたいだとか、人となりをもっと詳しく知りたいだとか、そういったものとは違っていた。

　ロゼッタはアンジェリンの策謀もあって最初はベルグリフの事をやや意識してはいたが、ベルグリフにそういうつもりがまったくないのが分かったせいか、今はそうでもないようだ。勿論彼を慕ってはいるけれど、それでもベルグリフに向く感情は兄や父親に向くものと同じようなもので、恋慕とは別個のものらしかった。

　ベルグリフの父性にあてられたか、とシャルロッテは小さくため息をついた。

　ビャクがくつくつと笑った。

「脈なし。死亡確認だな」

「うー……やっぱりサティさんなの……」

　シャルロッテはムスッと口を尖らした。ベルグリフは困ったように笑った。

「そういうのじゃないって言ってるのに……」

　からんからんと夕刻を告げる鐘が鳴った。ロゼッタはハッとしたように立ち上がる。

「すみません、礼拝に行かなきゃ」

「もう夕方ですな。我々もぼつぼつお暇いとまします」

「ベルグリフさん、今日は本当にありがとうございました。また気軽に遊びに来てくださいね。シャルもビャクも」

「ええ、勿論。その時はアンジェも一緒に連れて来ますよ」

　四人は立ち上がって食器を片付け、ロゼッタは礼拝堂に、ベルグリフはシャルロッテとビャクを連れて家路に就いた。
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　がらがらと音を立てて、街道を荷車が進む。雪の上に轍わだちが残り、そこだけが黒い土になっている。

　二頭立ての借り馬車だ。アネッサが手綱を握り、アンジェリン、ミリアム、カシムが荷車に乗っている。三人の脇には変異種の亜竜の皮や爪に牙、鱗うろこなどが積まれていた。

　アンジェリンは遠くに見えるオルフェンの都を眺めてやきもきした。

「アーネ……もっと速く」

「無茶言うなよ。四人も乗ってる上に素材も満載なんだから」

　アンジェリンはむうと口を尖らした。早くベルグリフの所に帰りたいのである。不機嫌そうに荷車の縁に背中を預け、そうして唐突ににやけて呟いた。

「……晩ご飯、なにかな」

　家で父親が待っていてくれるというのを想像すると嬉しくて仕方がないらしい。

　ミリアムが亜竜の巨大な牙を手の平で撫でながら言った。

「変異種っていうからどんなかと思ったけど、そんなに大した相手じゃなかったねー」

「そうだな。でも下位ランクじゃちょっときつかっただろう。ＡからＡＡってとこかな」

「ふん。わたしたちの敵ではない……カシムさんもいたし。ね」

「へっへっへ、別にオイラは何にもしてないけどな。お前ら強いなあ」

　カシムはにやにやしながら山高帽の位置を整えた。

　オルフェン近郊には魔力が集まりやすいのか数多くのダンジョンがあり、高位ランクのものも数か所ある。

　ダンジョン探索は素材収集における基本の仕事であり、また、ダンジョン内の魔獣を討伐する事は、そこから魔獣が溢れる事を防ぐ意味合いもあった。冒険者の数はいくらでも必要であり、それがこの都が冒険者で栄える所以ゆえんにもなった。

　今回アンジェリンたちが受けた依頼は、下位ランクのダンジョンに現れた変異種の魔獣の討伐であった。

　冒険者ギルドは長い歴史の間で、冒険者たちの戦った記録などを元にそれぞれの魔獣の特性や弱点などをリストにして保管してある。それによって魔獣の危険性などをランク分けして、依頼の難易度の目安にしているのだが、今でも突然変異的に現れる魔獣というものがある。そういったものは危険性が判断できず、ひとまずは実力のある冒険者に討伐を任せて危険度の判断をさせるという事が多かった。

　今回の依頼はそういった類のものだ。データのない相手だからこそ警戒も必要で、下位ランクの者たちには少し難易度が高い。尤もつとも、高位ランク冒険者である彼女たちにとってはちっとも大した相手ではなかったのだが。

「けど、ベルの娘と一緒にダンジョンに潜れるなんて、オイラ感激だよ」

「わたしもお父さんの友達と一緒に戦えるのは嬉しい……よ」

「へへ、いいなあ、こういうの。ベルたちとパーティ組んでた時の楽しさを思い出したよ」

「ねえねえカシムさん。ベルさんってパーティじゃどういう役割だったのー？　〝覇王剣〟の人とかいたんだよね？　一緒に前衛張ってたの？」

　ミリアムが言うと、カシムは考えるように顎あご鬚ひげを捻ひねった。

「そうだなあ。確かに基本の前衛はパーシーがやってた。そこにベルとかサティが適宜入るって感じだったな。でも頻度はサティの方が多かったかも。オイラは完全に後衛だったけど、ベルが隣にいる事も多かったよ」

「剣士なのに？」

「そう、そこがベルの面白いところでさ。あいつは観察眼が凄かったんだよ。依頼の時は常に周囲を警戒してたし、不測の事態にも最初に反応するのはいつもベルだった。数の多い魔獣を相手にする時に指示を出してくれるのもベルだった。パーシーとサティがイケイケドンドンで前に押してる時に、素早く後ろの守りに入るのもベルだった。要するにパーティ全体の参謀とか補佐みたいな役割だったんだ」

「なるほどー。そういえば、前のボルドーの騒動の時も、ベルさんが異変に気付いてお屋敷に戻ったからヘルベチカさんたちが助かったんだもんね」

「そうだったなあ……それって、結構高度な事だよな。よほど冷静じゃないと無理だよ」

　アネッサの言葉にカシムは頷いた。

「だね。目立たないけど、ランクが上がるほどに重要性が身に沁みるところだな。ぶっちゃけ、駆け出しとか下位ランクの中にはその重要性を理解してない連中が多くてさ、実際、下位ランクだとそういう役職がなくても何とかなっちゃう部分も多いから」

　確かにそうだ、とアンジェリンは頷いた。下位ランクの魔獣の討伐や素材の収集などは、きちんとした戦略を立てずに勢いだけで何とかなる事も多かったように思う。

　しかし、高位ランクになってからは一人の限界というものを少しずつ感じていた。ギルドの意向でアネッサとミリアムとパーティを組む事になって、そのありがたさが実感できるようだった。剣士のような前衛には背後を守り援護してくれる相手が必要であり、魔法使いや射手といった後衛には前面の敵を防いでくれる相手が必要なのである。

「けど、ランクが上がると勢いだけじゃどうにもならない……よね？」

「そうそう。だからベルは高位ランクの連中がするような事を下位ランクの時からやっちゃってたわけだな。だからそれが理解できない奴らには結構邪険にされてたみたいでさ、あちこちのパーティを渡り歩いたらしいよ。あいつの自己評価が低いのはそのせいもあるんじゃないかなあ……」

「そっか……ふふ、でもやっぱりお父さんは凄い」

「索敵、後方の警戒、戦況の把握、か。確かにパーティに一人は欲しいな」

　そう言ったアネッサの肩を、カシムは笑いながら叩いた。

「だろ？　ま、今のお前の役割も同じようなもんだよ、アーネ」

「そ、そうですか……？　へへ……」

　憧れているベルグリフと同じような役割だ、と言われてアネッサは嬉しそうに頰を染めた。今のパーティ内でも、基本的にアネッサが戦況を俯ふ瞰かんして見ている事が多い。

　アンジェリンは面白くなさそうに頰を膨らました。

「……わたしも今度から後ろで観察する」

「いやいや、お前が下がっちゃったら誰が前に出るんだよ……」

「だってアーネばっかりずるい……わたしもお父さんと同じがいい」

「へっへっへ、お前はベルとは性格が違うからなあ、アンジェ」

　アンジェリンはムッと口を尖らして、笑うカシムを小突いた。

「どう違うっていうんだ……」

「そうだなあ……まずベルは人当たりがいい。凄くいい。物腰も穏やかで、いつも一歩引いて冷静に物事を見てる。オイラ含めたベル以外の三人は皆結構我が強くてさ、喧嘩になる事も多かったけど、いっつもベルが間に入って諫いさめてくれた。ベルに言われるとオイラたちも大人しくなったもんさ」

　カシムはいたずら気にアンジェリンを見てにやりと笑った。

「で、アンジェ。お前は不愛想だし、人当たり悪いし、頑固だし、全然違うだろ」

「ぐむ……」

　アンジェリンは悔しそうに唇を嚙んだ。カシムは満足そうに笑いながらアンジェリンを小突いた。

「けどまあ、それ以上にいい子だってのは確かだけどな！」

　ミリアムがくすくす笑った。

「なんか、ベルさんってその頃からお父さんみたいだったんだねー」

「かもなあ。アンジェ見てると、ベルはホントにいい父ちゃんなんだなって思うよ」

　途端にアンジェリンは機嫌が良くなってカシムの肩を抱いた。

「そうでしょ？　カシムさんはよく分かってる……」

「ふふん。お前らも機会があれば一度ベルとダンジョンに潜ってみるといいよ。安心感が段違いだから」

　カシムに言われ、アンジェリンは子供の頃にベルグリフと森を歩いたのを思い出した。ベルグリフが後ろにいてくれるというだけで、確かにひどく安心したのを思い出す。

　だが、カシムの言う安心感はそれとは少し違うのかも知れない、とアンジェリンは思い直した。

　子供の頃に感じたそれは父親がそばにいるという安心感だ。純粋に冒険者として頼りにできるベルグリフというのはまだ知らない。その剣技は安心に足るものだけれど、カシムの話からすると、どうやら剣の腕に起因するものではなさそうだ。

　アンジェリンは荷車の縁に頰杖を突いた。

「お父さん、復帰するつもりないのかなあ……」

「春にはトルネラに帰っちゃうから、しないんじゃないかなー？」

「けど、カシムさんだって一緒にトルネラに来るのに復帰してる……」

　アネッサが首を横に振った。

「いやいや、カシムさんは元々Ｓランクだったわけだし、実績十分じゃないか。いくらベルさんが凄い人だからって、目に見える功績がないと下位ランクからスタートだよ。そうなったら復帰してもしなくても一緒だろ」

「……いや、わたしが言えば大丈夫……オルフェンのギルドはわたしには逆らえない」

「オイラも口を添えれば確実だな。復帰組のじーさまたちも推薦してくれるだろうね。ベルの名前はオルフェンの冒険者の間じゃ有名なんでしょ？　誰も文句言わないって」

「わー、職権乱用。そういうの大好き！」

　けらけら笑う三人に、アネッサは冷や汗をかいた。

「ちょ、本気か!?」

「わたしは本気……そしたらこの面メン子ツにお父さんも加わるのだ……」

「すごいぞー。〝黒髪の戦乙女〟と〝天蓋砕き〟。それに〝赤鬼〟が加わって最強パーティの誕生だー」

　ミリアムがおどけたようにそう言って笑った。カシムが笑いながら肩をすくめる。

「ま、ベルの性格的に絶対復帰しなさそうだけどね」

「……なんで？　お父さんも誘われたら嬉しいと思う」

「そりゃ喜ぶだろうさ。けど、ベルは真面目だからね。自分で何かしたわけでもないのに、人からの推薦で一足飛びに上に行くのは嫌がると思うな。下位ランクから真面目にやってる人を馬鹿にする事になる、とか何とか言うんじゃない？」

「むう……」

　確かに、ベルグリフがそう言う事は容易に想像できる。そういう点でベルグリフは非常に頑固だ。たとえアンジェリンがどれだけ言っても首を縦に振らないだろう。逆に怒られてしまうかも知れない。

「……オルフェンでまた下位ランクからこつこつやる気もない、って事だよね？」

「だろうね。ベルはトルネラが自分の居場所だと思ってるんだろ？」

　前に帰郷した時、寝床でそう言われた事をアンジェリンは思い出した。

　自己評価の低さは改めてもらいたいとは思うけれど、あくまで故郷を愛し、分を弁わきまえる素朴なベルグリフの人柄は、アンジェリンにもとても好ましいものであるのは確かだった。

　膝を抱いて嘆息する。残念な気持ちと、そういうベルグリフを誇りに思う気持ちとが胸の内でぐるぐるした。

「……でもそういう真面目なところもお父さんの良いところ」

「だな！　オイラたちもそれに助けられたようなもんさ」

「うん……パーシーさんとサティさん、どうしてるんだろうね」

「今んトコなーんも分かんないからなあ。ま、焦らずに探すよ。とりあえず、オイラはベルに会えただけでもホッとしてるんだ。今は何をするにも楽しくてさあ」

　そう言ってカシムはからから笑った。

　いつの間にか陽がすっかり暮れかけて、馬車はオルフェンの都に入った。ギルドに戻って素材を査定に出し、依頼料を受け取る。アネッサとミリアムと別れ、カシムと共に家路に就いた。

　往来は仕事帰りの人や夜警の兵士たちが行き交い、あちこちの建物や露店から良い匂いが漂っている。一日の終わりの安心感と疲れとがないまぜになった、どことなくホッとする雰囲気がそこら中に満ちていた。

　家に近づくほどに、まだ早いと思うのにアンジェリンの顔は緩み、胸はわくわくと高鳴り、外の木の階段を上がる時は早足になった。

　扉の隙間からランプの明かりが筋のようになって漏れている。

　ドアノブに手をかけて捻った。

「ただいま！」











五十九　元々一人暮らしのアンジェリンの部屋に









　元々一人暮らしのアンジェリンの部屋に、五人で詰まって眠るのは容易ではない。ものが少ないとはいえ、部屋自体がそこまで大きくないのだ。テーブルを囲むだけならばともかく、床とこに就く事になると床面積は必要になる。

　今のところ大きなベッドにはベルグリフとアンジェリン、それにシャルロッテが眠り、ベルグリフが買って来た簡易の寝床ではビャクが、ソファにはカシムが寝ている。

　一週間ばかりはそんな共同生活が続いているが、流石に手狭な感じがする。ベッドが大きいとはいえ三人で寝るのはやはり狭い。

　それにベルグリフとしても、シャルロッテはともかく、いつまでもこうやってアンジェリンと寝ているのは少し違和感があった。別に幾つになろうとアンジェリンが娘である事に変わりはないのだが、だからといっていつまでも幼い子供相手に接するようにするのもおかしい。

　朝食の麦むぎ粥がゆに削ったチーズを振りかけながら、ベルグリフが言った。

「トルネラの雪解けまではもう少しあるからな……いっそ短期間もう一部屋借りようか。お父さんはそっちに移って……」

「じゃあわたしも行く」

「わたしも行く！」

「オイラも」

「……なんだお前ら」

　はいはいと手を上げる三人を見てビャクが呆れたような声を出した。ベルグリフは苦笑した。
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「狭いから動こうって言ってるのに皆揃って移動しちゃ意味がないじゃないか。それに分かれるなら男女でだろう」

「なんで！　親子が優先でしょ、お父さん！」

「そうよお父さま！」

「えっ、それじゃオイラだけ仲間外れなの？」

「カシムさんは大人なんだから我慢して……」

「そうよカシムおじさま！」

「寂しい事言うなよぉ……」

　カシムは悲しそうに体を揺らした。ベルグリフは呆れたように笑った。

「カシム……そもそも君は別に一緒に暮らす必要ないだろ？」

「ベルの薄情モン！　寂しいんだよ、分かれよ！」

　カシムはテーブルをぺしぺし叩いた。それから思いついたように口を開いた。

「じゃあ広い部屋一個借りて皆で移ろうよ。それならいいだろ？」

「ぐっどあいであ、カシムさん。どう、お父さん？」

「いや、それじゃあこの部屋はどうするんだい？　無駄になるじゃないか」

「別に借りたままでいい……お金の心配はなにもいらないよ、お父さん」

「そうだよベル。オイラとアンジェたちで一回依頼受ければおつりが来るぜ」

　Ｓランク冒険者はずるいなあ、とベルグリフは苦笑した。

　お金がほとんど必要ないトルネラと違って、オルフェンでは何をするにもお金がかかる。

　ベルグリフも家にある分はお金を持ち出しては来たが、それでも随分減った。前にアンジェリンがセレンを助けた礼だとサーシャが持って来た金貨も良い折だと持って来ているが、あくまでアンジェリンのものだと思って手は付けていない。それもカシムとの再会の宴うたげでアンジェリンが早速使ったのだが。

　そうなると、新しい部屋を借りるにしても、娘やカシムの手助けが必要なのは確かだ。そうすると、二人の意見は尊重しなくてはならないだろう。

　何だか無駄遣いのようで気が引ける部分もあるけれど、まだ雪解けは遠い。いつまでもこの小さな部屋に詰まっているわけにもいかない。ベルグリフは嘆息して、頭を搔いた。

「じゃあ、そうするか……良い部屋があればいいが」

「ん！　楽しみ！」

「ねえ、お姉さま、どういう部屋がいいかしら？　それともお家を一つ借りちゃう？」

「それもいいね。でも広過ぎても掃除が大変……カシムさんは希望ある？」

「オイラは別にどこでも寝られるからこだわらないよ」

「……なら道端で寝てりゃいいじゃねえか」

「ちょっとビャク！」

　シャルロッテが頰を膨らまして叱責するが、ビャクはぷいとそっぽを向いた。カシムはにやりと笑ってテーブル越しに手を伸ばしてビャクの頭を摑んだ。

「へっへっへ、中々言うじゃないの。オイラお前のそういうところ嫌いじゃないぜ。いい子いい子」

「やめろ……お、おい、なんだ──やめろ！」

「ほれほれ、どうだー？」

　カシムはにやにやしながらビャクの頭をわしわしと撫でた。何か魔法の力が手の平から出ているのか、ビャクは目を白黒させている。ベルグリフは呆れたようにカシムの腕に手を置いた。

「こらカシム。大人げないぞ」

「これくらいじゃれてるようなもんだよ」

　カシムは手を上げてひらひらと振った。ビャクは大きく息をつく。頭がぐわんぐわんとしてめまいがしたらしい。アンジェリンがくすくす笑う。

「ビャッくん、突っ張らかっても無駄だぞ……」

「うるせえ。くそ、とんでもねえオヤジだ……」

「あなたが悪口言ったからじゃないの。口は禍わざわいの元よビャク」

　ビャクは小さく舌打ちしてコップの水を飲み干した。ベルグリフは嘆息した。

「くだらない事で喧嘩するんじゃないよ、まったく……」

「ま、ともかく家探しだね。さっさと食っちまおう」

　そう言って、カシムは麦粥に匙さじを突っ込んだ。





○






　今日も灰色の雲がかぶさって、雪が降ってそこいらを白く染めている。行き交う人々も口から白い息を吐き出し、まるでそれが集まって雲にでもなっているかのようだ。

　オルフェンの石造りの建物が並ぶ風景は、見ているだけで何だか寒々しい感じがする、とベルグリフは思った。建てられたばかりの頃は色を塗られていたのであろう石壁が、もうすっかり色が剝がれていたりすると、不思議と寂しいように感ぜられた。

　もうこっちに来てひと月以上になる。二十数年前に歩き回った街並みは、改めて歩き回ってみると、記憶よりも古びているようだった。時間が経っているから当たり前なのだが、記憶というものが時間の経過につれて美しくなっているようにも思われた。実際のもの以上に記憶の中のものが綺麗に感ぜられるのだ。

　ほんの二年そこそこの生活が、二十五年経った今でも鮮明に思い出せる事にベルグリフは驚いた。あの日々は安穏とはしていなかったが、却かえってだからこそ他にはない輝きがあったのだろう。

　こういう事を考える度に、歳を取ったなとベルグリフは苦笑した。カシムと再会してからはその感じがより強まったようにも思った。何せ、話をする度に昔の風景が喚起されて仕方がないのだ。トルネラで感じていた過去への思いはより輪郭をはっきりさせた。

　それでも、やっぱり今生きている時間を大事にしなくてはいけない、とベルグリフは思う。

　身も蓋もない言い方をすれば、自分の過去の清算など個人的な話だ。目的を同じくするカシムはともかく、あまり大勢の人を巻き込むのは本意ではなかった。

「……グラハムとミトは元気かな」

　あの口数の少ない二人が暖炉の前に座って、相変わらずのちぐはぐな会話を繰り広げているのを想像し、ベルグリフは思わず表情を緩めた。きちんと食事を取っているだろうかと思う。貯蔵した食物は傷んでいないだろうか、教えた糸紡ぎはちゃんとできているだろうか、豆の選別は進んでいるだろうか、などなど、考え始めれば色々な事が気にかかる。

　結局、オルフェンで暮らした時間よりも、トルネラで暮らした時間の方が遥かに長い。過去の清算は大事だが、今の自分にはトルネラも同じくらい大事なのだ。

　もう郷愁的になっている、とベルグリフは苦笑した。アンジェリンを笑えないようだ。

　建物の軒先で雪を避けて待っていると、アンジェリンが浮かない顔をして前の建物から出て来た。

「駄目……ここも空いてない」

「……なあ、やっぱり小さな部屋でいいから二部屋に分かれて」

「駄目。それは絶対駄目。家族は仲良く一つ屋根の下」

　アンジェリンはあくまで断だん々だん乎ことしてベルグリフの要求を突っぱねた。ベルグリフは嘆息した。

　朝食を終えてから家を出て、あちこちの不動産を回ってみた。

　オルフェンでの生活は格差が激しい。一等地に暮らす貴族たちから最底辺の貧民街まで多様だ。だが住民の多くは中産階級で、商人や職人、それに冒険者だった。そういった人向けの家は多い。

　だから手ごろな部屋くらい一つはあるだろうと高をくくっていたのだが、意外な事に未だに見つかっていない。どこに行ってもいい部屋が空いていないのである。

　カシムが頭の後ろで手を組みながら言った。

「中々見つからないもんだね。オルフェンは広いけど、人も多いからなあ」

「別に今日見つけなけりゃいけないわけじゃないが……」

「……わたしはあの部屋のままでもいいんだよ、お父さん？」

　アンジェリンはそんな事を言う。ベルグリフは呆れたように顎鬚を撫でた。トルネラの実家は大部屋一つだから止むを得ないところはあるが、オルフェンではそういうわけではない。

「アンジェ……お前も年頃の女の子なんだから、少しはプライベートが欲しいとか、そういうのがあるだろう？」

「ない。隠すようなやましい事は何にもないもん」

　即答である。ベルグリフは上手く言葉を見つけられずに肩を落とした。良い子なんだか何なんだかよく分からない。素直に自分を慕ってくれるのは悪い気はしないものの、もう十八にもなる娘がこれでは不安にもなるというものだ。

　一人で寝る練習はどうなったんだ、とベルグリフは嘆息した。カシムが面白そうな顔をしている。

「ベル、色々大変だなあ、君は」

「分かってるならもう少し俺の肩を持ってくれよ……」

「へへ、ベルとアンジェの間に割り込むような無粋な真似ができるかい」

　雪の粒が大きく、ふわふわとして来て、それが風で軒に舞い込んで服やマントにまとわりついた。トルネラほどではないにせよ、この辺りも冬は寒い。

　カシムがシャルロッテとビャクの頭をぽんぽんと叩いた。

「ま、今日はもういいんじゃない？　オイラ、こいつらを稽古してやらなきゃ」

「ああ、そうだったな……うん、まあ、部屋は追い追い見つけよう」

　ベルグリフはくたびれたように笑った。

　ここ数日は、カシムがビャクとシャルロッテの魔法の師になっている。ベルグリフとしては、ビャクはともかくシャルロッテはもう少し遊ばせてやりたいと思っていたのだが、シャルロッテ自身が魔法を身に付けたいと言ったのである。

　彼女は、身に宿す魔力の量こそ多かったが、魔法の扱いはあまり分かっていない。

　ソロモンの巫女として遊説していた最中は、与えられた指輪の力に頼っていた。一定の魔力と最低限の詠唱さえできれば大丈夫だったのだ。それがなくなってから、魔法は使っていない。

　恐ろしく厳しいマリアに比べてカシムはいたずら気ではあるものの穏やかである。だからこそ、シャルロッテも魔法を教えてもらいたいと思ったのだろう。カシムの方も面倒とも思っていないようで、むしろ乗り気になって二人に色々と教えてやっているらしい。大魔導であるから技量は確かであるのだが、教練もできるというのは、かつての人見知りでいたずら好きな少年を知っているベルグリフからすると、何とも意外というのが素直な感想であった。

　露店で適当に昼食を済ませてから、カシムに二人を任せ、ベルグリフはアンジェリンと二人でギルドに向かった。

　往来を並んで歩いて行く途中、アンジェリンが嬉しそうにベルグリフの腕に抱き付いた。ベルグリフは小さく笑った。

「嬉しそうだね、アンジェ」

「うん！　えへへ……こうやってお父さんとオルフェンを歩けるなんて夢みたい！」

　そう言って、アンジェリンは腕に抱き付く力をぎゅうと強めた。

　エストガルから帰って来てベルグリフと一緒の生活が始まってからというもの、アンジェリンは事あるごとに湧き上がる喜びを発露した。トルネラでベルグリフの日常の中に帰るのと違って、自分の日常の中にベルグリフがいるというのが嬉しくて仕方がないらしかった。依頼が入ってダンジョンに出かけるまでは、毎日ベルグリフを引っ張ってオルフェンの街中をあちこち歩き回って、良い店や気に入っている場所などを案内したものだ。ベルグリフも、微かすかに記憶に残るオルフェンの街並みを娘と一緒に歩くのはもちろん嬉しかった。

　小一時間歩いてギルドに辿り着いた。もう昼過ぎで建物は人の数こそ落ち着いてはいたが、それでもざわざわしていた。

　冒険者ギルドが忙しいのは専もつぱら朝から昼にかけてだ。基本的に、昼を過ぎてから持ち込まれた依頼は急ぎのものでない限りは翌日に回される。それが貼り出されるのが朝なのだ。

　その為、朝はより割の良い仕事を求めて争奪戦のようになり、せっかちな依頼主の方も少しでも安く、また腕のある冒険者に依頼を頼めるようにと大騒ぎになる。

　それが落ち着くのが昼頃で、それからは自分のペースで依頼を受けても生活に困らない高位ランク冒険者か、ベテランの中堅の姿が多くなる。午後には依頼の仕分けと、持ち込まれる素材の査定や依頼完了の手続きなどが主になって来る。

　受付に行ってみるとマルグリットがいた。道具袋から魔獣の爪や牙、骨などを出してカウンターの上に並べている。

　義足が石の床を叩く音で感づいたのか、マルグリットは振り向いてにんまりと笑った。

「よう、ベル。アンジェも」

「ああ、マリー。済んだのかい？」

「まあな。もうちょいでＤランクだってさ。けど、どうにも歯応えがなくて物足りねえぜ」

　マルグリットはそう言っていたずら気に笑った。アンジェリンがくすくす笑う。

「じゃあ、また模擬戦でもする……？」

「お！　いいぜ！　今日こそはコテンパンにしてやるよ！」

「ふふん、マリー如きに負けるもんか……」

「言ったな、こんにゃろ！　その余裕を崩してやるぜ！」

　マルグリットは嬉しそうにアンジェリンの肩を小突いた。

　同い年で剣士、さらに実力もほぼ互角という事もあってか、アンジェリンとマルグリットは一種の好敵手のような関係になっていた。

　しかし、今のところはアンジェリンに軍配が上がっている。剣の技量は概おおむね互角だが、やはり経験の差が出ているのかも知れない。それでも何度か立ち合うほどに、マルグリットの動きも洗練されて来ているように思われた。

　相手をからかうように悪態をつき合う二人を見て、ベルグリフは微笑んだ。こういった相手がいると成長には拍車がかかる。それにとても良い友人になるだろう。

　それにしたって、天才が二人というのはちょっと次元が違うな、とベルグリフは頭を搔いた。

　アンジェリンが振り向いた。

「マリーと喧嘩して来る……お父さんは？」

「お父さんはまた調べ物をしてるよ。終わったら戻っておいで」

「なんだよ、見に来ねえの？　今日はおれが勝つぜ？」

「はは、土産話を楽しみにしてるよ。頑張れよ、マリー」

　アンジェリンが頰を膨らました。

「わたしにも頑張れって言って……！」

「ああ、アンジェも頑張ってな。怪我だけはしないように」

「うん！」

　受付嬢が微笑ましそうに見ている。

　二人を見送って、ベルグリフは高位ランク専用の受付の方に行った。

　カウンターの向こうにエドガーが座って書類をぱらぱらめくっていた。ベルグリフが近づくと、顔を上げて笑った。片手で落ちかけたバンダナを戻す。

「やー、ベルさん。今日も調べ物かい？」

「ああ。毎度邪魔して済まないね、エドさん」

「何言ってるんだい、むしろ資料の整理にもなって助かってるよ」

　エドガーはカウンターの腰扉を上げてベルグリフを招き入れた。

「俺らも手すきの時に調べちゃいるんだが、中々良い情報がなくてなあ……」

「いやなに、これは俺の問題だからね。あまり気にしないでくれ」

「そうかい？　でもまあ、あんたの力になりたいってのは噓じゃないんだ。何かあったら気軽に言ってくれな？」

「ありがとう、助かるよ」

　ベルグリフは頭を下げた。

　ギルドの職員たちはオルフェンの危機を救ったアンジェリンに恩義を感じており、さらに父親でありアンジェリンがオルフェンに踏みとどまる要因となったベルグリフにも好意的に接してはくれたが、アンジェリンの流した〝赤鬼〟の話もあって、ベルグリフは少し近づきがたい存在でもあるらしい、どこか恐縮するような感じもあった。

　しかし、エドガーなどはそういう変な気の使い方をまったくしない。現役のＡＡＡランク冒険者である彼もベルグリフの実力に興味を持ち、数回手合わせをした。かつてライオネルとのパーティでは主として中衛を担い、攻めと守りの駆け引きに長けたエドガーとの模擬戦は、ベルグリフにとっても大いに刺激になった。

　そんな風にしているうちにすっかり打ち解け、歳の近い友人として気さくに接してくれる。ベルグリフにはそれがありがたかった。何だかグラハムの気持ちが分かるようだな、と思う。

「そういえば、今日はユーリさんは？」

「ああ、今日はお休みさね。たまには休ませてやらんと」

「そうか……来るたびにいるから、いつ休んでるのか不思議だったよ」

「ははは、そうだなあ。座ってるだけに見えて意外に疲れるもんな、こういう仕事は。ベルさんは毎日よくやるねえ」

「まあ、俺のは仕事じゃないからね……それじゃ」

　ベルグリフが歩きかけると、エドガーが思い出したように口を開いた。

「そういやベルさんは近々夜に時間作れるかい？」

「夜？」

「そう。いやね、リオの奴が随分くたびれてるから、ちょっと労ねぎらいに飲み会でも開いてやろうと思ってさ。けどあいつと差しで飲んでも詰まらないし、よかったらベルさんもどうだい。カシムさんも」

「ふむ……でもいいのかい？　俺なんか誘ってもらって」

「そりゃ、友達を呼ぶのは当然だろ？　変に遠慮しなさんなって」

「はは、そうか。じゃあ、ありがたく呼ばれようかな。アンジェたちも誘ってもいいかな？」

「おう、是非是非。うまい東方料理の店があるんだよ」

　その時、依頼を終えたらしい冒険者がカウンターの向こうに突っ立った。エドガーが立ち上がって応対する。横目でベルグリフを見て会釈した。ベルグリフは肩をすくめて奥の資料スペースに入った。

　高位ランクの依頼だから、資料の数も下位ランクのものほどではないとはいえ、それでも一人で調べるには多過ぎる量だ。過去の資料などは整理されていないものも多い。ベルグリフがそれを調べるついでに綺麗に並べ直して整理しているから、ギルド側も助かっているらしかった。

　続きから目を通し、パーシヴァルが関わっていそうな依頼を探す。近しいものを見つけると詳細を確認し、足取りを辿ろうと試みる。しかし今のところ有力な情報はない。

　やはり東に行ってそのままなのだろうか。そうなると、オルフェンの情報だけで足取りを摑むのは難しいだろう。

　正直なところ、無駄な事をしているという気持ちもぬぐえない。

　それでも、オルフェンにいる以上何かしていなくては落ち着かなかった。それがパーシヴァルやサティの為になるような気もしていた。それが自分に対する言い訳だと心の何処かで思ってはいても。

　何だか今度はカシムの気持ちが分かるようだ、とベルグリフは苦笑し、書類をまとめて別のものを手に取った。

「あのう……」

　声がして、ベルグリフは驚いてそちらを見た。若い受付嬢がもじもじして立っていた。手に持ったお盆に花茶のカップがある。

「その……お疲れ様です！　お茶、淹れたんで……」

「ああ、すみません。どうもありがとう」

　ベルグリフは笑って会釈した。若い受付嬢は頰を染めて花茶を置くと、ぱたぱたと足早に去って行った。はてとベルグリフが首を傾げていると、資料スペースと受付を隔てる衝つい立たての向こうから、女の子たちのきゃあきゃあ言う声が聞こえた。

「どう？　どうだったの？」

「緊張した……でもやっぱり素敵だわあ……」

「若い男にはない魅力だよね。アンジェリンさんが夢中になるのも分かるなあ」

「今度はわたしがお茶持ってくからね！」

　エドガーの呆れたような声がした。

「……俺にお茶はないわけ？」

「あ、エドガーさん、すみません。すぐ持って来ます」

「君たちさあ……まあいいけど」

　女の子たちの声は遠ざかって行った。

「……なんだかなあ」

　変にむず痒いのを誤魔化すように、ベルグリフは花茶をすすった。





○






　マルグリットが大きく息をついた。壁際の長椅子にアンジェリンと並んで腰かけている。

「くそー、引き分けかよ……もうちょっと頑張れよなー」

　手に持った木剣を見ながら、マルグリットは言った。刀身の部分が砕けている。

　アンジェリンも同じようになった木剣を持っていた。状態を確かめるように右手に左手にと持ち替えて、ふむふむと頷いた。

「込めた魔力に耐えられなかった……」

「そういう事だな。ちぇっ、つまんねえ。次はモノホン使うか？」

「んー……怪我だけはしないようにってお父さんが言ってたし……」

「へえ、それは真剣じゃ危ないってわけだな？」

　からかうように言うマルグリットに、アンジェリンはむうと口を尖らした。

「冗談……木剣だろうと真剣だろうと、まだまだマリーには負けない。けど、わたしと引き分けってだけでも大したもんだぞ……」

「はっ、偉そうな事言いやがって。すぐにお前の方がおれを追いかける側になるぜ」

　マルグリットはけらけら笑った。アンジェリンはふんと鼻を鳴らしてマルグリットを小突いた。

　教練場に来て、練習用の木剣を借りて、早速立ち合った二人だったが、始まって数分も経たないうちに木剣が砕けてしまった。それほど打ち合ったわけではないから、アンジェリンが言うように、込められた魔力に木剣の方が耐えられなかったのだろう。

　結局、ある水準以上の実力を持つ者には相応の武器が必要になって来るらしい。アンジェリンも冒険者生活を始めてから何度か剣は新調した。

　けれど、ベルグリフとの立ち合いで木剣が壊れた事は一度もないな、とアンジェリンは思った。

　お父さんはめっちゃ強いのに、どういう事だろうと考える。しかしイマイチよく分からない。

　マルグリットが不思議そうにアンジェリンの顔を覗き込む。

「何難しい顔してんだよ」

「お父さんと手合わせした時は、こんな風に剣が壊れたりしなかった……」

「そりゃそうだろ。ベルは剣はそこまでじゃねえし」

「馬鹿言うな。お父さんはわたしより強いんだぞ」

「お前が手ェ抜いてるだけじゃねえの？」

　アンジェリンは馬鹿にしたようにマルグリットを見た。

「お父さんの実力が分からないとは、所詮マリーはマリー……」

「んだと、こんにゃろ。剣ならおれはベルには一度も負けた事ねーぞ」

　実際、トルネラにいた時もマルグリットはベルグリフと何度も手合わせした。最初の数合は切迫した戦いになるが、最終的にはいつもマルグリットが勝利した。確かにヒヤッとする場面は幾度もあったように思うけれど、それで窮地に立たされた事はない。

　そういう事があるから、マルグリットからのベルグリフの評価は、弱くはないが自分ほどではないというものだ。尤も、それは剣術に限った話で、冒険者としての技量はマルグリットも尊敬しているのだが。

　アンジェリンは木剣の柄つかを宙に放って、また受け止めた。

「手加減されてるだけ……」

「んなわけあるか。あーあ、やめやめ！　お前とこの話題で話してもキリがねえ！」

　マルグリットがやれやれと頭を振る。

「アンジェ、お前さあ。ベルの事になると途端にポンコツだよな」

「ポンコツとはなんだ……実際お父さんは強い。マリーだって一緒に戦ったんでしょ？　それなら分かる筈はずだぞ」

「ん……まあ、それはそうだ」

　マルグリットは頷いた。剣では負ける気はしないが、冒険者としての総合力はベルグリフの方が遥かに高いとは思っている。剣だけの模擬戦という形でなく、地形や小道具を利用するなど手段を選ばなければベルグリフに負ける事もあるかも知れない。マルグリットにもそれは分かっていた。

「けどベルの奴、トルネラに籠こもってた癖に、なんであんなに実力あるんだろうな」

「そこがお父さんの凄いところなのだ……きっと精神力」

「……かもな」

　瞑想の修行、およびそこからの魔力の扱いの鍛錬に関しては、マルグリットはベルグリフに遥かに先を行かれていると感じていた。

「そっか。だからベルは木剣も壊さねえんだ」

「……どういう事？」

　マルグリットは折れた木剣の柄を指先でくるくる回した。

「魔力ってエルフの古い言葉じゃ『気』って呼んでるんだけどさ」

「どういう意味……？」

「んー……大叔父上が言うには、一つの力の指向性？　方向性？　とか何とか」

「……よく分かんない」

「えーと、あれだよ。こう、おれたちが何かに意識を向けると、そっちに知らず知らずに力が籠るだろ？　そういう意識に沿って『気』は流れるんだとさ。それをもっと意識的に扱えるようになれば、結果的に剣の腕も上がる」

「ふむ……確かに。わたしたちは魔法使いじゃないのに剣に魔力は込められるもんね」

「そういう事だな。その流れをより意識的にするための最初の鍛錬が瞑想。それで魔力の流れを摑んだら、それを意識して剣を振る。けど、おれはなまじ感覚でできてた分、意識的にやるの苦手でさ……でもベルは得意なんだよな。多分お前も同じだろ？」

「むう……そうかも」

　アンジェリンは手の平を見て握ったり開いたりした。剣に魔力を流す。確かに感覚で何となくできているけれど、どういう事なのかというのは考えた事がなかった。敵に向ける意識と周囲への感覚を研ぎ澄ませる事が、結果的にエルフの言葉でいう『気』を張り巡らせていた事になるのだろうか。

「大叔父上が言うには、やっぱり精神力が大事らしいぜ。あと細かな動かし方は意識的にやらないと駄目なんだって。ベルの木剣が壊れないのは、込める魔力の少なさもあるかも知れないけれど、その魔力の動かし方が効率的で無駄がないんじゃないかと思う」

「ふふん……流石はお父さん」

　アンジェリンは自分の事のように自慢げに胸を張った。

　実際、ベルグリフの剣の上達はそれに起因する部分が大きかった。彼の元々持つ魔力の総量は人並みで、取り立てて優秀なところはない。しかし、その多くない魔力を上手く、効率的に扱う技術に長けていた。

　より少ない動きで、より効率的に。

　皮肉な事に、足を失った事がそれをより強く意識させた。両足のある冒険者と同じようには動けない。彼はより神経を研ぎ澄まし、足運びや剣先の動きなどに常に気を配った。要するに、知らず知らずのうちに魔力を上手く扱う鍛錬と同じような事をしていたのである。

　それがグラハムの教示によって明確に現れると、目指すべき方向が明瞭になり、彼は一つ壁を越えた。愚直に二十年以上鍛錬を欠かさなかった事が目に見えて現れて来たのである。尤も、ベルグリフ自身はそういった分析はしていないのだが。

　アンジェリンはひょいと立ち上がった。

「もう一回戦する？」

「いいぜ。真剣使うか？」

「ん……鞘さや付きで」

「よっしゃ！　これなら壊れねえだろ」

　マルグリットは嬉しそうに腰の剣を鞘ごと手に取り、くるくると回した。ベルグリフが二十年以上の繊細な訓練の上、グラハムからの教授でようやく得た以上の事を、感覚でしてしまうのがこの娘たちなのであった。

　二回戦目は激烈な戦いになったが、やはりアンジェリンの勝利に終わった。マルグリットが勝つのはまだ少し先の話になりそうである。











六十　乾いた冷たい風が風花を伴って吹いて









　乾いた冷たい風が風花を伴って吹いて来て、乗合馬車の人々を撫でつけた。いくら服を重ね着していても、その隙間から這い込むようにして冷気が肌に届く。人々はもそもそと体を動かし、連れのいる者は身を寄せ合うようにした。

　北部の冬には珍しい晴れ空だった。しかし、その分風が乾いて冷たいようだった。

　上の方に申し訳なさげに付いた幌だけでは風までは防げないらしく、却って光だけを遮って寒々しい。

　車輪が雪に埋もれた石を踏んでごとごと音を立てる。その度に馬車が小刻みに上下した。日の光が雪景色に照り返してきらきらしている。

　二十代半ばというくらいの女が顔をしかめて中腰になり、腰や尻を手の平で撫でた。平らな顔立ちと前を重ねる特徴的な装束から東方の人間らしい事が窺うかがえた。貫頭衣ではないから、ティルディスではなくキータイかブリョウ辺りの人間だろう。肩くらいの黒髪を無造作に束ね、布をかぶせた槍らしい長物を携えている。

　女は訛なまりの強い言葉で呟いた。

「まーだ着かんのかいな、尻は痛いし、寒いし、困ったもんじゃのう」

「もうちょい」

　女の隣に座っている少女が言った。背は低く、年の頃は十代半ばから後半といったところだ。赤みの濃い鳶とび色の長いコートにマフラーを巻き、ふかふかした耳垂付きのファー帽子をかぶっている。覗く髪の毛は黄土色である。傍らには楽器のものらしいケースを置いていた。

　女は不満そうにまた腰を下ろして嘆息した。懐から煙管キセルを取り出し、乾燥させた煙草を詰める。口に咥くわえて火を点け、胸いっぱいに煙を吸い込んで吐き出した。薄はつ荷かの匂いがした。
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「仕事とはいえ応えるわい……何が悲しゅうて冬の北部に来にゃならんのじゃ……」

「寒い時はしぇけなべいべー、だぜ」

　少女はそう言って体を揺らした。女はやれやれと頭を振った。

「おんし、それよう言うとるが、何じゃ、シャケ鍋ちゅうのは。魚を煮るんかい？」

「昔の人は言いました。寒けりゃ、だんしん、ついすてん、しゃう」

　少女は歌うようにぷつぷつ呟いている。女は諦めたように煙を吐き、煙管を馬車の縁に打って灰を外に落とした。

「南部語ばっか話されても儂わしにはさっぱり分からんぞ」

「相変わらず君にはロックが足りない」

　少女はふんと鼻を鳴らして、手に持った瓢ひよう簞たんをあおった。少し頰が赤い。女が目を見開く。

「おんし、そりゃ儂の酒！」

「昔の人は言いました。お前のものは俺のもの。俺のものも俺のもの」

「やかましい！　この犬っころ！　おんしを鍋にしてくれようか！」

　女は少女の帽子の耳垂をつまみ上げた。少女はきゃんと鳴いた。どうやら、これは帽子からではなくて少女の頭から垂れているらしかった。獣人である。

「痛い痛い」

「くそ、平気な顔しとったのはそのせいか！　儂にもよこせ！」

「あーれー、ご無体なー」

　女は瓢簞を奪い取ってひと息にあおった。そうして顔をしかめた。

「全部飲みおったなあ！　こンのド阿呆があ！」

「きゃー、ご勘弁をー。あ、ちょっとほら、見えた。到着到着」

「やかましい！　誤魔化そうったって駄目じゃ！」

「きゃいん」

　女は少女の頭を引っ摑んでぐりぐりとこねくり回した。少女は悲鳴を上げた。他のお客が体を縮こめて二人を見ている。

　馬車の先に陽に照らされたオルフェンの都が姿を現した。しかしその向こうに分厚い灰色の雲が流れて来ているらしかった。
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　新しい家は広くはあるが、手の届く範囲の広さに納まっていた。掃除が大変になるでもなく、かといって五人が起居を共にしても手狭な感じもしない。ティルディスからの移民が作った家らしく、石造りの壁に木の床で、大部屋が一つというシンプルな造りだ。まるでトルネラの実家を思わせる。

　しかし暖炉はなく、代わりに部屋の真ん中に火処があり、その周囲を囲むように地べたに絨じゆう毯たんを敷いて、その上に直接座るような造りになっていた。その為天井は真ん中に行くにつれてドームのように緩やかに高くなっていた。

　あれから数日かけて歩き回り、ようやく丁度いい部屋を見つけ出した。住宅地の裏の方にある小さな一軒家である。東部移民たちが寄り集まっていた場所らしく、周辺には似たような家が重なるようにして建っている。よもや本当に一軒家になるとはとベルグリフは苦笑いを浮かべていた。

　ほんのふた月ばかりの契約だけれども、特に問題もなく借りる事ができた。アンジェリンが元々ものを持たない性格であるし、ベルグリフたちはオルフェンに腰を据えるつもりはないから荷物は少ない。身軽である。引っ越しというほどの大げさな事もなく、彼らは居を変えた。

　パーシヴァルたちの足取りは依然として摑めぬままである。

　毎日書類の小さな文字とにらめっこしているうちにベルグリフは目がしょぼつき出して、少し休もうかという気分になった。

　日々何の収穫もないままであると、自分のしている事がひどく無意味であるような思いがより強くなるようであった。そんな時には無理を押して続けるものではない。

　その日は朝から雪が降っていたが、気温が高くなって来たせいか、昼頃からみぞれになり、地面がぐしゃぐしゃして、外に出るのも億劫なようだった。

　ベルグリフはトルネラから持って来た羊毛の篠しのを紡いでいた。

　オルフェンに来てからというもの、退屈な時はいつもこうした。スピンドルがくるくる回り、ふわふわしていた羊毛がよじれて糸になった。

　糸紡ぎをしていると心が落ち着いた。何かを考えているようでもあり、何も考えずに済むようでもあった。

　アンジェリンがしばらく傍らで手伝っていたが、あまりにのんびりとしているので次第に眠くなってしまったらしい、今はクッションの上で膝を抱くように体を丸めて、ベルグリフに寄り掛かってすうすうと寝息を立てている。

　紡ぎ終えた毛糸を改めて巻き直し、ベルグリフは息をついた。ほんのりと白く染まった。

　いつもよりは気温が高いとはいえ、もちろんしんしんと底から冷えて来る寒さは健在だ。たき火から離れられる気がしない。

　アンジェリンがもそもそと身じろぎしてむにゃむにゃと何か言った。

　ベルグリフはアンジェリンの肩の毛布を掛け直してやり、しばらく目の前のたき火を眺めていたが、不意に思い出したようにアンジェリンの肩を叩いた。

「アンジェ。アンジェ、起きなさい」

　アンジェリンは口をもぐもぐさせていたが、やがて目を開けた。

「んにゅ……おはよう、お父さん」

「うん。お前、今夜はアーネたちの家で宴会をするから支度があるんじゃなかったかい？」

　アンジェリンは上体を起こして目をこすった。

「……そうだった。寝ちゃった……」

「はは、あんまり気持ちよさそうだから起こさなかったけど、そろそろ行った方がいいね」

「うん、そうする……」

　アンジェリンは立ち上がって大きく伸びをした。それから大きな三つ編みにした髪の毛を持って顔をしかめた。

「……くしゃくしゃ。お父さん、編んで」

「ああ、じゃあ座って……」

「ん！」

　アンジェリンは嬉しそうに背中を向けて座り込んだ。ベルグリフはアンジェリンの乱れた髪の毛を一度ほどいて、改めて編み直す。

　前にシャルロッテに三つ編みにしてもらってから、アンジェリンはそれを気に入って毎日編むようになっていた。ベルグリフが来てからは、毎朝彼に三つ編みをしてもらうのが日課である。

　ごつごつと皮の分厚い自分の手が、滑らかなアンジェリンの髪の毛を編んで行くのがベルグリフには何だか可お笑かしかった。しかし子供の頃はずっと短かかった髪の毛が、こうやって編めるくらいになっているのが不思議と感慨深くもあった。

「……よし、できた」

「ありがと！」

　ふわりと編まれた三つ編みを撫でて、アンジェリンは満足げに笑った。そうしてそのままベルグリフに背中を預けて体重をかける。

「今日は誰が来るの……？」

「ん、エドさんにリオさん……あとはお父さんとカシムとビャクだよ」

「リオさん……はギルドマスターか。男子会……それはそれで楽しそう」

「ビャク以外はおじさんばっかりだけどね」

　と言ってベルグリフは苦笑した。

「けど、本当にお前は来なくていいのかい？」

「わたしがいないと寂しい？」

　アンジェリンは嬉しそうにベルグリフの顔を覗き込んだ。ベルグリフは頭を搔く。

「そうだな。お前が来ないのは珍しいから」

「えへへ……でもいいの。たまにはお父さんも羽を伸ばして……」

「はは、そうか」

　ベルグリフは髭を撫でた。

　今日の夜はエドガーに誘われた飲み会に行ってみるつもりである。前に声をかけてもらってから、忙しかったのか少し時間が経ったが、ようやく段取りができたようで、エドガーが肝煎りして東方料理の店に行く事になっている。陽が落ちてから現地で落ち合う予定だ。

　ベルグリフはアンジェリンも誘ったが、珍しい事にアンジェリンはそれを断った。面子からして男だけの方が気安いだろうという気遣いらしい。

　娘の成長が嬉しいやら寂しいやら、片付かない気持ちではあったが、素直にアンジェリンの好意に甘える事にした。

　代わりにというわけなのか、今日は女の子たちもアネッサとミリアムの家で女子会としゃれ込む予定らしい。食材や酒を買い込んで、酔いつぶれてもそのまま眠ろうと企んでいるようだ。

　若者らしくていい、とベルグリフは微笑んだ。

　アンジェリンはひょいと立ち上がった。そうして外套を着、マフラーを巻いて出掛ける支度をする。

「あんまり飲み過ぎちゃ駄目だよ、お父さん……」

「ああ、気を付けるよ。お前もあまり深酒しないように」

「分かってまーす」

　アンジェリンはにへらと笑って、軽い足取りで機嫌よく部屋を出て行った。

　ベルグリフは窓の外を眺めた。また気温が下がって来ているのか、みぞれは雪に変わりつつあるようだった。

　曇ってはいるけれど、陽の傾きは光の加減で分かる。しかしまだ明るく、日暮れまでは時間がありそうだ。

　スピンドルを手に取り、篠を捻じって、再び糸紡ぎを始めた。スピンドルが回ってぶぅんと小さな音を立て、時折芯棒が床に当たってからからいった。
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　教練場には幾つか区画があって、模擬戦の為の広場の他に木でできた小さな小部屋が幾つもある。それらは座学に使用される事もあるし、魔法使いたちが瞑想や術式の構築などをする為に使われる事もある。

　その一つに魔法使いたちが集まっていた。カシム、ミリアム、ビャクにシャルロッテである。ビャクとシャルロッテは並んで立ち、その前でカシムが腕組みしている。ミリアムは壁際で杖にもたれてしゃがんでいた。

「足の裏だ。ちゃんと形を意識するんだぜ」

　カシムに言われ、ビャクは目を閉じたまま眉をひそめた。

　裸足で立つ木の床はひんやりしている。確かに立っている感触はあるけれど、指先や踵かかと、足のどの位置が床について、どんな風に体を支えているのかという事は変に曖昧に感じた。

　しばらく沈黙が続いたが、やがてシャルロッテが大きく息をついた。彼女はビャクの横に同じように裸足で立っていた。

「はあ……立ってるだけなのに疲れるわ……」

　カシムはからから笑った。

「まあ、焦らずやんなよ。段々いい感じになってるし、こういうのは継続が大事だから」

　ミリアムが面白そうな顔をして言った。

「こんな練習の仕方、初めて見たー。面白いね」

「だろ？　魔法ってのは自分の魔力で外側に干渉する技術だ。術式や魔法陣ってのはそれを公式にして簡略化したものにすぎない。今やってんのは基礎の基礎。まずは自分の形を正しく認識するって事が大事なのさ。そうすりゃ、良い具合に体に魔力を留めておける。詠唱とか術式理論なんかはその後でいい」

「感覚的だねー。若作りのババアはまず詠唱と術式理論の暗記、それから実戦稽古って感じだったよ。瞑想は合間に少しって感じだったなー」

「そいつも間違っちゃいないよ。でもこいつの場合は自分の魔力を上手く扱えるようになるのが目的だからね、理論とか詠唱はそれほど重要じゃないな」

「なるほど、だからババアは実戦でビャッくんをびしびしいじめてたわけかー」

「そういう事。中々厳しいけど、その場で叩き直して矯正するんだから効果はあるね」

　そう言ってカシムはビャクの頭をぽんぽんと叩いた。ビャクは少し眉をひそめた。

「ま、〝灰色〟のばーちゃん式にビシバシ実戦で覚え込むのもいいけど、内面と向き合うのも大事な事だよ。中に魔王なんか巣食ってるんじゃ尚更だね。自分の形がきちんと摑めれば、形のないものに必要以上に干渉されなくなる」

「なるほどねー、わたしもやってみよーっと」

　ミリアムはさっさと靴を脱ぐと両足を揃えて立った。

「うひー、ちべたい。足の裏の形だっけ？」

「そう。どういう風に立ってるかちゃんと分かるかー？」

「んー……」

　ミリアムはしばらく目を閉じて立っていた。

「意外に難しいね。思ったよりも輪郭が曖昧かもー」

「だろ？　ミリィ、お前はもう熟練なんだから、足の裏の輪郭を魔力がなぞるように意識してみな。すぐできるぜ」

　ミリアムは言われた通りに目を閉じ、体の中を巡って行く魔力が足先や踵を描くように流れるのを意識した。すると、さっきまで曖昧だった足の形がくっきりとして来て、足の裏のどの部分が床についているかも感じられるようになった。思わず嘆声が漏れた。

「おおー」

「分かったみたいだな。それを意識せずにくっきり分かるようになる頃には、体の中で魔力を動かすのがかなりできるようになるよ」

「だからカシムおじさまはいつも裸足なのね？」

　シャルロッテが目を輝かせた。この寒さの中でもカシムはいつも裸足にサンダル履きである。靴はおろか靴下をはいているのも見た事がない。

　カシムはバツが悪そうに頭を搔いた。

「いや……オイラは無精なだけ。魔力で体をコーティングしてるから暑さ寒さに鈍感なんだよね」

「それができるのってかなり凄いと思うんだけど……」

　ミリアムは呆れたような感心したような、曖昧な声で言った。

　自身の体の輪郭を正確に摑む修行によって、カシムは薄い膜のように魔力で体を常にコーティングするすべを手に入れたようだ。なるほど、確かにそういった細かな魔力のコントロールは、対象の形をきちんと把握していなくてはできないだろう。ミリアムは目の前の大魔導の実力に改めて感じ入った。

　シャルロッテはぺしぺしと自分の頰を叩いて、むんと力を入れた。

「頑張ってお父さまに褒めてもらうんだから！」

「わたしも頑張ろー。一歩先に行けるかも」

　シャルロッテとミリアムは並んで立って目をつむった。

　カシムは小さく笑ってから、ちらとビャクの方を見た。ビャクは黙ったまま目を閉じてずっと立っていた。身動きせず、静かに呼吸だけ繰り返している。カシムは感心したように顎鬚を撫でた。彼の目にはビャクを取り巻く魔力の流れが見えているらしかった。

　ぴくり、とビャクの眉が動いた。魔力の流れが変わり、髪の毛が先の方から黒く染まり出した。

　カシムは手を伸ばしてビャクの肩に手を置いた。

「起きろー」

　びりっ、とカシムの手から小さな衝撃が走った。ビャクは驚いて目を開く。染まりかけた髪の毛はまた白に戻った。ビャクは怪訝そうな顔をして手の平を見つめ、握ったり開いたりした。

「……俺は」

「引っ張られたな？　『自分の』輪郭を意識しなよ。『魔王の』じゃ駄目だよ」

「くそ……」

　ビャクは悔しそうに頭を振り、カシムの方を見た。

「……俺は存在しているのか？」

「いるじゃないの、そこに」

「違う。あんたは分かってる筈だ……奴らと似たような連中とつるんでたんだろ？」

　カシムは肩をすくめた。

「その話は今度にしようぜ。立ち話で済む話題じゃないもんね」

「……分かった」

　ビャクは眉をひそめてまた目を閉じた。大きく息を吸い、規則正しく呼吸する。

　カシムはあくびをしながら、瞑想する三人を眺めていた。

　それからどのくらい経ったのか分からないが、小部屋の戸が開いた。ごつごつと何かが木の床を叩く音がする。

　シャルロッテが真っ先に目を開けて駆け出した。入って来た男に飛び付く。

「お父さま！」

「おっと」

　ベルグリフはシャルロッテを抱き留めた。

「邪魔しちゃったかな？」

「うんにゃ。ベルが来たって事はもう夕方かな？」

「ああ」

　ベルグリフは頷いた。カシムは山高帽をかぶり直して伸びをした。

「どう？　ゆっくり休めた？」

「ああ、おかげさまでね」

「よーし、今日はここまでだ。帰るぞー」

　外はもう暗くなり始めている。軒先につららが下がって、先端で水滴が震えていた。ああやって少しずつ下に伸びるのだろう。垂れ下がった分厚い雲が降らす雪が風で砕けて細かくなり、それが舞い散って顔を叩くので、歩いているだけでも目を細めなくてはいけなかった。

　腕にすがるシャルロッテを守るようにマントで覆いながら、ベルグリフはミリアムに話しかけた。

「ミリィはこっちに来てたんだね」

「うん。カシムさんの稽古が気になったから、アーネに任せて出て来ちゃいましたー」

「アンジェはもうそっちに行ってるのかな？　昼過ぎには出たんだけど」

「んー、どうかなー。でも多分いると思いますよー。アーネと買い物に行っただろうし、夜の支度をしてるんじゃないかにゃー？」

「うん、そうか」

　ベルグリフは空中に息を吐いた。白く渦を巻いて、風に吹かれて散らばった。

　ミリアムはカシムの教練に興味を持ってこちらに来たようだが、アンジェリンとアネッサは夜の準備に市場や酒屋を回っているのだろう。日中のみぞれはすっかり雪に変わり、気温も下がってしんしんと冷えて来ている。この時間に下手に歩き回っては風邪を引きそうだ。もう家に戻って料理などの仕事に移っていればいいが、とベルグリフは案じた。

「たまには男だけってのもいいですよねー」とミリアムがくすくす笑った。「ベルさんも、アンジェがいちゃ話せない事があるんじゃないですかー？」

「ん、どうだかな……別に隠すような事はないが……」

　ベルグリフは苦笑した。話しづらい事があるわけではない。ただ、ミトの事に関してはすべてを明かしあぐねていた。森で拾った弟だという事は話してある。アンジェリンはトルネラに帰る楽しみが一つ増えたと大喜びした。

　ただ、ミトが魔王から派生した不思議な存在であるという事までは話していない。何と説明すればいいか分からないのもあるし、変な先入観を持たせるのも憚はばかられたからだ。

　しかし、いずれは話さなくてはならない事だろう。アンジェリンがミトの正体を知ってどうかする事を危惧しているわけではないが、タイミングと、どう切り出せばいいのかに迷って、結局まだ話せていないのが実情だ。

　ともあれ、焦る話ではない。トルネラに帰って、ミトを目の前にしてからゆっくりと話をすればいいだろう、とベルグリフは決めていた。オルフェンでどたばたしても仕方がない。

「それじゃ、わたしたちはここでー」

「三人とも、風邪引いちゃ駄目よ！　あと飲み過ぎないでね！」

　中途でミリアムとシャルロッテと別れ、ベルグリフはカシムとビャクを伴って、往来を下り、坂を上ったり下ったりして、幾つかの横丁を曲がった。

　カシムが山高帽を押さえてへへへと笑う。

「懐かしいなあ、昔こうやってあちこち歩き回って道具を揃えたよね」

「ああ、そうだったな。俺は魔道具の見る目がなかったから君が見て」

「そうそう。けど粉油とか虫よけとか燻いぶし玉とか、そんなのは君が一番目が利いたもんな」

「覚えてるか？　パーシーが安売りの燻し玉を買って来て、試しに使ってみたら煙が出ないで……」

「あったあった！　それでパーシーが首傾げて燻し玉に近づいたら破裂してさ。あの時のパーシーの顔ったら！」

　カシムはけらけらと愉快そうに笑ってから、ふと寂し気に目を細めた。

「……また会えるといいなあ」

「そうだな……でも、きっとパーシーもサティも元気でやってるよ。俺と君が会えたみたいに、きっと二人にもまた会えるさ」

「うん……そうだね」

「おい……ここじゃねえのか」

　後ろからビャクに呼び止められ、ベルグリフはハッとして振り向いた。話に夢中になって通り過ぎかけたようだ。

　慌てて戻って来る二人を見て、ビャクは呆れたように嘆息した。

「しっかりしろよ、髭親父ども……」

「すまんすまん」

　ベルグリフはバツが悪そうに笑い、顎髭を捻じった。











六十一　二階建ての料理屋である。東方式の









　二階建ての料理屋である。東方式の装飾がいたる所になされており、異国情緒がある。軒からは紙を張った赤い提燈が幾つもぶら下がって光っていた。

　仮に、パーシヴァルたちを探しに東まで足を延ばしたとしたら、町一つがこんな風景になっているのだろうか、と思う。すると、年甲斐もなく何だか心が高揚するような気がした。

　戸を開けようとすると、内側から開いた。湯気がベルグリフたちを包み込んだ。その向こうから数人連れの酔漢ががやがやと何か分からない事を言いながら出て来た。

　道をあけながら、カシムが感心したように呟いた。

「繁盛してるなあ」

「ああ、賑やかだな……さ、エドさんたちを待たせてるだろうから、行こう」

　店内は暖房魔法ヒーターが効いていて暖かい。ベルグリフは雪を払って、マントを脱いで丸めながら辺りを見回した。

　円卓が幾つも並び、大勢の酔漢たちが機嫌よく酒を飲んだり料理をつまんだりしている。東方風の衣装を着た給仕の女の子たちが、お盆を手に行ったり来たりしていた。キータイ南部の服装らしく、上半身は体にぴったりと付き、腰から下はスカートのようにややゆったりしているものの、足を動かしやすいようにスリットが入っていた。

　見たところ、エドガーたちの姿はない。

　カシムが山高帽の雪を払い落としながら言った。

「おー、東方風の店って久しぶりだなー。帝都で何回か行ったよ、オイラ」

「俺は初めてだよ……何だか不思議な感じだな」

　二十五年以上前、オルフェンにいた時は東の国などは何の馴染みもなかった。町にもこういう雰囲気の店は見当たらなかったような気がする。何だか新鮮でもあり、取り残されたような気分でもある。

　エキゾチックな雰囲気やスリットから見え隠れする白い太ももに軽く戸惑いながらも、店員に予約の旨を伝えると二階に通された。

　二階は透かし彫りの施された仕切りで幾つかに区切られており、個室のような雰囲気だった。それでもお客が大勢詰まっていて、ざわざわと賑やかである。

　席にはもうエドガーとライオネルが座っていて、手持無沙汰気味に話をしていたが、ベルグリフたちに気付くとエドガーは咥えていた紙巻煙草を揉み消してにこやかに手を上げた。ライオネルは恐縮したように会釈する。

「よお、寒い中ありがとさん！」

「すみません、なんか雪が結構……」

「いやいや、こちらこそ待たせて申し訳ない。お招きありがとう。お邪魔するよ」

　マントを椅子の背もたれにかけ、ベルグリフは腰を下ろした。カシムが帽子を脱いでくるくる回し、それから脇の荷物入れの箱に放り込んだ。

「さー、腹減った。何食う？」

「まあ、とりあえず乾杯と行こうや。お姉さーん、注文」

　エドガーが手を上げて店員を呼ぶ。

「黄酒おくれ。熱くして。ビャク、お前は酒行けんのか？」

「……好きじゃねえ」

「あいよ、じゃあ盃は四つに花茶。あと肴さかなを五、六品適当に。肉の炙あぶりと魚の蒸し物を外さなけりゃあとは何でもいいや」

「手慣れてるね、エドさん」

「まあね。いやあ、帝都で良い店に当たってから東方、つうかキータイ料理にすっかりはまっちゃってさ、オルフェンにも良い店があって助かったよ」

　エドガーはそう言って笑った。カシムが頰杖を突いて呟いた。

「東の国かあ……パーシーはそっちに行っちゃったのかなあ……」

　今のところ、パーシヴァルに関する一番有力な情報は、帝都にしばらく滞在した後、東の連邦に向かったというものである。

　尤も、確固たる資料があったわけではない。〝覇王剣〟の英雄譚たんの足取りや噂が、次第に東へと動いて行っているだけの話だ。しかし、それだって口づての話だから、流浪の民や吟遊詩人、行商人や旅人たちが話を盛っている可能性だって十分にある。彼らの話は商売のようなものだ。観客を沸かせる為ならば脚色を躊躇する筈はない。

　不確かな情報だけで向かうには東の連邦はあまりに遠い国だ。ティルディス、キータイ、ブリョウなどこちらでも名の知れた国の他にも幾つもの小さな国が寄り集まっているという。そもそもティルディス自体が小国の連合のようなものなのだ。

　ベルグリフはぽんぽんとカシムの肩を叩いた。

「大丈夫、焦らずに行こう」

「……そうだね」

　ライオネルが申し訳なさそうに手をこすり合わせた。

「すみません……あまりお役に立てず……」

「いやいや、十分助かってるよリオさん。あんまり気に病まないでくれ」

「そう言ってもらえると……はあ、でもなあ……罪悪感抱えて気負っているだろうパーシヴァルさんたちが不憫で……」

「ごめんごめん、オイラが暗くしちゃった！　ほらリオ、今日は君の慰労会なんだから、そんなに落ち込むなって！　君まで気負う事ないんだよ！」

「は、はは、ありがとう、カシムさん」

　酒と料理とが運ばれて来て、乾杯して、途端に円卓の上が賑やかになった。トルネラは勿論、オルフェンの酒場でも馴染みのない料理は見た目にも絢けん爛らんだ。

　湯気の出るくらい温められた黄酒は、一口含むと鼻から酒気が抜けて行くようで、ベルグリフは思わず目をしばたたかせた。同じ温かい酒でもホットワインとはまた違った味わいだ。

「中々独特の香りの酒だね……」

「だろ？　米と麦を発酵させて造るんだと。慣れると病みつきになるんだ、これが」

「これは魚か……蒸してあるのかな？　知らない匂いが……」

「おお、香草蒸しだよ。魚を豚の脂で包んで、上に東の香草を載せて蒸してあんのさ。うまいぜ」

「面白いなあ……これ、トルネラでもできるかも知れないな……」

　トルネラでも川魚は捕れるし、種類は違うが香草も採れる。大きな川魚はどうしても泥臭くなりがちだが、このやり方なら臭みがちっとも気にならない。料理のレパートリーが増えるかも知れないとベルグリフは思った。

「この蒸し道具、売ってるのかな？」

「蒸せい籠ろ？　ああ、ガラクタ市のどこかに東方の道具専門の店があったと思うぜ。今度案内するよ」

「ありがとう……うん、うまい」

「ベルグリフさんは真面目ですねえ……」

　とライオネルが言った。ベルグリフは面食らった。

「はっ？　なんで？」

「だって、こういう時も料理の方法とか道具とかに目が行くじゃないですか。普通は飯がうまいってだけで終わっちゃいますよ」

「そ、そうかな？　だって気にならないかい？　なあ、カシム？」

「オイラ料理しないから分かんない」

「エ、エドさんは？」

「俺？　まあ、昔はギルとかユーリと交代で飯係やってたけど、やっぱ面倒でさ、あんまし手の込んだものは作らなかったなあ……今は全然。作り方は聞くけど、なんでうまいか知りたいだけで、作りたいわけじゃないしなあ」

「ええ……」

　困惑するベルグリフを見て、カシムは料理を取り分けながらけらけら笑った。

「相変わらずだなあ、ベルは。でも、仕事中に食べる君の料理はうまかったな。きっつい仕事でも、あったかい飯が食えるだけで随分ホッとしたよ」

「それそれ！　そっかー、ベルさん、あんなに強いのに料理も担当してたんだ。やっぱ〝覇王剣〟とか〝天蓋砕き〟がいちゃ一歩引くんかね？」

「いやいや、そんな異名がつく前だし、俺はＥランクだったって言ってるだろう……適材適所だよ」

「でもいいなあ……カシムさん、ベルグリフさんがいたら、安心感凄かったんじゃないですか？」

　ライオネルの言葉に、カシムが嬉しそうに身を乗り出す。

「お、分かる？」

「そりゃ分かりますよ。だって、今でもギルドにベルグリフさんがいるってだけで、俺随分肩の荷が下りてますもん……」

「な、なんで？　別に俺は何もしてないんじゃ……」

「んなこたありません。たまに俺が軽い相談した時とか親身になってきっちり答えてくれるし、古い資料も整理してくれてるようなもんだし……何かあったとしても頼って相談できそうな人がいるってだけで違うんですよ」

　ライオネルはこつこつと指先でテーブルを叩いた。ベルグリフは目を白黒させる。

「いや、別に俺は特別な事は……それにドルトス殿やチェボルグ殿だっているんじゃ……」

「ドルトスさんは厳しいし、チェボルグさんは脳筋だし……」

「それならエドさんもユーリさんもいるし、ギルさんだっているじゃないか。相談するにも気心が知れてるんだろう？　なあ？」

　と、ベルグリフはエドガーの方を見た。エドガーは黙ったままにやにやして盃をあおった。ライオネルは口を尖らせる。

「こいつらは俺に対して容赦がないんですよお。ベルグリフさんは気遣いしてくれるし、穏やかだから話してて安心するんです」

　ライオネルは盃を一息で干し、音を立ててテーブルに置いた。

「それに！　それに何といっても常識がある！　長く冒険者やってる連中は常識がない！　くそぉ、俺だって別に好きで無能やってるんじゃないんだい……」

　ライオネルはテーブルに伏せてぶつぶつと呟いた。まだ何杯も飲んでいないのにもう随分回っている様子である。エドガーが呆れたように笑って、その肩を叩く。

「回るの早過ぎだろ……相変わらず駄目な野郎だな」

「はは……何だか鬱憤が溜まってるみたいだね……」

「そりゃ、ギルドマスターって自由な冒険者稼業とは正反対の仕事なんでしょ？　ギルドのトップなのに皮肉だねえ」

　とカシムは笑って盃を傾け、テーブルに置いた。

「ねえ、蒸留酒とかない？」

「お、カシムさんは強い方が好きなんだな？」

　エドガーは追加の注文をして煙草を咥え、火を点けて煙を吐き出した。

「けど、てっきり今日はアンジェも来るもんだと思ってたよ」

「ああ、俺もそう思ったんだが、誘ったら遠慮してね……成長したって事なのかな？」

「ははは、まあ、こんなおっさんばっかの所に来ても仕方なさそうだしなあ」

「いや、アンジェさんはベルグリフさんがいればよさそうな気も……そういえば、結局ベルグリフさんのお嫁さん探しはなくなったんですかね？」

　ライオネルの言葉に、ベルグリフは苦笑して酒を含んだ。

「……まあ、あれはあの子が勝手に言ってただけだから……でも、アンジェも母親が欲しいんだろうかね？」

「そんな事は言ってたけどな。でもなベルさん。いくらアンジェが求めてるからって、あんたの人生はあんたの人生なんだから、納得できない事しちゃ駄目だぜ？」

「ん……そうだな。ありがとうエドさん。肝に銘じるよ」

「それにサティさんだっけ？　好きな人がいるんだろ？」

　ベルグリフは困ったように頰を搔いた。

「そういうのじゃないってば……」

「ふぅん？　どうなのカシムさん。一緒にいた時ってそういう感じなかったん？」

　カシムは口いっぱいに頰張っていた食い物を飲み下した。

「いやー、どうだろうな。オイラあの頃はガキだったから、そういう事にはとんと疎かったな。でも、今思うとサティはいっつも飄ひよう々ひようとしてて、オイラたち三人はよく手の平で転がされてたね。人をからかうのが上手な奴だったよ。なあ、ベル？」

「そうだなあ……俺もからかわれていたんだか何なんだか……」

「あいつ美人だから見つめられると、なーんかドキドキしたもんだよなあ。あの頃は何でドキドキするのかよく分かんなかったけど。あー、悔しい」

「……そりゃ、あんたたちが勝手に意識してただけじゃないの？」

「……まあ、そうかも知れないな」

「へっへっへ、痛いトコ突くなあ、エドは」

「まあ、美人に弱いのは男の性さがだよなあ」

「ああ……こういう話すると独り身が寂しくなるなあ……」

　ライオネルはそう言ってひと息に盃を干した。エドガーが呆れたように煙草を揉み消し、新しい紙巻を咥えた。酒器を差し出してライオネルの盃に注いでやる。

「なら結婚しろよ」

「はあ？　誰と？　相手がいないよ、おじさんには……」

「鈍感野郎が……馬鹿に付ける薬はねえな」

　エドガーは煙草に火を点けた。カシムはけらけら笑った。

「そういや独身ばっかだね。娘持ちは一人、でも嫁持ちはゼロ」

「言うなよ、悲しくなるじゃんよ」エドガーは煙を吐き出した。「けど、結婚すりゃ心構えもできそうなもんだが、突然娘ができた時って、どんな気分だったんだい、ベルさん」

「そりゃあ大変だったよ。近所の赤ん坊の世話をした事はあったけど、やっぱり自分の所となるとね。子育てもそうだけど、普段の仕事もしなくちゃならないし」

「しかも女の子だもんなあ。男じゃ分からない事も多そうだね」

「ああ。友達の嫁さんなんかに色々アドバイスもらったり手助けしてもらったりしたよ。おかげで元気に育ってくれた」

「それであんなに懐いた、と」

　そう言ってエドガーは笑った。ベルグリフは苦笑して髭を撫でた。

「まあ、親一人子一人だったからね。でも男親が女の子を育てるのは大変だよ。小さな時は髪の毛も短くて、男の子みたいに駆け回ってたし、綺麗な服の一着も買ってやったかどうだか……駄目な父親だったけど、いい子に育ってくれてホッとしてるよ」

「いや、ベルさんが駄目なら、世の中の父親の大半が駄目だと思うが……」

「たくましいし、しっかりしてますよね、アンジェさん……どれだけ助けられた事か……」

「はは……それはあの子の頑張りだよ。けどなあ、もう少し親離れしてくれないと不安だよ……未だに同じ布団で寝たがるんだから」

「はー、そりゃ随分甘えん坊だな。あいつもベルさんがらみになると途端にポンコツだからなあ……でもまあ、大丈夫だろ。ベルさんはベルさんがいる時のアンジェしか知らないだろうけど、他の所じゃちゃんとしてるよ」

「そうですよ。そうでなくちゃ十二歳からオルフェンで一人暮らしなんかできませんよ」

「オイラもそう思うよ。一緒にダンジョンに潜った時なんか、強いししっかりしてるし、すっかり感心しちゃったよ」

「そうか……そうかもね。俺の知らない姿があって当然だものな」

　確かに、自分の見ていないアンジェリンはきちんと年相応に振る舞っているのだろう。だからこそ皆が彼女を慕い、頼りにしているのだ。そう考えると、せめて会っている時くらいは甘えさせてやってもいいのかなどと思ってしまう。我ながら甘いな、とベルグリフは苦笑した。

「でも、冒険者として頑張るのもいいけど、もうちょっと女の子らしくなってもいいと思うけどね。お洒落して、恋をして……こんな考えは父親の身勝手かな？」

「いやー、んなこたねえよ。アンジェもお洒落すれば中々可愛いと思うんだがなあ……」

「そういえば、三つ編みにするようになってたんだ。前に帰って来た時はしてなかったんだが、聞いたらシャルにやってもらってからするようになったらしい」

「ははあ、そういやそうだな。ちょっとは洒落っ気が出て来たんかね……」と、酒器を取り上げてエドガーは顔をしかめた。「ありゃ、ねえや。お姉さん、黄酒……いや、濁り酒おくれ。あと……火鍋は竜肝入ってるよな？　……うん、じゃあ火鍋。具は五人前ね」

「火鍋？」

「ああ、辛めのスープに肉とか野菜を入れてな、それを食うんだ。竜肝入れると抜群にうまい。面白いのが鍋の形でさ。真ん中で仕切られてて、スープが二種類あるんだ。どっちもうまいぜ」

「へえ……その鍋もどこかで売ってるのかな？」

「ははは、ベルさんは何でも自分で試さねえと気が済まねえんだな。いいよ、今度休みの時に買い物に付き合うよ。多分あると思うんだがなあ」

　エドガーは笑って煙草を揉み消した。

　ライオネルはすっかり回って管を巻き、カシムが笑ってそれに答えている。ビャクは小鉢の木の芽を食っていた。

　楽しい、とベルグリフは思った。

　トルネラで農夫たちと仕事の話をしながら吞むのも好きだが、こういう賑やかなのも悪くない。冒険者時代を思い出すようだ。同世代の男たちと肩を並べるのも何だかホッとする。

　若い女の子たちに慕われるのも決して悪い気はしないのだが、やはり中年の引け目はあるし、少し落ち着かない。男同士での気安さというものがとてもありがたく感ぜられた。

　無言で黙々と料理を食っているビャクを見て、カシムがにやにやした。

「お前はシャイボーイだねえ。それとも女の子がいないから詰まらないかい？」

「何馬鹿な事言ってやがる……」

「へっへっへ、お前もお年頃だもんな。で、ビャッくん的には誰が好みなの？　アンジェ？　ミリィ？　アーネ？　それともマリーか？　大穴でシャルかな？」

「考えてみりゃ、お前美少女に囲まれてんなあ。羨ましいぜ、このこの」

　エドガーも笑いながら手を伸ばしてビャクを小突く。ビャクは眉をひそめた。

「チッ、下世話な親父どもが……」

「照れるな照れるな、秘密にしとくからさ。で、誰なの？」

「うるせーな……なんでもいいだろ、別に……」

　ビャクは口を尖らしてそっぽを向いた。

　おや、とベルグリフは首を傾げる。何だかいつもと反応が違う気がする。いつものビャクなら不機嫌そうに押し黙るばかりなのだが。

「ビャク、熱でもあるのかい？」

「ねえよ」

　しかし何だか顔が赤いようだ。目も据わっているように見えた。
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「……酔ってる？」

「いや、こいつ酒は飲んでないだろ……あ」

　エドガーが空になった小鉢を取り上げて、苦笑した。

「木の芽の酒粕和えが……」

「酒粕って酒の搾り粕？　……ビャク、お前、本当に酒に弱いんだね。大丈夫かい？」

「うるせー、くそおやじ……」

　いよいよ回って来たらしい、ビャクはやや呂律の回らない様子で左右に揺れた。カシムがからから笑っている。

「お前、クソ生意気なだけかと思ってたけど、可愛いとこもあるじゃない、へっへっへ」

「ぐむ……むう……」

　ビャクは悔しそうにテーブルに肘を突き、うなだれた。くらくらと舟を漕いでいる。ベルグリフは苦笑し、ビャクの背中をさすってやった。こうなるとただの十五歳の少年でしかない。

　その時、店員が鍋を載せた卓上焜炉を持って来た。

「お待たせしました」

「おお、ありがと。今場所空けるから……」

　と言いかけて、エドガーはギョッと目を剝いた。ベルグリフたちも驚いて口をぱくぱくさせる。

「どうしたのかな？　早く場所を空けておくれよ、ふふふ」

「おま……何やってんだ、ギル」

　東方装束に身を包んだギルメーニャが立っていた。ぴったりと肌に付くキータイ南部風の服は、彼女の均整の取れた体つきに実に良く似合う。ギルメーニャはくすくす笑った。

「お仕事お仕事。似合う？」

「ホントに神出鬼没だなお前は……情報収集か？」

「昔の仲間なら言わずとも察するものだよ、エド」

　どうやらギルメーニャはこうやって度々町中に紛れて種々の情報を得ているらしかった。彼女の色っぽい肢体と飄々とした口車は、さぞ多くの連中から情報を引き出した事だろう。

「ほら、さっさと場所を空けたまえよ。やあ、こんばんはベルグリフさん、カシムさん」

「あ、ああ、こんばんは、ギルさん……」

「元気かい、ギルやん？」

　ギルメーニャは両手で焜炉を持ち、頭の上のお盆に酒器を載せたまま器用に肩をすくめた。

「見た通りだよ……お二人とも、こんなくだらない連中と吞んで楽しいかね？　今度は是非わたしに付き合って欲しいね、ふふふ……具材を持って来るよ」

　焜炉を置き、なみなみと入った酒器を置いたギルメーニャは、何でもない顔をしてすたすたと去って行った。カシムが面白そうな顔をしている。

「ギルやんはホントに面白いな。オイラあいつ好きだなー」

「長い事付き合いはあるが、あいつだけはホントに分かんねえ……つーか寝ちまったなこいつら。五人前頼んだのによ……おら、起きろ！」

　エドガーは、ぐうぐう寝息を立てるビャクとライオネルを小突いた。二人はむにゃむにゃと何か言ったが起きる気配はない。少し身じろぎしただけだ。

　エドガーは諦めたように嘆息して酒器を取り上げて差し出した。

「駄目だこりゃ……ま、ゆっくり吞もうや。ほい、ベルさん」

「はは、ありがとう……さっきの酒と違うね」

　ベルグリフは苦笑しながら盃で受ける。そして、ふとカシムの方を見た。

「そういえばカシム。君、人見知りしなくなった感じだな」

「この歳になっていつまでも人見知りでいられないよ。そこだけは大人になったのさ！」

　カシムはからから笑った。エドガーが面白そうな顔をして酒器を差し出す。

「カシムさん、人見知りだったんかい」

「ああ、こいつは昔は初対面の人には愛想が悪くて……」

「ちょっとベル！　自分で言うから勝手に暴露しないでくれよ！」

　鍋で二色のスープがくつくつと煮えて、湯気が生き物のようにゆらゆらと動き回った。
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　アネッサとミリアムの家はこぢんまりとした使いやすい家だ。手狭という印象もないが、掃除が行き届かないというほど広くもない。部屋は三つあって、一つは食事をしたりくつろいだりする居間、一つは寝室、もう一つは冒険者道具などが置いてある仕事部屋である。それとは別に台所が付いている。

　今夜は女子会である。親父組が飲み会をするというので、それならばこちらもという事になった。

　どこか店に行っても大丈夫なくらいの稼ぎがあるアンジェリンたちだが、店に行くと機嫌よく飲んでも帰途に就かねばならない面倒がある。その点、誰かの家ならば酔い潰れて寝てしまっても関係がない。

　そういうわけでアンジェリンはアネッサと一緒に食材や酒を買い込んで来て、今は準備の真っ最中だ。居間のテーブルと椅子をどけて、物置から分厚いカーペットを出して来て広げる。そこにクッションをたくさん並べて床に座るようにした。これなら眠くなったらそのまま転がって眠れる。市販品の術式をミリアムが改造した暖房魔法装置ヒーターがあるから、暖炉がなくても家の中は暖かだ。

　ベルグリフに吞み過ぎないようにと言われて、もちろん守るつもりでいるアンジェリンだが、どうせ吞み始めて話に花が咲けばここらへんでやめようなどという分別が付く筈もない。

　台所ではマルグリットが料理をしていた。オルフェンに来た初日にこの家に泊まってから、マルグリットはそのまま居候していた。三人で暮らすにも狭い家というわけではないし、広いオルフェンで歳の近い知己と暮らせるというのは彼女としても安心だったのだろう。今ではすっかり馴染んでいる。

　居間の支度を終えて台所に入ったアンジェリンは、エプロンをつけたマルグリットを見て、ふむと目を細めた。

「なんかえっちだ。その恰好……」

「え、そうか？」

　マルグリットは自分の恰好を確かめるように左右を見返った。いつもの毛皮のカーディガンは脱いで、胸に巻いた布と短パンの上からエプロンだから、前から見るとエプロンしか着ていないように見える。

「自分じゃ分かんねーや。ま、女だけだし別にいーだろ」

　アンジェリンは指を伸ばして、ふんふんと鼻歌交じりに鍋をかき混ぜているマルグリットの背中をつつーっと撫でた。マルグリットは素っ頓狂な声を上げた。
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「ひゃああっ、なにすんだ！」

「背後が無防備……当たり前だけど」

「だからってくすぐる奴があるか、馬鹿アンジェ！」

「隙を見せる方が悪い……」

「というかいつも思うけど、よくそんな薄着で寒くないな」とアネッサが言った。

「おれ元々寒さには強いんだ。それにエルフ領の冬はもっと寒いしな」

　なにせトルネラよりも北に位置しているのだ。そういった場所の寒さを知る身としては、オルフェンの寒気程度では何ともないのかも知れない。

　マルグリットの前では、肉と野菜の煮込みがぐつぐつ音を立てている。うまそうな匂いが鼻腔をくすぐる。

　このお転婆なエルフの姫は、粗野な性格とは裏腹に料理が上手い。味付けのセンスというのか、そういうものの感覚が尖っているようで、ほんの少しのスパイスやハーブ、さらに塩加減などで、同じ料理でもアンジェリンたちが作るのとはまた違った感じのものが出来上がった。味見をしたらうまいので、アンジェリンはちょっと悔しい。

「……マリー、お城で料理とかしてたの？」

「いや？　ああ、でも大叔父上の所に遊びに行った時は、勝手に台所でなんか作ったりはしたぜ」

　マルグリットはそう言って、スキレットパンの上の肉をひっくり返した。アンジェリンはその隣に並んで茸きのこの石突きを取り、玉葱やニンニクを刻んだ。

「アンジェも手慣れてるよな。自炊してるからか？」

「それもあるけど、トルネラでお父さんの手伝いしてたから……」

「なるほどなー、ベルの料理はうまいもんな」

「うん。今は毎日食べられるから幸せ……」

　オルフェンで暮らしながらもベルグリフの食事が朝晩食べられるというのは嬉しい。それだけでアンジェリンは力の出具合が違うようにも思われた。

　ドアノブがガチャガチャいって、外の寒気が吹き込む気配がした。

「ただいまー、屋台で惣菜買って来たよー」

「はあ、寒かったぁ」

　カシムと一緒にいたミリアムとシャルロッテが帰って来た。雪が降っているらしく、帽子や服にふかふかした雪がまとわり付いている。アネッサが荷物を受け取りながら扉の向こうを窺う。

「結構降って来てるな」

「うん、寒かったー。はー」

　ミリアムは手をこすり合わせ、それから脱いだコートを振って雪を落とした。

　マルグリットは肉を皿に載せた。湯気と一緒にうまそうな匂いが漂って来る。スキレットパンに残った脂と肉汁に、アンジェリンが刻んだ玉葱とニンニク、茸を入れた。軽く炒めてから酒を入れて酒精を飛ばし、塩で味を調え、それを茹でておいた芋の上にたっぷりかける。

「よし……シャル、運んで」

「はーい！」

　シャルロッテが緊張気味な足取りで大皿を運んで行った。

「アーネ、これどこに置いたらいい？」

「ああ、ここに置こうか。シャル、練習は順調？」

「うん！　段々分かるようになって来たの」

　アネッサとシャルロッテは談笑しながら宴席を整えている。

「ひゃー、いいにおーい。お腹空いちゃった」

　ミリアムが鼻をひくひくさせた。

「お父さんたちはもう行ったの？」

「うん、行ったよー。もう始めてるんじゃないかにゃー？」

「わたしたちも始めよっか……」

　陽は暮れかけているし、料理が冷めるのも嫌だし、それでは、と少女たちはクッションの上に腰を下ろした。鍋のホットワインから立ち上る湯気からはスパイスの匂いがする。

「それじゃ、乾杯」

　アンジェリンの音頭で、かんぱーいとグラスを合わせる。自分たちで作るホットワインは、酒場のものよりも少し甘めだ。まだ酒が飲めないシャルロッテだけは葡萄水だが。

　喉を温かな酒精が滑り落ちると、突然肩の力が抜けるような気がした。アンジェリンはスパイスの香る息をはいた。

「ああ、ホッとした」

「腹減ったー、食うぞ食うぞ」

「結構な量だな……張り切って作ったなあ」

「いや、なんか作ってたら楽しくなっちゃってさ。あ、この芋うめー」

「シャル、そっちのお皿取って」

「はい、どうぞ。ミリィ、さっき買った魚のお団子、ちょうだい」

　たちまち皿の上を手が行き交った。誰が口火を切るでもなく、話題はほんの少しのキーワードで別のものへと変わり、そこからまた別の話題に流れた。変な魔獣の話、冒険中の失敗談、トルネラの事、エルフ領のおとぎ話、町のおいしい店の話、ルクレシアの魚の事……こういう時には実のある話などするだけ無駄だ。どうせ一晩眠れば忘れてしまう。だから取り留めもない話ばかりなのだが、酒の席でのそういう話は無む暗やみに楽しい。

　酒が入れば陽気にも陰気にもなるけれど、こういう場で盛り下がろう筈もない、鍋のホットワインはたちまち空になり、別の瓶が持ち出され、空になった皿は重ねて隅に寄せられた。

　そんな風にしていつの間に眠ったのだか判然としないけれど、起きた時にはもう太陽が昇っているようだった。しかし相変わらず分厚い雲が空にかかっているらしい、陽が射して明るいという風ではなかった。ただ何となく辺りが薄明るく、夜ではないという事が分かるくらいだった。

　上体を起こしたアンジェリンはぼりぼりと頭を搔いた。三つ編みはほどけて、髪の毛が寝癖でくしゃくしゃと散らかっている。それでも乱暴に手て櫛ぐしを入れただけで、髪は滑らかにほどけた。

　昨晩はどれくらい吞んだのだか分からないが、ともかく深酒した事は確かだ。起きたつもりでも何だか頭の中に霞がかかったようにぼんやりした。食べたものと飲んだものとが腹の中でぐるぐる渦を巻いているような気がした。

「んん……」

　台所から音がする。しかし見に行く気にもなれない。

　見回すと、アネッサにミリアム、シャルロッテがそこいらに転がって寝息を立てていた。雑魚寝にしたのは正解だった。あれで寝床に行こうとしても無理だったろう。空の酒瓶や食器がテーブルの上に雑多に重なっている。作ったものと出来合いのものと合わせても結構な量があったような気がするけれど、皿の上はスッカラカンである。

　立ち上がる気にもならず、座ったまま膝を抱いてぼんやりと窓の向こうを眺めていると、台所からマルグリットが出て来た。本当に酒を飲んだのか分からないくらいぴんぴんしている。

「お、アンジェ起きたのか。おはよう」

「おはよ……マリー、早起きだね……」

「なんだよ、二日酔いか？　だらしねえなあ」

「マッスル将軍みたいな事言わないで……マリー、お酒強いね」

「そうかあ？　別に普通だぞ？　あ、スープ作ったけど、飲むか？」

「ん……ありがと。もらう」

　冬キャベツと干し肉の温かなスープを飲むと、幾分か心持が落ち着いた。

　伸びをすると音を立てて体がほぐれた。ぼんやりしていた頭も少し落ち着いたように思われた。

　自分たちはもちろん楽しかったが、ベルグリフも楽しかったのだろうかと思う。ベルグリフに誘われたのは勿論嬉しかったが、きっとベルグリフも男同士で気兼ねなく飲みたい時もあるだろうと気を回したのだ。

　自分の親孝行さに我ながら感心する、とアンジェリンはにまにま笑った。わたしは自制のできる娘になったのだ。

「お父さんは優しいから、わたしが頼むと無理しちゃう……」

「なんだよ、突然」

「昨日は楽しかったねって話……」

「んん？　まあ、そうだな」

「お父さんたちも楽しかったかな？」

「楽しかったんじゃねえの？　おっさんばっかで何話したのか知らないけどさ」

　マルグリットは笑いながら伸びをした。

　アンジェリンはじっとマルグリットを見つめた。絹のような銀髪に、すらりとした肢体、作りものじゃないかと思うような顔立ち。西の森のエルフの姫君は美人だ。

　エルフという種族はみんな美しいらしい。ベルグリフのかつての戦友だったというサティもこんなに綺麗なのかしら、とアンジェリンは思った。

　ずっと見られているのに落ち着かなくなったのか、マルグリットはちょっともじもじと肩を動かした。

「……なんだよ。あんまり見られると落ち着かないぜ」

「ん、ごめん……ねえ、エルフって何歳くらいまで若い見た目なの？」

「あー、人によりけりだな。五十過ぎて皺が出始める奴もいるし、七十になっても若々しい奴もいる。体内の魔力量によるらしいけど、おれもよく分かんねえ」

　ベルグリフと同世代だから、サティはもう四十代の筈だ。

　どんな人なんだろう、とアンジェリンは考えた。マルグリットみたいな綺麗な人なのだろうか。そんな人がお母さんになったら、緊張するかも知れない。心構えが必要だ、と思った矢先に大きなあくびが出た。

　アンジェリンはクッションを抱くように体を丸め、目をしばたたかせた。

「シャルが起きたら帰ろうかな……」

「そうするか？　おれはギルドに行こうかな」

　マルグリットは元気が有り余っているという様子で肩を回したり首を鳴らしたりした。随分な酒豪だ。ボルドーのサーシャとどっちが強いかしら、とアンジェリンは思った。

「マリー、元気……ホントに飲み疲れてないの？」

「あの程度じゃなんともないぜ。それに依頼に出るのが楽しいしな」

「ふうん……歯応えがないって言ってなかった？」

「そりゃ、魔獣は弱いし、仕事は地味だけどさ、ベルの言うように惰性でやるんじゃなくて、何か発見しようとしてると、意外に面白くなるんだぜ。冒険者ってのはやっぱ楽しいな！　おれ、オルフェンまで来てよかったよ」

　マルグリットはそう言って笑った。アンジェリンもつられて笑う。

「だよね。薬草の種類とか、生えてる場所の特徴とか、魔獣の癖とか、観察してると結構楽しい……」

「そうそう！　今までは何も気にせず魔獣なら倒してたけど、ああいうのをおろそかにしちゃいけないってのがようやく分かって来たぜ」

　と言って、マルグリットは両手を組んで指をぽきぽき鳴らした。

　マルグリットは実力的にはアンジェリンと互角のものがある。アンジェリンが口利きすれば一足飛びに高位ランクへ昇格する事もできなくはない。しかし、それをせずに下位ランクから始めているのはベルグリフの意向だ。冒険者は剣の実力だけではないというのが彼の持論だし、実際のその通りである部分は多い。

　一見して地味で誰にでもできるような事を丁寧にする事で見えるものもある。傲慢さを抑え、堅実に仕事をこなすのは結果として冒険者としての寿命を延ばす事につながる。マルグリットは既にそれを摑みかけているらしかった。

　粗野だが実直なこのエルフの姫に、アンジェリンはもちろん好感を抱いているが、不思議と軽い嫉妬心もあるように感ぜられた。

　マルグリットが今いるのは自分がかつて通り抜けた道である。それに対する羨望はもうない。むしろ先輩として軽い優越感を覚えるくらいである。

　しかし、何だかベルグリフを取られたような気になるのも確かだ。ベルグリフの教えてくれた事やトルネラでの出来事を話すマルグリットは、楽し気な調子も相まってまるでベルグリフの娘のように見えた。

　アンジェリンはちょっと頰を膨らまして、テーブル越しにマルグリットの頰を軽くつねった。マルグリットは目をぱちくりさせて抗議の声を上げた。

「にゃにしゅんだ……」

「……すべすべ」

　キメの細かなマルグリットの肌は、何だかいつまでも触っていたいようだった。

　小さな嫉妬からの意地悪のつもりでつねったが、思った以上に手触りが良いから、アンジェリンはつまんだ手を放して、手の平全体でマルグリットの頰をむにむにと揉んだ。

「……調子に乗るな、うりゃうりゃ」

「やめろお」

　マルグリットは頰を染めてアンジェリンの手を摑んだ。

「お前はホントに変な奴だな」

「変とは何だ……」

「だってベルの娘とは思えねえぜ、顔も性格も似てねえし……お返しだ、こんにゃろ」

　マルグリットは手を伸ばしてアンジェリンの頰をむにむにと揉んだ。

「ぐむ……わたしは拾われっ子だから似てないのは当たり前……」

「そういやそうだったな……本当の父上と母上に会いたいとか思わねえ？」

「……考えた事もなかった」

　そう、ベルグリフの本当の娘でないならば、自分を生んだ血のつながった両親がいる筈だ。今まではそんな事を考える事もなかったが、言われてみれば気にならないでもない。

　しかし、その本当の親というのは自分を捨てたのだ。疎んだのか止むを得ない事情があったのかは知らないが、自分を育てる事を放棄した事に変わりはない。

　不意にセピア色の風景がちらついたが、すぐに消えた。

　アンジェリンはムスッと口を尖らした。

「……けど、わたしを捨てたんだよ？　いらなかったって事でしょ？　そんな人たちに会いたいとは思わないし、向こうも会いたくないと思う」

「そうかもな……けど不思議だよな」

「なにが？」

　マルグリットは髪の毛をつまんで捻じりながら言った。

「だってさ、トルネラって周りに他の村はないだろ？　なのに、村の奴らの誰も知らない赤ん坊が捨てられてるんだぜ？　捨てた奴はどうやって来たんだ？　なんでわざわざトルネラみたいな所まで来て捨てたんだ？」

　アンジェリンは腕を組んだ。

　確かにそうだ。一番近いロディナの村までも一日はかかるし、別の所から捨てに来たのならば、まったく目撃されていないのはおかしい。かといって、村人が捨てたなどという事も考えられない。身重であれば、顔見知りばかりの小さなトルネラで隠し通せる筈もないのだ。

　お父さんは何かわたしに隠している事があるのだろうか。何か知られると都合の悪い事が……。

　怖い顔をしていたらしい、マルグリットが焦ったような声を出した。

「わ、悪ぃ、別に深い意味があって言ったわけじゃ……」

「ん、いい……大丈夫」

　アンジェリンは嘆息した。

　変にうがった考え方をするのはやめよう。隊商に交じって来た誰かが素知らぬ顔で森に捨てたという事も考えられるし、仮にこっそり来ていたとして、偶然誰にも見られずに済んだという事だってあり得る。何より、ベルグリフの愛情に噓があろう筈もない。自分にとって大事なのはそれだ。本当の親などどうでもいい。アンジェリンはそう結論付けた。

「わたしのお父さんは〝赤鬼〟のベルグリフ……他にはいない。それでいい」

　と口に出してはみたものの、何か妙な引っ掛かりが残った。

　マルグリットは黙ったまま頷いた。











六十二　胸の奥から湧き上がって









　胸の奥から湧き上がって来るような不快感に、ビャクは膝を突いて乱暴に息を吐いた。髪の毛が黒と白のまだらに染まり、そうして白に戻った。胸に何かが詰まっているようにぜえぜえと苦し気な息が出た。

　その背中をカシムがぽんぽんと叩いた。

「無理すんなって。焦っても仕方ないぜ」

「……くそ！」

　ビャクは握りこぶしで床を叩いた。カシムは困ったように嘆息した。

「しかし参ったね。どうも一定の閾値から勝手に魔王が出張って来るみたいだ」

「ふざけやがって……！」

　ビャクは大きく息をついて立ち上がった。疲労がにじみ出ている。顔色はよくないのに、額には汗が浮かんでいた。隅の方でシャルロッテが心配そうな顔をして見ていた。

　今日は少し荒療治だった。魔王の影響が出るぎりぎりまで魔力を放出しているのだ。

　元々ビャク自身の持つ魔力の量はそれほど多くない。幾ばくかの立体魔法陣を飛ばすだけならばいいが、戦闘ともなれば魔王の魔力を使わねば維持できない。

　マリアやカシムの訓練によって、多少なりとも魔力の扱いが上達して来た筈なのだが、それでもまだビャク自身の魔力だけでは力を維持し続けるのは難しいようだった。ある一定の魔力量を放出すると、自動的に魔王の魔力が湧き出して来るのである。

　カシムは腕組みして眉をひそめた。

「どうしたもんかね……ま、日常生活を送る分には問題なさそうだけど」

「そんな悠長な事を言ってる暇はねえ……」

　ビャクは俯うつむきながら胸を押さえ、しばらく呼吸を整えていたが、再び顔を上げた。

「もう一度だ」

「そんなに焦るなって。体が持たないよ？」

「……あんたには分からねえだろうよ」

「なにが？」

「俺は俺として存在したいだけだ……実験の副産物になりたいわけじゃねえ」

「ふうん……どっちが主人格かなんて、自分が決めればいいだけじゃない？　オイラはお前はちゃんと存在してると思うけどね」

「綺麗事抜かすな……！」

　ビャクはカシムを睨み付けた。カシムは肩をすくめた。

「お前は少し一人で背負い過ぎだよ……なあ、一昔前のオイラと違って、お前には頼れる奴が沢山いるじゃないの。変に突っ張らかってどうすんのさ。心に壁を作れば、魔力の流れだって澱よどむぜ？」

「あのクソ親父はホムンクルスの危険性なんか分かっちゃいねえ。家族ごっこなんざまっぴらだ」

　ビャクは荒々しく吐き捨てると、乱暴に床に腰を下ろした。シャルロッテがおずおずと近づいて来た。

「ねえ、ビャク……カシムおじさまの言う通りだと思うわ。あなた一人で背負い込まなくても、お姉さまもお父さまも……」

「黙ってろ！　何がお父さまだ……テメェの親父はとっくに死んだだろうが！」

　ビャクは怒鳴った。シャルロッテはびくりと体を震わせた。そして見る見るうちに目に涙を溜め、拳を握りしめた。

「なによ……！　なによ、ビャクの馬鹿！　馬鹿あっ！」

　シャルロッテは泣きじゃくりながら小さな手でビャクを殴った。ビャクは黙ったまま苦々し気に顔をしかめ、殴られるままになっていた。カシムは困ったように髭を捻じった。

「シャルに当たってもしょうがないだろー」

「くそ……」

　その時、部屋の扉が開いた。

「ここにいやがったか。げほっ……」

「あん？　ああ、マリアのばーちゃんかい」

　相変わらず着膨れているマリアは、咳き込みながら部屋の中に入って来た。

「こいつらも揃ってるな……丁度いい」

「ふうん？　何か話す事でもあるの？」

「こいつの事だ」

「ビャクのか……そうだね、ぼつぼつ話さなきゃいけない事だし……家に戻ろうか。待ってりゃベルも戻って来ると思うよ」

　そう言って、カシムはちらと目をやった。ビャクはむっつりと黙り込み、シャルロッテは床にへたり込んですんすんと鼻をすすっていた。

　カシムは大きくため息をついて、山高帽に手をやった。

「……家族会議だなあ、こりゃ」





○






　オルフェンの雪解けはトルネラよりも幾分か早いようだった。もちろん寒い事は寒いけれど、気が付くと外套を脱ぐ機会が増えていたり、マフラーを巻かなくても大丈夫だったり、降る雪が柔らかく、溶けやすくなって、石畳の溝に小さな流れができていたりした。

　結局のところ、あれから大きな収穫があったとは言えない。

　ベルグリフは資料から足取りをたどる事を諦め、代わりに町を歩き回って、東から来た商人や旅人を探して話を聞いた。それでも、やはり有力な情報は得られなかった。英雄譚を持つＳランク冒険者や、エルフ領以外では珍しいエルフとはいえ、広い世界でたった一人の人物を探し出すのは容易ではない。

「……カシムと会えたのは本当に運が良かったんだな」

　ベルグリフは嘆息した。そうして、アンジェリンの運んで来た再会に改めて不思議なものを感じた。

　降っていた雪に水気が混じってべしゃべしゃと体を濡らすから、手近な店の軒下に逃げ込んで立っていた。

　今日は空が嫌に明るく、吹く風もどことなく暖かで、冬の寒さに締まりがないように思われた。しかし、こういう気が抜ける時にこそ風邪を引く。ベルグリフはぶるりと背筋を震わしてから居住まいを正して、真珠色の空を見上げた。下の方に軽い薄雲があって、それが風で流れて行くらしい。まだまだみぞれの勢いは衰えそうにない。

　義足の側に体重をかけながらベルグリフは嘆息した。諦めたわけではないが、これだけ手がかりが摑めないと流石に辛くなって来る。

　もうじきトルネラに帰らなくてはならない。あと半月もすれば春の気配は濃厚になるだろう。

　さらに北のトルネラはオルフェンよりもやや春の訪れが遅いが、それを見越して、こちらの雪解けに合わせて出れば、ボルドーかロディナ辺りで幾日か待つ間にトルネラに行けるようになるだろう。まるで春から逃げ、冬を追いかけるような旅になりそうだ。

　パーシヴァルとサティを見つける事を諦めるわけではないが、一度帰ると今度はいつ出られるか分からない。

　冬を除いて、トルネラの暮らしは毎日が仕事だ。畑仕事や山仕事に追われていれば時間などあっという間に経ってしまう。もう若くはないのだ。鍛錬を怠っていないとはいえ、トルネラの暮らしに馴染んで旅慣れていない体では、いつまで探訪に出ていられるのか分からない。だからこそ無駄足を踏む事には抵抗があったし、しかし動かなくていいのかと苛まれる気持ちもあった。

「……なるようにしかならん、か」

　焦る心をなだめるように、ベルグリフは大きく深呼吸した。冷たい空気が肺を満たし、幾分か気持ちが落ち着くようだった。

　それでも、オルフェンに来た甲斐というものはあった、と思う。

　アンジェリンが連れて来てくれたカシムとはいずれ会う事になっていただろうが、ここまで出て来なければギルドの面々を始めとした人々と縁を持つ事はなかっただろう。目的として来た事は見つけられそうもないが、新たな出会いが無駄であったなどと言いたくはない。

　少し弱まったみぞれの様子を見て、ベルグリフは軒下から出て道を下った。

　家に辿り着く頃には、またみぞれは勢いを増した。ベルグリフは髪の毛やマントに付いた細かい氷の塊を払い、濡れて額に貼り付く前髪を手の甲で拭った。

「やれやれ……」

　マントを脱いで振り、手では落とせない水滴を払う。つま先を立てるようにして地面を蹴り、靴の裏の水や汚れも落とした。

　家は留守だから静かだった。火処の熾火も灰にうずめてある。しんとしている分、嫌に寒々しい雰囲気だが、それでも外よりは暖かかった。

　アンジェリンは仕事で外に出ており、カシムもシャルロッテとビャクを連れて魔法の稽古に出掛けている。夕方までは誰も戻って来ないだろう。

　さて、どうしようかと思う。一度戻って来たは良いが、夕ゆう餉げの支度をするには早いし、持って来た羊毛もあらかた紡ぎ終えてしまっている。トルネラならばする事はいくらでもあるが、オルフェンのこの家ではする事がない。

　少し考えて、ベルグリフは紡ぎ終えてまとめておいた毛糸の房を幾つか鞄の中にしまい、またマントを羽織って外に出た。

　水っ気で透明になった雪が道に積もっている。歩くと足の下でしゃぐしゃぐと変な感触がした。質量はあるのに、歩く度に水が跳ね散らかった。

　新しく借りた家は住宅地にありはしたが、住宅地のそばには店の集まっている地区がある。だから色々な便が立つ。

　みぞれの中でも人々は行ったり来たりして、荷車が引かれ、雪を避けられる軒の下では演奏師が静かな音を奏でていた。寒く、人が多い割に妙に陰気な町の空気に、物悲しい音が不思議と合っているように思われた。

　ベルグリフは辺りを見回しながら歩き、目的の店を見つけて入り込んだ。

　中には大勢人がいて、たいへん賑やかである。幾重にも積まれた布の山を丁稚らしい男たちが移動させ、女連れの貴族らしいのが高級そうな布を物色している。棚にも台にも布や糸の玉が山積みになっていた。布や糸を売っている店らしい。

　ベルグリフは少し面食らったが、何とか店員らしいのを見つけて声をかけた。

「あの」

「はい、何でございましょうか？」

　と丁寧に返事をしかけた店員だったが、ベルグリフの風体を見て少し侮ったような顔になった。

「どういったご用事で？　安価な布地でしたらあちらの方に……」

「いや、糸を買っていただけないかと……」

　ベルグリフは鞄から毛糸の房を取り出した。店員はまともに見ようともせず、一いち瞥べつするとふんと鼻を鳴らした。

「間に合っておりますな」

「……そうですか」

　ベルグリフは嘆息して踵きびすを返した。あれだけ糸が山積みになっていれば無理もないか、と思う。

　それからまた二軒ほど布地屋を回ったが、どちらでも断られてしまった。寒い季節だから需要自体はあるようだが、大口の取引ならばともかく、ほんの二つ三つの毛糸は必要とされていないらしかった。

　悪い糸ではないと思うのだが、とベルグリフは目を伏せた。もう一軒回ってみて、駄目だったら諦めようか。

　通りで目に付く大きな店ばかり入ったが、今度は少し小さな店に行ってみようと思い立った。オルフェンの街並みは雑多だから少し苦労したが、裏路地に一歩入った所にこぢんまりとした店があった。

　入ると木の床に絨毯が敷いてある。汚れていいものらしく、既に先客のものらしい足跡や水汚れがあった。

　薄暗い店内の壁際に天井まで届く大きな棚があって、そこに色とりどりの布や毛糸玉などが詰まっていた。しかし他に客はおらず、店の中はしんかんとしていた。

　奥のカウンターに白髪の老人が座って帳簿を付けていた。

　ベルグリフが近づくと老人は顔を上げた。眼鏡の奥で目が細められた。

「どういった御用かね？　布が御入用かい？」

「いえ、糸を買っていただきたいと思いまして」

　ベルグリフは鞄の中から毛糸の房を取り出してカウンターに置いた。老人は眼鏡に手をやって、毛糸をまじまじと見た。

　ベルグリフは何ともなしに店の中を見回した。棚にある糸は絹が多く、羊毛の糸も綺麗に色付けされたものばかり見受けられた。ベルグリフが持って来たような無垢の糸は見受けられない。

　どうやらここも駄目らしいか、とベルグリフは嘆息した。

「失礼、やはり……」

　そう言って手を伸ばしたベルグリフより早く、老人は毛糸を手に取ってジッと見た。端を持って伸ばし、指先でよじるようにこする。

「……毛の質は良い。よりも正確だし、空気の含み具合も悪くないな」

　老人は目だけベルグリフの方に向けた。

「あんたが紡いだのかね？」

「ええ、まあ……」

　老人は糸をいじりながら少し考えていたが、やがて顔を上げた。

「良い糸だ」そう言うと、箱の中から銀貨を数枚つまみ出してカウンターに置いた。「これでいいかね？」

「はっ？　い、いや、こんなにもらうわけには」

「私はこう見えても毛糸には一いつ家か言げんあるつもりだよ。これぐらいの価値はあると思うがね」

　ベルグリフは何と言っていいか分からずに苦笑して頰を搔いた。そう言われては違うという方が失礼な気がする。それに、決して悪い糸ではないと自分でも思う。

　少し逡巡したが、ベルグリフは頷いた。

「……そうですか。それではありがたく頂戴します」

「糸は紡ぐ人間の心が出るものだ」

　老人は眼鏡の向こうからベルグリフをジッと見た。

「あんたがこの糸を紡げる心のままでいてくれる事を願うよ」

　ベルグリフは小さく笑って会釈した。

　思ったよりも高く売れたので、ベルグリフは却って困惑した気分で往来を歩いた。アンジェリンの世話になっているばかりではどうにも恰好が付かないと糸を売りに出たが、予想したよりも金額が大きいとどうしていいか分からない。

　ふと、露天商が目に入った。

「……女の子だものな」

　ベルグリフは星をかたどったものらしい髪飾りを手に取った。銀細工で、小さな赤い石が飾りに埋められている。シンプル過ぎるくらいのデザインだが、あまりごてごてと装飾が付いているよりも、これくらいの方がアンジェリンには似合うだろう。

　露天商の中年女がにこにこと笑った。

「贈り物ですか？」

「ああ、娘にね……黒髪なんだが、似合うだろうか？」

「服装にもよりますが、黒なら銀系は似合うと思いますよ」

「ふむ」

　ベルグリフは娘の服装を思い出した。基本的に黒や白を基調としたシンプルな服ばかりだ。あまり派手なのは好きではないのかも知れない。そうなると髪飾りばかり目立っても駄目だな、とベルグリフは頷いた。

「では、これを」

「ありがとうございます」

　少し値は張ったが、買えない事はない。今まで綺麗な服も装飾品も買ってやらなかったのだから、これくらいはいいだろう。

「……喜んでくれればいいが」

　独り言ちた。ふと、ダサいなどと言われてはどうしようと思う。若い女の子の好みなどベルグリフには想像するしかない。

　帰途に就くうちに雲がますます厚くなり、体中が濡れるような心持になって来た。これではたまらない、とベルグリフは手近な軒に逃げ込み、マントや髪の毛を払ってみぞれを落とした。どうにも季節の変わり目というのは天候が安定しないものだ、とベルグリフは嘆息した。

　不意に薄荷の香りがした。煙がゆらゆらと漂っていた。ベルグリフは怪訝な顔をして目をそちらにやった。

　妙な二人連れだった。一人は煙管を咥えた黒い髪の女である。前を重ねる服は意匠からして東方のものらしい。

　その隣に腰を下ろしているのは十代半ばといったくらいの少女である。コートを着てマフラーを巻き、耳垂のあるファー帽子をかぶっている。髪は黄土色、椅子代わりに腰かけているのは楽器のものらしいケースだ。

「寒いのう……北部恐るべしじゃ……」

　東方の女は口から煙を吐き出して、手近な柱に煙管を打って灰を落とした。

　少女の耳垂がぴこぴこと動いた。帽子から垂れているのではない、耳だ。形からして犬の獣人のようだ。

「昔の人は言いました。おしくらまんじゅう、押されてべいべ……するかい？」

「い、や、じゃ！　あー、熱燗が飲みたいわい……」

　女は大きくあくびをした。ベルグリフは顎鬚を撫でていたが、やがて口を開いた。

「もし、失礼ですが……」

「んん？　おお、どうなされましたかの？」

　女はベルグリフの方を向き、親し気な笑みを浮かべた。ベルグリフも微笑んだ。

「不ぶ躾しつけで申し訳ないのですが、あなた方は東方からいらっしゃったのですか？」

「おお、いや、ははは。こんな装束をしておればそうだと言っておるようなものですな。お察しの通り、儂はブリョウで生まれた者ですじゃ」

　女は服の裾をつまんで笑った。

　西のローデシア帝国からすれば、東の国々は連邦とひとまとめにされているが、勿論その中にも多様な国と文化がある。ブリョウは大陸東部に位置する国だ。起伏のない平坦な土地が多く、海にも面している温暖で穏やかな土地だという。それじゃあ寒さには慣れていないだろうな、とベルグリフは小さく笑った。

　女は隣に腰を下ろす少女の頭を叩いた。

「こやつは南部の……どこじゃったかの？」

「手前、生国と発しまするはダダン帝国、オルメリアの町……でござんす。おじさん、わたしとしぇけなべいべ、する？」

「はっ？　しぇ、しぇけ……？」

　ベルグリフは困惑して目を白黒させた。女は呆れたように嘆息した。

「おんしは相変わらずよう分からん奴じゃのう……南部語を話すなちゅうに」

　成る程、こちらの少女は大陸南部のダダン帝国から来たらしい。

　ダダン帝国はルクレシアのさらに南の国だ。ローデシア帝国よりも獣人の数が多く、現在は廃止されているものの、奴隷制もローデシア帝国よりも苛烈だったらしい。

　その為、獣人たちは虐げられる者同士でのみ意味の通ずる言葉を生み出し、支配者たちに対して結束した。それが現在も訛りとして残っている。少女が口にしたのはそういうものの名残だろう。

　ダダン帝国は気候の違いもあり、北部とはまた違う文化が発展しているという。特に裏拍を強調した力強い音楽は特徴的で、ヴィエナ教の讃美歌からして、荘厳な北部のものと違って、礼拝の時に参加者が歌い踊るといったものが多い。そんな土壌から、カンタ・ロサのようなローデシア帝国でも名の知れた歌手や奏者を幾人も輩出している。

　少女も演奏師か何かなのだろうか、と楽器のケースらしいものを見てベルグリフは思った。

　ブリョウの女は懐手をしてベルグリフの方に向き直った。

「それで、何か御用ですかの？」

「ええ、実は人を探しているんですよ。噂では東の連邦に行ったと聞いておりまして」

「ふむう？　それはブリョウですかのう？　それともキータイ？」

「いえ、そこまでは分かりません。パーシヴァルといって、〝覇王剣〟という異名を持つ冒険者なんですが……聞いた事はありませんか？」

「……むう」

　女は目を細め、しばらく考えるように視線を宙に泳がしていたが、やがて目を伏せた。

「申し訳ない、儂には心当たりはありませんですじゃ。儂も冒険者の端くれ、異名を持つほどの御仁であれば、耳にしようというものですがのう……」

「そうですか……いや、お手間を取らせました」

　と言いかけたベルグリフは妙な気配を感じて視線を落とした。犬耳の少女がベルグリフに顔を近づけて鼻をひくひくさせていた。

「……たき火と藁わら。おじさんはのすたるじっくな匂いがするね……」

「はは、どうも……」

「何をやっとるんじゃ、おんしは」

　女が少女の首根っこを摑んで引っぺがした。ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「お二人は流れで冒険者を？」

「まあ、そのようなものですじゃ。奇遇な事に儂らも人を探しておりましてな、しかしオルフェンは広い都ですなあ、来てからしばらく経つのに一向に見つからん。今から冒険者ギルドに人探しの依頼を持って行こうと思っておりますのじゃ」

「そしたら迷子になったのであります……この人方向音痴だから」

「やかましい。おんしこそ道を覚えんではないか、犬っころの癖して」

　女は少女を小突いた。ベルグリフはくすくすと笑った。

「ギルドでしたら、この道を下って……」

　雪が弱くなった。二人にギルドまでの道を教えてやったベルグリフは、会釈して軒を出た。

「では、失礼します」

「ええ。足元にお気を付けて……」

　二人は去って行くベルグリフを眺めていた。黒髪の女は再び煙管を咥えた。

「ふん、〝覇王剣〟を探しおるか……それにしても滑らかな動きじゃ。見るからに義足なのに、動きを見ておるとそうは思えんわい……さて、何者なのやら」

「あのおじさん、におう、ぜ」

「あん？　たき火と藁とかいうのか？」

「のんのん」

　そう言って、少女は懐から出したハンカチを鼻に当ててふがふがと匂いを嗅いだ。

「探し人の匂い……微かにだけど」

「ほほう？　こんな所で他にルクレシア貴族の匂いなぞせんじゃろうし、これは思わぬ天の配剤かのう？」

　女はにやりと笑って煙を吐き出した。

「オッス運命……へくちっ」

　犬耳少女はくしゃみをした。











六十三　相変わらず降りしきる水









　相変わらず降りしきる水っぽい雪の中を家まで戻ると、中に誰かいるような気配である。おやと思って戸を開けると幾つかの顔が一斉にベルグリフの方を向いた。カシムが手を上げた。

「やあ、ベル。おかえり」

「どうした？　早いじゃないか」

「ちょっとね……オイラたちも今戻って来たところだよ」

　ベルグリフはマントを取って部屋に入った。そうして少し驚いたように目を開いた。かんかんと燃えるたき火のそばに、服で着膨れた女がうずくまるようにして座っていた。

「マリア殿？」

「あん？　ああ、ベルグリフか。邪魔してるよ」

　マリアはベルグリフを横目で見ると、手に持ったカップを口にやった。ここ数か月の暮らしの中で、もちろんベルグリフはマリアとも知り合っていた。アンジェリンの暴走が彼女にも及んでいた為、初対面で品定めされるように見られたのには苦笑いが浮かんだものだ。

　ベルグリフは首を傾げながらマントを壁に掛け、たき火の近くに腰を下ろした。

「こちらに来られていたんですね」

「こいつと話したい事もあったからな。げほっ……」

　マリアは口元を袖で隠し、小さく咳き込んだ。ベルグリフはカシムの方を見た。カシムはおどけたように肩をすくめた。シャルロッテとビャクは並んで静かに座っている。シャルロッテは泣いた後なのか、少し目が充血していた。

「……席を外した方が？」

「いいや、むしろお前は聞くべきだ。こいつらを預かるつもりなら、お前も無関係じゃない」

　マリアはビャクとシャルロッテを顎で示した。

　魔王がらみか、とベルグリフは眉をひそめた。確かに、それは避けては通れない問題だろう。ビャクに巣食っている存在もそうだし、ミトの事もまだまだ謎が多い。得られるだけの知識や情報は欲しいところだ。

　カシムがケトルから湯気の立つ花茶を注いでベルグリフに手渡した。

「オイラもそのうち話さなきゃいけない事だと思ってたんだ。もう少しでオルフェンを出るだろ？　その前にね」

「うん……そうだな」

　ベルグリフは口をすぼめて花茶をすすった。

　マリアは少し考えるように黙っていたが、やがて口を開いた。

「〝災厄の蒼炎〟シュバイツ」

　ベルグリフは眉をひそめた。マリアはベルグリフの方を見て、目を細めた。

「知ってるだろ？」

「ええ……名前だけですが」

　有名な名だった。悪い意味で、と頭に付くが。

〝災厄の蒼炎〟シュバイツ。

　ローデシア帝国の歴史上でも屈指の大魔導であり、かつてのソロモンの遺産研究の最前線に立っていた男である。

　優秀で、数多くの術式を開発し、魔法学を大いに発展させたのだが、その裏では凄惨な人体実験を始めとした非倫理的な行為に手を染めており、ついには帝国西部の町一つを死霊の町へと変えた。現在もその町はアンデッドの徘徊するダンジョンのような有様になっている。

　用心深く、抜け目のない性格で、帝国の上層部が異変に気付いた時には、辺境の村が幾つも消えており、帝都にもその術式が組まれようとしている最中だった。自らの知識欲と好奇心を満たす実験の為ならば、他人の事など何とも思っていない男だったのである。

　事件の全貌が発覚した後、当時の高位ランク冒険者を始めとした実力者たちとの激烈な死闘の末に討たれたと世間では言われている。異名の〝蒼炎〟の頭に〝災厄〟が付くようになったのはそれからの事だ。

「……死んだと思ってたんだがな。生きてやがった」

「見知りだったのですか？」

「帝都の魔法学研究機関の上司だった。色々と教えてもらったし、世話にもなったが……」

　マリアは複雑そうな表情を浮かべ、目を伏せた。

「あいつのせいで、あたしは研究機関から足を洗ったよ。騙されていたとはいえ、自分があれの片棒を担いでたのに我慢ならなかった。それであいつの討伐隊に加わって、冒険者になったのさ」

「……お察ししますよ」

「ふん……カシム、お前はシュバイツと絡みはあったのか？」

　カシムは髭を撫でた。

「いや、なかった。魔王を利用しようとしているグループは幾つもあってね、けど互いに競い合うというか潰し合うというか、ともかく協力的じゃなかった。オイラがつるんでたのはシュバイツとは別の連中さ」

　カシムはそう言って顎鬚を撫でた。

「でも噂はよく聞いてたよ。オイラのつるんでた連中も別に無能じゃなかったけど、やっぱりシュバイツは頭一つ抜けててね、所持してる魔王の数も桁違いだった。おかげで連中も随分焦ってたみたいだ」

「だろうな。あたしも調べるうちに色々な事が見えて来た。げほっ、げほっ……」

　マリアは口元を押さえてむせ込んだ。隣に座っていたシャルロッテが背中をさすってやる。

「マリアおばあさま、大丈夫？」

「チッ……それでだ。こいつらを利用してたのはシュバイツだ」

　ベルグリフは眉をひそめた。随分な大物が出て来たものだ。

「……まだシュバイツがシャルたちを狙っている、と？」

「げほっ……どうだろうな。余程の利用価値がなければ、あいつはリスクを負うような事はしないだろうよ。だが、少なくとも奴はこいつらがここにいる事を知ってやがる。あたしは実際オルフェンであいつと一度戦ったからな」

　ビャクがぴくりと反応した。

「……ギルドにホムンクルスが出た時か」

「気づいてたか……そうだよ。あの魔王もシュバイツが持って来たみてぇだな」

「それでも手を出して来ない、ってのは何か思惑があるんだろうね」

　カシムが花茶をすすりながら言った。マリアは頷いた。

「魔王、つまりソロモンのホムンクルスに関して分かっている事は少ない。シュバイツですらまだ真実の半分にも辿り着いていないだろうよ。ビャクはいい観察対象として泳がせておくつもりなのか、もう興味をなくして別の実験をしているか……まあ、後者の可能性は低いな。ごほっ、ごほっ……」

　マリアはぶるりと肩を震わせた。

「おい、少し薪を足せ。寒い」

　ベルグリフは薪を幾つか火の上にくべた。マリアはため息をついた。

「……オルフェンに出たホムンクルスの溶けたのを調べた。とんでもねえ代物だ。あたしにもまだ全貌は見えねえが、質量のある魔力の塊とでも言えばいいか。ともかく、複雑な術式が何重にもかけられて、その上で自我や感情を個別に作り出すプログラムが組まれてた。尤も、どこかに欠陥があるのは確かだがな」

「ソロモンが時空の彼方に消えて魔王が暴走した、というのがそれでしょうか？」

「伝承が正しいなら、な。まあ、あたしはその線は濃いと思ってる。あれは術者が統率して初めて安定する代物だ。恐らくは術者に対する強烈な依存を発生させる事によって自我を安定させようと試みたんだろう。それがいなくなれば狂気に支配されるのは目に見えてる」

「オイラもこの前ちょっと見してもらったけどね、意味不明だったよ。何を考えたらあんなものを作れるんだかね」

　カシムは言いながらちょっと腰を浮かしてクッションの位置を直した。

「で、シュバイツどもがやってた実験は幾つかあってね、オルフェンで去年あったっていう魔獣の大量発生もそうだし、こいつもそうだ」

　カシムはそう言ってビャクの肩を叩いた。ビャクは目を伏せた。ベルグリフは首を傾げる。

「魔王が巣くっているとは聞いているが……」

「ああ、それは間違いない。実験の結果ね。ただね、その実験てのが結構エグイんだよ」

「……人間の女に産ませるんだ」

　ビャクが言った。視線が集まった。

「詳しい事は知らねえが、ホムンクルスは形を変える。それをどうやってか人間の女の体に入れる。するとホムンクルスは胎内で赤ん坊になる」

「……それじゃあ」

「そうだ。俺はそうやって産まれた。人間の肉体に魔王の力を持ってな」

　ビャクはベルグリフを見据えた。

「だが、あいつらが言うには、俺は失敗作だ。俺の魂と魔王の魂が同居している。成功作は、魔王の気配がなくなる。魂が溶け合って、ホムンクルスとしての頸くび木きから解放される。ソロモンに対する強烈な依存心がなくなるんだ」

「つまり、そうする事で魔王とかいう得体の知れない強大な力を、好きなように支配しようと企んだわけだ」

　マリアはそう言って小さく咳き込んだ。カシムが肩をすくめる。

「で、こいつの言う事には、アンジェもそうなんだとさ」

「なに……？　アンジェが？」

　ビャクは黙ったまま目を伏せた。ざわ、と空気が揺らぎ、ビャクの髪の毛が黒く染まった。

「あいつの強さは明らかにそれ由来だ……それに、俺の中のホムンクルスがそう言ってる。人間には分からなくても、同族には感じられるものがあるみてえだ」

「……その魔王は何て言ってるんだい？」

「帰りたい、あいつばっかりずるい、ってよ」

「ふむ……」

　ベルグリフは顎鬚を撫でた。シャルロッテがおずおずと口を開く。

「あのね、お父さま……けど、そうだと決まったわけじゃ……」

「だがそうでないとも言い切れねえな」

　マリアはそう言って花茶をすすった。

「シュバイツが実際にそう定義していたとすれば、完全に正しくはなくとも幾分かは的を射ている見解の筈だ。胸糞悪ぃが、あいつの実力は本物だからな」

「でも……お姉さまがそうだなんて、信じられないわ」

　シャルロッテは俯いた。ベルグリフは考えるように視線を泳がせた。

「……カシム、君の見解はどうなんだい？」

「オイラとつるんでた連中の間でも、その実験の事は噂になってたからね。ただ、アンジェがそうかと言われると何とも言えない。まったく魔王の気配がないのが根拠なら、世の中の大半の人間がそうなっちゃうし、強さが根拠なら、オイラだってその可能性がある事になるだろ？」

　ビャクは頭かぶりを振った。

「特徴はもう一つ、黒髪だ。俺もホムンクルスの魔力を扱う時は髪が染まる」

　そう言って、ビャクは自分の髪をつまんだ。もう白に戻っているが、確かにさっき黒く染まった。魔王の魔力とやらを解放したのだろう。

　マリアが嘆息した。

「ま、東方の人間の血が入ってりゃ黒髪くらいにはなるしな。アンジェが捨て子だったってんなら、実の親が東方人って線もないわけじゃねえ。可能性がないわけじゃねえが、黒髪ってだけじゃ根拠としては弱いな」

「要するに、現時点じゃどちらとも言えないって事さ」

　そう言ってカシムは肩をすくめた。

「……だとしてもだ。ホムンクルスの力は常軌を逸する。奴らはソロモンへの思慕が行動原理だ……俺の中の魔王カイムだっていつ暴走するか分からねえ」

　ビャクはそう言って、ベルグリフを見据えた。

「ボルドーでの騒ぎを見ただろ？　奴らは形を変える。宝石のようにもなるし、粘体のようにもなる……魔力を流すだけで『力』を利用する事も可能だ。こいつが持ってた指輪もホムンクルスだった」

　シャルロッテはびくりと体を震わせる。ベルグリフは目を細めた。

　ボルドー家の屋敷でシャルロッテと相対した時、彼女の指輪が形を変えたのは知っている。妙な魔道具だと思ったが、あれも魔王だったとは。シャルロッテを飲み込もうとしたのは、ソロモンへの思慕による暴走なのだろうか。

　俯いて黙り込むシャルロッテを見て、ベルグリフは微笑んで肩を叩いた。

「気にしなくていい。もう終わった事だよ、シャル」

「……うん」

　シャルロッテは小さく頷いた。ビャクは目を伏せた。

「ともかく、ホムンクルスはあんたたちの想像の外側の存在だ」

　そう言って、ビャクはベルグリフの方を見た。

「俺はトルネラには行かねえ」

「……行きたくないのか？」

「家族ごっこはもう御免だ」

　ビャクの言葉に、シャルロッテが眉を吊り上げる。

「そんな言い方ないでしょ！　お父さまだって、遊びでわたしたちを傍に置いてるんじゃないわ！　意地を張ってるのはビャクの方じゃない！」

「ふん……遊びじゃないってのはその通りだ。おい、親父……あんたがどう考えてるか知らねえが、俺たちを連れてくって事は面倒事を背負い込むって事だ。偽善のつもりならお勧めしねえな」

「ふうん……？」

　ベルグリフは片付かない顔をして頰を搔いた。マリアが言う。

「ま、そいつにはあたしも同意だね。お前の村に〝パラディン〟がいるってのは確かに安心できる要因だが、単に同情心だけで抱え込むにはこいつは厄介だぞ。ベルグリフ、お前にそれだけの覚悟はあるのか？」

「ん……まあ、そうですね……」

「こいつはこいつなりに色々考えてるんだよ、ベル。魔王ってのは未知数の存在だからね。オイラもあまり積極的に関わるべきものじゃないとは思うよ」

「……君はビャクを置いて行くべきだと思うのかい？」

　カシムは顎鬚を捻じって苦笑した。

「別にそういう訳じゃないよ、オイラはこいつの事嫌いじゃないしね……ただ、軽い気持ちで付き合うには、魔王ってのは少し荷が重いのかな、とは思うよ」

「そういう事だ。あんたはホムンクルスの危険性を何も理解しちゃいねえ。甘ったれた偽善はやめて、さっさと切り捨てろ。あんたにとって俺なんかどうでもいい存在だろ。何の義理もねえよ」

「お父さま……ビャクを捨ててっちゃうの？」

　シャルロッテは泣きそうな顔をしてジッとベルグリフを見つめた。

　ベルグリフは困ったように頭を搔き、口をもぐもぐさせた。

「まあ、その……なんだ」

　何だか歯切れの悪い物言いを怪訝に思ったらしい、カシムが首を傾げた。

「……ベル、君さっきからなんか変だよ？　どうしたの？」

「何というか、その……」

　ベルグリフはしばらくたき火を眺めていたが、やがて顔を上げた。

「……トルネラでミトっていう子供を拾ったって話をしただろう？」

「ああ、うん。森で拾ったっていう？」

「その……まあ、これもグラハムの見立てなんだが、その子はその……」

　ベルグリフは少し迷ったが、ゆっくりと言葉を選びながらミトの事を話した。

　森で起きた異変の事、その解決と以降の展開。グラハムの見立てによってミトは魔王かそれに近しい存在であるという事。それにもかかわらず、今はトルネラで面倒を見ているという事。すっかり村に馴染んで村人たちからも可愛がられている事。

　話が終わるとマリアとビャクはぽかんと呆気に取られ、カシムは手を叩いて大笑いした。

「わっははははは！　それじゃあ、あれかい!?　君は魔王が巣食った人間どころか、魔王そのものを子供にしちゃったって事かい!?　こいつは傑作だ！」

「おい、それは本当だな？　お前の独断じゃなくて〝パラディン〟もそう判断したって事だな？」

　マリアが身を乗り出して言った。ベルグリフは顎鬚を撫でた。

「ええ。最初は少し警戒していた様子でしたが、今はすっかり仲良しですよ。祖父と孫みたいにね……正体を知ったらどうだかは分かりませんが、少なくとも村の連中も可愛がってくれているし、害らしい害はありません。だから、俺には魔王というのがどうも危険な存在には思えないんですよ」

「凄いわお父さま！　どうして内緒にしてたの？　教えてくれればよかったのに！」

　シャルロッテが興奮した様子でベルグリフの膝に乗った。ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「何というか……どう説明していいのか分からなくてね……ともかく、俺はお前だけ置いてトルネラに行くつもりはないよ、ビャク」

「何なんだ……本当に何なんだよ、あんたは……」

　ビャクが理解できないという風に頭を抱えた。ベルグリフは嘆息してカシムの方を見た。

「けど、ちょっと感心しないぞカシム。君は俺がビャクを置いて行くと言ったらそうするつもりだったのかい？」

「ベルがそう言うとは思わなかったけどね……でももしそうなったら、オイラはオルフェンに残ろうかと思ってたよ。マリアばーちゃんに付き合ってこいつを何とかしてやろうと思ってた」

　意外な言葉にベルグリフは驚き、またカシムにも考えがあった事を知って自身の浅薄さを恥じた。

「……そうか。君にも考えがあったんだな。すまん、軽率だった」

「へへ、いいよ。今までオイラは碌ろくな事して来なかったんだから、それくらいの骨折りはするつもりだったよ。それで会えなくても、パーシーもサティも許してくれるさ。なあベル、オイラたちは過去を追っかけてるけど、こいつには未来があるんだぜ？　どっちが大事かなんて言うまでもないだろ？」

「……やれやれ、君にそう諭されるとは、俺も歳を取ったなあ」

　ベルグリフは苦笑して頭を搔いた。マリアは呆れたように嘆息し、シャルロッテは嬉しそうに笑った。ベルグリフはビャクの方を見て、穏やかな口調で言った。

「なあビャク、俺だって別に聖人君子ってわけじゃないよ。面倒事は背負いたくないっていう気持ちだってもちろんあるさ……でも、俺はお前が魔王を宿していようと何とも思わないし、仮にアンジェがそうだったとしても何も変わらないよ。何より、お前はぶっきらぼうだけど、いつもさりげない優しさを感じるんだ。トルネラに来ないってのも、迷惑をかけまいとしたんだろう？」

「……違ぇよ、勘違いすんな」

「そうかい？　けど、誰に頼まれたわけでもないのに、お前はずっとシャルを守って来たし、俺はそんなお前が好きなんだよ。魔王がどうとか、そんな事は関係なしにトルネラに連れて行ってやりたいと思ってる。嫌かい？」

「──ッ！　勝手にしろ！」

　ビャクは身を翻してベルグリフに背を向けた。カシムがからから笑う。

「照れてるね」

「照れてるわ」

「照れてやがるな」

「照れてねえ！」

　ビャクは大声を出した。少し鼻声だった。ベルグリフは微笑んだ。











六十四　段々と晴れる日が多く









　段々と晴れる日が多くなっているように思われた。早かった日暮れが段々に遅くなり、明るい時間が増えた。雪は降るが分厚く積もる事は減り、町の掃除夫たちは次第に雪かきの仕事から解放されつつあるようだった。

　もう春のものになりつつある陽光の中、市場では大小の荷車が行き来して快活な客寄せの声が響いている。分厚い靴の裏が石畳を叩く音がそこここでして、目を閉じていても大勢の人が行き交っているのが分かった。

　アンジェリンはシャルロッテを連れて買い物に来ていた。もうじきトルネラに向かって出発する。そのお土産を選ぶのである。どれくらいの期間里帰りするかは決めていないが、いられるだけはいるつもりだ。ドルトスやチェボルグを始めとした高位ランクの冒険者たちが快く後を請け負ってくれるので、アンジェリンも何らの憂いもなく出かけられる。そもそもＳランク冒険者の依頼が途切れないという方が不自然だったのだ。

　歩きながら、雪解けのトルネラの風景を思い浮かべた。ベルグリフのいる所が自分の故郷だと思っていても、やはりトルネラの風景を思い出すと、そこが自分の帰るべき所だという風に思う。

　去年帰郷してからもう一年が経とうとしているのか、とアンジェリンは少し驚いた。

「……時の経つのは早い」

　と言いながら、ふと自分の胸元に手をやった。

「……大丈夫。まだ成長期」

「お姉さま、こっちの砂糖菓子はどうかしら！」

　露店の前でシャルロッテが呼んでいる。綺麗に箱詰めされた砂糖菓子が並んでいた。日持ちもよさそうだ。天然の甘味が中心のトルネラでは、砂糖製品は喜ばれる。何より自分が大好きだ。

　一粒買って口に放り込み、頷いた。

「うん、これいいね……買ってこう」

　幾つか見繕って袋に入れてもらう。

　足元で雪解けの水が筋になって流れている。油断すると足を突っ込んで濡れそうだ。ひょいと飛び越えると、まだ付け慣れていない髪飾りが前髪の辺りで揺れた。星をかたどった銀細工で、小さな赤い石が飾りに埋め込まれている。

「……ふふ」

　髪飾りに手をやってにやける。ベルグリフがくれたのだ。

　無骨であまり凝った装飾もされていないものだが、それがアンジェリンも気に入った。何よりも大好きな父親がくれたものである。嬉しくない筈がない。貰もらった時のあまりの喜びように、却ってベルグリフの方が困惑したくらいだ。

　そんなアンジェリンを見て、シャルロッテはくすくす笑った。

「お姉さま、それ貰ってからずっと笑ってる！」

「ふふん、だってお父さんがくれたんだぞ……」

「よく似合ってるわ！　でも、お父さまはやっぱり男の人ね。少しデザインが無骨だわ」

「いいの。冒険者はこれくらいが丁度いいもん」

　アンジェリンは意地悪するようにシャルロッテとつないだ手を上にくいくいと引っ張った。シャルロッテは嬉しそうに悲鳴を上げた。

　軒から雪解けの水がぼたぼた垂れている。人の邪魔にならない所に道から集められた雪が山になっていて、子供たちが遊びでやったのか、枝や石があちこちに突き刺さっていた。幾日もの寒に当たって、もう雪というよりも氷の塊のようなものだ。

　陽射しは暖かいけれど、吹いて来る風はまだ冷たい。むき出しの顔を撫でるたびに、アンジェリンは少し身震いした。半端に暖かいから、こういう小さな冷たさが余計に寒く感じる。

　赤くなった鼻をすんすんとすすっているシャルロッテを見て、アンジェリンはくすくす笑った。

「やっぱりオルフェンはルクレシアよりも寒い？」

「そうね……ルクレシアはこんなに寒くなかったわ。雪が降ってもすぐに溶けちゃうの。こんな風に積もったりはしなかったわ」

「そっか……帝都よりも南だもんね」

　きっと暖かい国なのだろう、とアンジェリンは思った。

「トルネラはもっと寒いぞ……」

「そ、そうよね……風邪引かないようにしなきゃ……」

　シャルロッテはむんと胸を張った。

　すっかり妹になったようで、アンジェリンはそれが嬉しかった。ボルドーで最初に見た時は変に人を食ったような態度で、世間ずれしたような印象だった。両親の処刑と、幼い身でありながらの遍歴が、彼女を変に歪ませていたのだろう。それが今はすっかり素直になったようだった。

　ルクレシアで貴族の娘として過ごしていた時も、こんな風だったのだろうか、とアンジェリンは思った。明るくて、素直で、親の愛を一身に受けて……。

　そんな事を考えると、ふと本当の親というものを思う。

　シャルロッテはすっかりベルグリフに懐き、父として慕っているが、やはり本当の親ではない。ベルグリフは惜しみない愛情を与えているだろうが、シャルロッテ自身はどうなのだろう。やはり本当の親に向く気持ちとは違うのだろうか。

　しかし、何となく尋ねるのに抵抗があった。古傷をえぐるようではないかと思う。尋ねたところで、シャルロッテの親は戻っては来ないのだ。

　だが、自分の親はどうなのだろう。

　まだどこかで生きているとしたら、どんな顔で、どんな風に暮らしているのだろう。会いたいとは思わないけれど、ベルグリフが義父である以上、本当の親はいる筈だ。まったく気にならないとは言えない。

「……本当の親か」

　ぽつりと呟いたアンジェリンの言葉に、シャルロッテが怪訝な顔をして見上げた。

「どうしたの、お姉さま？」

「ん……何でもない」

　アンジェリンはそっと髪飾りに手をやった。銀細工だから指にひやりと冷たい。これを素直に嬉しいと思う気持ちは噓ではない。だが、それで殆どが占められている筈の心の中に、ほんの少し暗い影が落ちていた。

「……帰ろっか。お腹空いた」

「うん、そうね」

　二人は手をつないだまま歩き出す。アンジェリンはぽつりと呟いた。

「雪、もう溶けたかなあ……」

「トルネラの雪解けっていつ頃なの？」

「んー、春が来たらだけど……ひとまずボルドーまで行って様子見、かな」

「ボルドー……」

　シャルロッテの表情が少し曇ったが、すぐに思い直したように頭を振った。彼女はボルドー家に詫びに行かねばならない。帰郷の楽しみもあるが、その前に一つ大仕事があるのだ。

　アンジェリンはわしわしとシャルロッテの頭を撫でた。

「大丈夫、きっとボルドーの人たちも分かってくれる……」

「う、うん……」

　シャルロッテはやや不安げだったが、それでも微笑んでアンジェリンの手をより強く握った。





○






　ギルドマスターの執務室にいた。ユーリが花茶のカップをテーブルに置いた。

「はい、どうぞぉ」

「ああ、ありがとうユーリさん」

「あの……一応聞いておきますけど、ベルグリフさん、本当に復帰は考えてないんですよね？」

　ライオネルはおずおずと尋ねた。向かいに座ったベルグリフは苦笑して顎鬚を撫でた。

「申し訳ない、リオさん」

「いえいえ、全然かまわないです……ちょっと残念ですけど」

　ライオネルは頭を搔いた。ユーリがくすくす笑う。

「けど、あっという間でしたねえ……突然マリーちゃんと受付に来た時はびっくりしましたよ」

「ああ、そうだったね……マリーもすっかり世話になってるみたいで」

「ううん、あの子とっても頑張ってますから、こっちもそれに応えなきゃって思ってるだけですよ」

「うん……おかげで安心してオルフェンに置いて行けるよ」

　ベルグリフはそう言って笑った。

　もう数日の内にはオルフェンを出る予定である。ベルグリフは諸々の整理と準備、挨拶などをしながら過ごしている。とはいえ、冒険者というわけではないから縛られるような事は何もない。むしろ高位ランク冒険者であるアンジェリンやカシムの方がそこそこの手続きなどがあるようだ。

　そんな風に考えると、アンジェリンの養父であるとはいえ、部外者である自分がギルドの資料を触らせてもらっていた事が、ひどく便宜を図ってもらっていた事のように思えた。

「……ありがとう、リオさん。色々と世話になって」

「え、い、いや、何の助けにもならずに……」

「そんな事ないさ。俺は部外者なのに、色々手助けしてくれて……おかげで色々な人に会う事もできたし、ここで得たものが思わぬところで役に立つかも知れない」

「そうですかね……もしそうだったら嬉しいですけど」

　ライオネルは頰を搔いて、少し真剣な表情をしてベルグリフを見た。

「ベルグリフさん……脅すわけじゃないですが、あなたくらい実力のある人は、冒険者であるかないかにかかわらず、それを必要とする人間が現れます。そうなった時にどうするのか、ある程度は考えておいた方がいいと思いますよ」

「……そうだね。そうかも知れない」

　ベルグリフは微笑んだ。

「ありがとう。肝に銘じるよ。俺はどうもお節介だからね」

「はは……でも、そこがベルグリフさんの良いところだと思いますけどね」

「そうかい？　そう言ってもらえると幾分か救われるな……さて、準備があるからお暇するよ」

「ああ、お引き留めして……あーあ、俺もギルドマスター引退したらトルネラに引っ越そうかな……のんびり畑耕して暮らすとか、憧れるなあ……」

「リオじゃ行っても迷惑かけるだけじゃない？　畑仕事なんかできるのぉ？」

「した事ないけど……まあ、何とかならないかな？」

「ならないわよ。腰痛めるわよぉ？」

「そうかなあ？」

「そうなの。ね、ベルさん？　畑仕事も結構大変ですよねえ」

「はは、そうだね。ユーリさん、農作業の経験は？」

「ふふ、これでも農村出身ですからね、一通りはできますよお？」

「それは頼もしいな……リオさん、それならユーリさんと二人で来ればいいんじゃないか？　いつでも歓迎するよ」

「それもいいかもなあ……ねえ、ユーリ、引退したら結婚してトルネラに行こうか」

「あー、結婚ねぇ……え……？　ええっ!?　え、ちょ、待って待って、そんな、突然そんな事」

「……いや、冗談だって。そんなマジにならないでよ」

　へらへら笑うライオネルに、顔を真っ赤にしたユーリは眉を吊り上げた。右の拳がライオネルの頰に突き刺さった。

「馬鹿ッ!!」

「痛い！　ちょ、なんで!?　え？　なんで!?　痛い痛い！　超痛い!!」

「……やれやれ、ユーリさんも苦労するなあ」

　ベルグリフは苦笑して、暴れるユーリとライオネルとを残して部屋を出た。

　ギルドの外まで出ると、陽射しがひどく明るくて何だかくらくらするようだった。瞬きが多くなる気がする。

　来た時は長い冬が過ぎるまでどうしたものかと思ったが、過ぎてしまえば随分短かったように思う。トルネラにすっかり慣れていた自分には、オルフェンの都での生活は毎日が目まぐるしいものだった、とベルグリフは苦笑した。

　悪くは思わないが、どうにもくたびれていけない。体が疲れるというよりも、気が疲れる。帰れるという事に自分でも驚くくらいホッとしていた。こういうところで、自分は歳を取ったと感じる。

　しかし、アンジェリンから広がった様々なつながりは彼にとっては素晴らしく感じられるものであったし、カシムと再会できた事も喜ばしい事だ。また、ドルトスやチェボルグを始めとした実力者たちと剣を交えられたのも良い経験だった。

　Ｓランク冒険者たちはもちろん、エドガーら高位ランクの冒険者にも負け越しではあったが、まるで歯が立たなかったわけではない。田舎の隠居暮らしならば、これくらいの腕があれば十分だろう。少なくとも、かつて諦めていた自分の剣がまだある程度は通用する事が嬉しかった。〝赤鬼〟という異名には未だ慣れないし、異名を持つほどではないと思ってはいるが。

　だが、その分ライオネルの言葉が思い出される。

　勝てはしないとはいえ、Ｓランクの冒険者たちと数十合は打ち合えるのだ。トルネラで暮らすには確かに過ぎた腕前かも知れない。

　力のある者には義務が伴う。

　アンジェリンに教えて来た事が、今となっては自分の肩にのしかかって来るような気がした。

　しかし、頭を振って頰を叩く。

　冷静に考えてもみたまえ。技術は上がったとはいえ肉体の衰えは顕著なのだ。グラハムから教授されたとはいえ、まだまだ身に沁みた自分の癖は抜けきらない。模擬戦のたびに息を切らしていたし、若い頃と同じつもりで体を動かしてもついては来ない。互角に見えた戦いも、相手が合わせてくれていただけの話だ。周囲からの評価で自分を見誤ってはいけない。

　そう考えると、自分との立ち合いでは息も切らさなかったドルトスやチェボルグの規格外さが際立つ。やはりＳランクというのは少し格が違うようだ。エドガーを始めとした叩き上げの冒険者たちも、力の抜き方を心得ていた。その点、自分はあくまで剣を嗜たしなむ村人でしかない。

「……うぬぼれるなよ。達人にでもなったつもりか？」

　言い聞かせるように呟いた。

　自分は一人の人間でしかない。

　トルネラのベルグリフ。アンジェリンの父親。

　それでいいじゃないか。

　ぐしゃぐしゃした溶けかけの雪を踏んで家まで戻ると、アンジェリンたちがああでもないこうでもないと荷物をまとめていた。ベルグリフが戸を開けると、アンジェリンがすっ飛んで来た。

「おかえり、お父さん！」

「ああ、ただいま。随分盛り上がってるね」

「ねえお父さま、トルネラは寒いのよね？　防寒着はどれくらい必要かしら？」

　シャルロッテがふかふかした外套を持ち上げて言った。ベルグリフはくつくつ笑った。

「そんなに沢山なくても大丈夫だよ。あまり荷物が多い方が大変だぞ？」

「そうだよ。オイラなんか年中これだぜ」

　カシムがそう言って一張羅らしい長袖のシャツの裾を持った。シャルロッテはけらけら笑う。

「カシムおじさまには魔法があるからじゃない！　でもたまには着替えた方がいいわ。清潔感がないもの」

「そういえば、その服全然汚れないな。何か魔術式でも刻んであるのかい？」

　ベルグリフが尋ねるとカシムは首を横に振った。

「うんにゃ、これは服の繊維の間に魔力を通して汚れを吹っ飛ばしてるだけだよ。洗ったのと同じ状態になってる筈なんだけどなあ……まあ、古いからよれよれなのは認めるけどさ」

「器用な事するなあ……」

　ベルグリフは顎鬚を撫でて感心した。マリアやミリアムの話からすると、こういった細かな魔力の操作は熟練の証左らしい。記憶の中のいたずら好きの弟分がとんでもない人物になったものだ。

「お父さんは持って行きたいものはない……？」

「ん、まあ、この前買った鍋とか蒸し器とか……また塩と砂糖の大袋も欲しいが、まあ、それはボルドーあたりで買って行く方が荷物にならなくていいだろうな」

「相変わらず実用的なものばっかりだねえ、君は」

　カシムが笑って背中を叩いた。ベルグリフは肩をすくめた。

「そりゃ、田舎暮らしで気取っても仕方がないさ。オルフェンみたいに刺激があるわけじゃないし」

「ふふ、でもわたしはトルネラが好き……」

　アンジェリンはひょいとベルグリフの背中に飛び付いた。ベルグリフは慌てて落ちないように支えてやる。アンジェリンはぐりぐりと髪の毛に顔を押し付けた。

　ベルグリフは苦笑しながら考えた。

　アンジェリンはトルネラが好きだ。いつでも帰りたい時に帰りたいだろう。しかし、自らの実力と名声ゆえに、中々それが上手く行かない場面も多かった。

　力のある者の義務が、彼女にとって負担になってはいないだろうか？

　素直な子だ。父親の教えを愚直に守ったからこそ、〝魔王殺し〟の勇者としての名声を得た。しかし、アンジェリン自身がそれを望んだわけではない。

　冒険者は天職だと彼女は言う。自分のしたいように生きる事は当然の権利だ。

　父親の教えと言えば聞こえはいいが、単に自分の価値観を押し付けているだけだとしたら？

　ベルグリフはアンジェリンを背負い直した。

「なあ、アンジェ」

「なあに？」

「お前は……辛くないかい？」

「……なにが？」

　アンジェリンは不思議そうな顔をしてベルグリフの髪の毛をわしゃわしゃと揉んだ。ベルグリフは目を伏せて少し考えた。

「……お父さんはお前に弱い人を守れるような冒険者になって欲しいって言ったね」

「うん！」

「お前も、本当に心の底からそれを望んでいるかい？　そのせいで、自分のしたい事ができなくなっても、それでいいと思えるかい？」

「ん……分かんない。でも、わたしはお父さんに褒めてもらいたいから……」

「そうか……だが……」

　ベルグリフは言葉を探したが、適切な言葉が見つからなかった。アンジェリンは不安そうな口調で言った。

「どうしたの、お父さん？」

「……いや、何でもないよ」

「そう……」

　アンジェリンは背中から降りた。少し物憂げな顔をして、何か言いたげに口をもぐもぐさせたが、結局何も言わずに荷物の方に向き直った。シャルロッテと一緒に荷物をごそごそとまとめる作業に戻る。

　外套やマントを畳みながら、何だかアンジェリンを疑っているようで嫌だな、とベルグリフは目を伏せた。彼女自身の優しさが周囲の人々を引き付けている事は分かっている。弱い人を守りたいという思いにだって噓はない筈だ。それでも、自分が変な風に彼女を縛ってはいないだろうかという思いもぬぐえない。

　それに世の中は悪人ばかりではないが、善人ばかりでもない。その優しさを利用してやろうという人間だっている。そうなった時、自分の言葉がアンジェリンに無理をさせないだろうかと変にうがって考えてしまう。

　黙って見ていたカシムがぽんと肩を叩いた。

「君らしくもないね。あんまし抱え込んじゃ駄目だよ？」

「……すまん」

「うぬぼれだ、親父」

　ふと、壁際から声がした。ずっと壁にもたれて座っていたビャクがベルグリフを見ていた。

「あんたがあいつの全部を作ってると思うな」

「はは、そうだな……」

　ベルグリフはバツが悪そうに頭を搔いて苦笑いを浮かべた。どうにも恰好がつかない。都に出て来た事は、自分にとっても何か変化のある事だったようだ。

　ともあれ、どちらにしてもトルネラには戻らねばならない。ベルグリフは荷物をまとめ、部屋を綺麗に片づけた。

　出発の前夜には知り合いたちが集まってささやかな──と言うにはやや騒がしい送別会を開いてくれた。大いに盛り上がり、ベルグリフはほんの数か月の生活を思い出して、つい感傷的になった。

　そうして出発の日である。

　朝からいい天気で、薄雲が少し流れている他は青空が広がって、暖かな陽射しが燦さん々さんと降り注いだ。

　乗合馬車の停留所には馬車が幾つも行き交っていた。オルフェンは交易の要所でもある。東西南北、四方八方へ向かう人々で賑わっている。

　荷物を担ぎ、ボルドー方面に向かう馬車を探す。雪解けの今の時季は北に向かう人も多いようで、それはすぐに見つかった。四頭立てで、荷物のスペースを別にしても二十人は乗れる大きな馬車である。昼間だから幌の横は巻き上げてあって、空気がひゅうひゅうと出たり入ったりした。

　荷物を積み込んで、出発を待つ段になった。狭いから、荷物を積み終えたお客たちは皆馬車から降りている。

　見送りに来ていたマルグリットが頭の後ろで手を組んだ。

「あーあ、何だかあっという間だったなあ。一気に静かになりそうだぜ……つーか」マルグリットはそう言って口を尖らした。「なんで、お前らまで行くんだよぉ、おれ一人になるじゃんか」

　アネッサとミリアムはくすくす笑った。

「だってなあ、わたしらはアンジェのパーティメンバーだし」

「わたしトルネラ好きだもーん。空気もおいしいし、行くとホッとするんだよねー」

「留守番よろしくな。家は好きに使っていいから」

　今回も二人は同行する事になっている。別に個別に仕事を受けてもいいのだが、二人にとってもトルネラは好きな場所だった。

　アンジェリンがにやにやしながらマルグリットを覗き込んだ。

「羨ましい？　マリー……」

「ふん……別に羨ましくねーし。やいアンジェ！　次会った時はコテンパンにしてやっからな！　覚悟しとけよ！」

「ふふん、望むところ……やれるものならやってみろ……」

　きゃあきゃあと騒ぐ女の子たちを尻目に、ベルグリフは喧騒の町を何ともなしに見回した。荷物を積み終えた同道するお客たちが、そこらで体を伸ばしたり談笑にふけったりしている。

　その向こうでは馬車が行き交い、巡回の兵士の一団が通り過ぎる。大道芸人や流浪の民たちが陽気な音楽や滑稽な動きで人々を笑わせていた。トルネラの秋祭りよりも賑やかだ。

　もうここからおさらばする。名残惜しいようでもあり、ホッとするようでもある。

　アンジェリンが横に立って腕を取った。

「寂しいの……？」

「ん？　ああ、ちょっとだけね」

「……ねえ、お父さん」

「なんだい？」

「その……」

　アンジェリンはもじもじしながら逡巡していたが、やがてふるふると首を振った。

「何でもない」

　その時御者が大きな声を出した。

「そろそろ出発しますよ！　乗ってください！」

　ぞろぞろと乗り込むお客に交じって、ベルグリフたち一行も乗り込んだ。木造りの席にはぺらぺらの毛布が敷かれている。お客の多くは、その上から自前のクッションや、布を畳んだものを敷いていた。旅慣れた人が多いらしい。

　それにならって畳んだマントを敷き、出発を待っていると外から誰かが駆けて来た。

「あいやあいや、ちょいと待っとくれい！　儂らも乗せておくれ！」

　ベルグリフはおやと思った。前に会った東方の女と犬耳の少女である。御者は二人を見、持っている長物と楽器のケースを見て困ったような顔をした。

「いっぱいいっぱいだよ、無理言わんでください。そんな長いもの持ってからして」

「そこを何とか！　他も断られてばかりで途方に暮れとるんじゃ！」

「らいか、ろーりんすとん……」

「そんな事を言われてもねえ……」

　見かねたベルグリフは身を乗り出した。

「あの、こっち少し詰めれば乗れますが」

「むう」

　御者は少し迷った様子だったが、出発が遅れる方が嫌だったらしい、不承不承という態ていで二人を乗せてやった。

　ごそごそと隙間を作っているベルグリフを見ると、黒髪の女は嬉しそうに笑った。

「おやおや、いつかの。またお会いできるとは」

「はは、その節は……」

「昔の人は言いました。袖すり合えばいっつおーらい。ありがとう、おじさん……」

「いやいや、困った時はお互い様ですから」

　アンジェリンが怪訝な顔をして二人とベルグリフを交互に見た。

「知り合い……？」

「ああ、前に雨宿りした時に会ってね……」

「君は妙な所で妙な縁を作って来るねえ」

　シャルロッテを膝に乗せたカシムがからからと笑った。

　何とかできた隙間に、二人はぎゅうと詰まった。

「いやはや、助かりました。感謝いたしますじゃ。儂はヤクモと申します」

「わたしはルシール……しぇけなべいべ、する？」

「おんしは黙っとれ」

　ヤクモはルシールを小突いた。何だか賑やかな道中になりそうだな、とベルグリフは髭を撫でた。

　馬車が動き出した。見送りに立っているマルグリットが手を振った。

「気を付けてなー！　大叔父上とミトによろしくなー！」

「マリー、知らない人について行っちゃ駄目だぞ！　あと、調子づいて一足飛びに何かをしようとするなよ！　ちゃんと一つずつ丁寧に」

「うるせーッ！　分かってるよ！　さっさと行け、ベルの馬鹿！」

　顔を赤くするマルグリットを見て、一行は愉快そうに笑った。











六十五　雪解けの道はややぬかるんでいる









　雪解けの道はややぬかるんでいるようだったが、それでも馬車は問題なく進んだ。

　吹き込んで来る風はまだひやりと冷たい筈なのだが、馬車には人がいっぱい詰まっているせいか暑いくらいである。

「へー、それじゃあヤクモさんたちはティルディス経由でルクレシアを通って北上して来たんだー。凄い長旅だねー」

　ミリアムが感心したような声を出した。ヤクモは照れ臭そうに頭を搔いた。

「いやなに、単に慣れておるだけじゃよ。元々根無し草だからのう」

　カシムがにやにやしている。

「ねーちゃん、中々の使い手だね。何企んでんの？」

「はは、こいつは手厳しい……高名な〝天蓋砕き〟に会えるとは光栄ですじゃ」

「へっへっへ、おべっか言っても何も出ないよ。その長物は槍かい？」

「そうですじゃ。もうこいつとも長い付き合いになりますわい」

「槍だけにな……」

　横から口を出したルシールを、ヤクモは無言で小突いた。ミリアムがけらけら笑う。アネッサが興味深げにルシールの足元に置かれたケースを差した。

「ルシールさんのそれは、楽器ですか？」

「そうであります」

　そう言ってルシールはケースを開けた。中から六弦の楽器が出て来た。

「昔の人は言いました。ギター鳴らしてちゃんちきおけさ。もうこいつとも長い付き合いになるのです……」

「槍でもないのにのう」

　ヤクモがにやにやしながら言った。ルシールは頰を膨らました。ベルグリフはくつくつと笑った。

「仲がよろしいですな」

「はは、何だかんだと一緒におりますでな」

　ヤクモは恐縮したようにはにかんだ。

「して、ベルグリフ殿は探し人の手がかりは見つかりましたかの？」

「いえ、残念ながら……」

「左様ですか……てっきり手がかりを元に北に向かわれるのかと思いましたわい」

「はは、そうではありませんよ。私はトルネラという北の村が故郷なんですが、この子たちを連れて行ってあげようと思いましてね」

　そう言って、ベルグリフはシャルロッテとビャクの方を見た。ヤクモは大きく頷いて笑った。

「なるほどなるほど」

「そういえば、あなた方も人を探していましたな。見つかったのですか？」

「いや、それがどうも北の方に行ったようでしてなあ。いやはや、参りましたわい」

「なんだか、どこでも人を探すっていうのは大変ですね」

　そう言ってアネッサは苦笑した。ヤクモはくつくつと笑いながら煙管を取り出した。

「ふふ、そうじゃのう……まったく苦労するもんで……煙、よろしいですかの？」

「ああ、どうぞ」

　ヤクモは煙管を咥えてうまそうに煙を吐き出した。薄荷の匂いだ。アンジェリンが不思議そうな顔をする。

「……おいしいの？」

「ん？　ああ、うまいぞ？　胸がすく。どうかな、一口」

「……やめとく」

　アンジェリンは差し出された煙管を押し戻した。ヤクモはにやりと笑った。

　一方のルシールはシャルロッテに顔を近づけて鼻をひくつかしている。

「高貴なにほひがする……甘い……」

「な、なんなの……？」

　シャルロッテは困惑して目を白黒させた。ヤクモは嘆息した。

「そいつは犬の獣人でな……鼻が利くゆえ、匂いに敏感なんじゃ」

「がうがう」

「や、やめてえ……あう」

　髪の毛に口元をうずめられ、吐息がくすぐったいらしい、シャルロッテは困ったように身じろぎした。カシムがルシールの頭を引っ摑んだ。

「ほれほれ、狭いんだから詰めて来ないでくれよ。お前までのしかかって来ちゃ邪魔だぜ」

「こいつは失敬……ご勘弁をー」

　ルシールは耳をぱたぱたさせた。ベルグリフは笑って顎鬚を撫でる。

　がたん、と馬車が揺れた。オルフェンから離れると、所々整備されていない道があるらしい。

　ベルグリフは何ともなしに馬車の中を見回した。行商人とその護衛らしいのや、冒険者らしき連中、旅芸人の一座らしい数人連れ、厚着をした流浪の民たち、貧乏貴族の三男坊とその御付きといった風体の二人組など、眺めているだけでも色々な人が見て取れた。

「お父さん、キャラメル……」

「ん、ありがとう」

　アンジェリンの差し出したキャラメルを受け取る。砂糖と乳を煮詰めたこの飴は、口に含むと濃厚な甘みがある。トルネラでも行商人から砂糖を買った時に作った事があるが、どうにも上手く行かずに焦がしてしまった。やはり本職の菓子屋が作ったものはうまい。アンジェリンもうまそうに食べている。

　オルフェンは雪解けだが、トルネラがどうだかはまだ分からない。その年の気候によって雪解けの時季は前後するが、大抵は暦上の春から幾週か早い。

　だからひとまずはボルドーまで出ようと思っている。ボルドーまで行けば、トルネラの状況も分かりそうなものだし、こちらに来る時は会えなかったボルドー家の姉妹たちにも会えるかも知れない。

　ベルグリフがトルネラから出て来た時、ボルドーに立ち寄った時はもちろんボルドー家に顔を出した。しかし、冬の前という事で各地の村や集落を回っているらしく、ヘルベチカはもちろん、サーシャにもセレンにも会えずじまいであった。留守を任されていたアシュクロフトと久きゆう闊かつを叙したくらいである。今度は会えるだろうか。

　アンジェリンが大きくあくびをした。昨晩の送別会で少し盛り上がり過ぎたせいか、アンジェリンだけでなくアネッサやミリアムも少し目がとろんとしている。しかしまたしてもルシールにじゃれつかれているシャルロッテはそれどころではないらしい。

「わふわふ」

「やっ、あう、くすぐったいよう……ひゃん！」

「邪魔だってば。やめろって言ってんのに困ったワンコだね、こんにゃろ」

　シャルロッテの首元に鼻先を埋うずめてすんすんやっているルシールを、カシムが引っ摑んで離した。ルシールは目をぱちくりさせた。

「だっていつまでも嗅いでいたい……お嬢ちゃん、わたしとしぇけなべいべ、しようぜ……」

「やあだ！　もう！　いい加減にして！」

　シャルロッテは朱に染めた頰を膨らまし、もそもそと身じろぎしながら、カシムの横に座っていたビャクの膝の上に逃げた。ルシールが名残惜し気にきゅうんと鼻を鳴らした。

「さっどねす……」

「見境のないおんしが悪いわ、たわけ」

　ヤクモが呆れたようにルシールを引き寄せた。本当に仲良しだ、とベルグリフが笑っていると、ふと重みを感じた。アンジェリンが寄り掛かって寝息を立てていた。

「やれやれ、昨日は盛り上がったからな……」

　ベルグリフは苦笑して、上手く体重がかかるように少し体を動かした。アンジェリンは「ん」と言って小さく身じろぎした。ヤクモは面白そうな顔をしている。

「お二人は親子だそうですが、似ておりませんのう」

「はは、血はつながっていないのですよ。この子が赤ん坊の時に山で拾いまして」

「ふふん、なるほど。仲が良くて実に結構ですじゃ……」

　シャルロッテが少し体をもたげてベルグリフの方を見た。

「お父さま、わたしにもキャラメルちょうだい」

「ああ、ちょっと待って……」

　ヤクモはまた煙管に煙草を詰めながら、シャルロッテの方を見た。

「そちらの子も拾い子ですかの？」

「ん……まあ、そのようなものです」

「ふふ、身寄りのない子供らを保護しておられる、と。慈愛に満ちておりますのう」

「そんなに大層なものではありませんよ。どうにもお節介な性格でしてね」

「しかし、血のつながっていない親子というのはどのような気分なのですかな？　まして男と女では違いもありましょうぞ」

「ええ、苦労しますよ。生来不器用なものですからね。しかしまあ、背負うと決めた以上、途中で放り出すのもできないような性分でして」

「……やれやれ、真面目なお人じゃ」

　ヤクモは困ったような呆れたような、曖昧な顔で笑いながら、ふうと煙を吐き出した。

　不意に、ちゃらちゃらと楽器の音がした。暇を持て余したらしい旅芸人が、手にしたブズーキを鳴らしていた。合わせるように流浪の民がフィドルを肩に乗せ、手風琴も鳴り始める。誰かがスーツケースを太鼓のように叩いてリズムを取る。フルートがメロディを乗せると、歌い手らしい女が小さく、しかし通る声で歌い始めた。





それで　キャラバンは進む

追い風に巻かれ　向かい風に逆らって

背中にリュック　手に楽器　エマ・ローズの歌声

月の青に染められ　夕日の赤に染められ

燃える炎が　闇夜を焦がす

まだ見ぬ故郷の　見果てぬ夢を

La La LaLa La La La……






　古い旅の歌だ。ベルグリフにも聞き覚えがある。二十年以上前、駆け出しの冒険者だった頃に、酒場が賑わうと誰からともなくこの歌が始まって、店の中で大合唱になっていた。

　手拍子が鳴り、乗客みんなが口ずさむような声で歌いながら、馬車は小さな楽団のようになって道を進んだ。

　その後も取り留めもない話をしながら、昼頃に小さな村に辿り着き、それからまた次の町へと到着した時は陽が暮れかけていた。

　概ね馬車に乗って一日で辿り着ける距離の町だからか、宿場町のような趣があった。道端でも行商人同士で商談が始まっていたりして、たいへん賑やかである。雪解けに合わせて北部への行商に向かうのか、逆に北からボルドー経由で下って来たのか、ともかく商人の姿が多く、その護衛に雇われているらしい冒険者の数も多い。

　往来の両側に二階建ての建物が並び、方々の軒先で明かりを灯して客を呼び込んでいる。宿もあれば酒場や食堂もある。

　明朝の出発であるが、荷物を馬車に積んだままでは危ない。宿を決めたら全部担いで部屋に運び込まねばならず、それに少し骨が折れた。

　ごそごそと荷物を確認しながら、ベルグリフは嘆息した。

「やれやれ……少し荷物が多過ぎたかな」

「鍋とか蒸し器とか買うからだよ、へっへっへ」

　ベルグリフは苦笑して頭を搔いた。

「仕方ないだろう……欲しかったんだから」

「君の買い物にオイラがケチをつける日が来るとは思わなかったな、へへ」

「さっさとしろ、親父ども……飯に行くぞ」

　待たされて業を煮やした様子のビャクが言った。ベルグリフは顔を上げる。

「先に降りていてくれ。すぐ行くよ」

「ふん……」

　ビャクはすたすたと出て行った。カシムがくつくつと笑う。

「あいつも何だか丸くなったねえ。生意気なのは変わんないけどさ」

「何だかんだまだ子供だからな……俺よりも色んなものを背負っているのかも知れないけど、もうあいつ一人で背負い込む必要もないさ」

「けど、アンジェがこっちに来たいって言わなかったのは意外だったね」

　この部屋はベルグリフ、カシム、ビャクの男三人で借りた。もう一部屋、女の子だけで借りている。オルフェンで新しい部屋に移る時の様子から、アンジェリンはてっきりベルグリフと同じ部屋がいいと言い出すかと思っていただけに、少し驚きがあった。

　ベルグリフは顎鬚を捻じった。

「そうだな……まあ、あの子も思うところがあるんじゃないか？」

「お年頃だしね……ベルはともかく、オイラとかビャクみたいな他の男といるのが小っ恥ずかしくなったりとか？」

「どうだろうなあ？　俺たち男には想像するしかないもんなあ……」

「……何か言いたそうな感じがするんだけどな。アンジェの奴」

「はっ？　何を？」

「何かは分からないけど、君にさ」

「むう……？　何だろう……」

　ベルグリフは首を傾げた。確かにアンジェリンの表情に時折憂いの影が見え隠れするような気はしていたが、今まではそういう事はすぐに打ち明けてくれていただけに、言い出せないような事があるのだろうかと心配になる。

　カシムは山高帽をかぶり直した。

「ま、そういう君だってアンジェに言いたい事がありそうな気もするけどね」

「……何というかな。言いたい事というか……」

「やれやれ……不器用な親子だねえ」

　カシムは笑って髭を撫でた。

　その時ビャクがまた部屋の入り口に突っ立った。怒ったように顔をしかめている。

「おい、遅えぞ。何してやがる」

「あ、すまん」

「へへ、話が盛り上がっちゃったんだよ」

　二人は立ち上がって部屋を出た。





○






　夕飯を終え、アンジェリンは部屋のベッドに腰かけてぼんやりしていた。半端な時間に半端に眠ったせいか、何だか頭の中に靄がかかったような気がした。

　前髪の髪飾りに手をやる。冷たい銀の感触が手の平に心地よい。

「……なんだろう」

　変にもやもやした。自分の心に取り留めがなくなったようだった。

　ベルグリフとトルネラに帰るのはもちろん嬉しい。しかし、何か怖いようでもあった。自分がトルネラの山に捨てられていたという事実を再確認した今、その風景を見た時にどんな気分になるのだろうと思った。

　そんな事を考えていると、ベルグリフの姿をまともに見られなくなるようだった。一緒にいると変に居心地が悪いような気がした。

　彼の娘として何の疑いもない幸福を享受していたが、あくまで義理の娘でしかないという事実が、なぜだか今になって重くのしかかって来るようだった。

　アネッサとミリアムとテーブルを囲んでいるシャルロッテに目をやる。あの子も本当の両親はいない。それで、ベルグリフを父として慕っている。両親の顔を知っていて、その愛情も知っているだけ自分とは違うとはいえ、どういう気分なのだろう。素直にベルグリフを父として慕い続ける事ができるのだろうか。どこかで、やはり父親と違うという思いを持ち続けるのだろうか。

　血がつながっていないという点で、アンジェリンとシャルロッテは同じだ。今までは何も気にならなかった血縁というものが、変に頭のどこかに引っかかる。もしもベルグリフが結婚したとして、血のつながった子供ができたとしたら、その子に注がれる愛情と、自分に注がれる愛情は、やはり違うものになるのだろうか。

「何を考えてるんだ、わたしは……馬鹿……」

　アンジェリンはベッドに仰向けに転がった。テーブルの方の三人の談笑の向こうで、部屋の外の喧騒が聞こえた。廊下を行き交う足音や、酔っ払いの怒鳴り声などが遠い。

　寂しいのだろうか、と思う。

　今までは独り占めにしていたベルグリフの愛情が、様々な人々に惜しみなく与えられている事に嫉妬しているのかも知れない。

　家族は欲しかった。シャルロッテを妹のように可愛いと思う気持ちに噓はない。

　しかし、シャルロッテがベルグリフに甘え、ベルグリフがそれを笑って受け止めてやる姿に、心のどこかで引っかかるものがあるのも確かだ。

　母親が欲しい、妹が、弟が欲しいなどとずっと言っていたのに、いざそうなってみると嫉妬心を起こしている。自分は思ったよりも勝手な人間だ、とアンジェリンは自己嫌悪した。

　ぽん、とベッドが揺れたので上体を起こすと、隣にシャルロッテが座っていた。くりくりとしたアルビノの瞳がこちらを見ている。

「お姉さま、もう眠い？」

「ん……ちょっと疲れただけ。大丈夫」

　アンジェリンは手を伸ばしてちょっと乱暴にシャルロッテの頭を撫でた。シャルロッテは嬉しそうに悲鳴を上げ、仰向けに転がった。そうしてあくびをして目をしばたたかせた。馬車で少し寝たアンジェリンと違って、もう眠くなっているようだ。

　ミリアムが振り向いた。

「ねー、なんか変だよアンジェ。てっきりベルさんの部屋に行きたがると思ったのに」

「そうだよ。具合でも悪いのか？」

「……わたしだって見境なく甘えたい気分じゃない時だってある」

　シャルロッテが寝息を立て始めたのを見て、アンジェリンは嘆息して立ち上がり、テーブルに着いた。アネッサが怪訝そうな顔をして、ワインの注がれたコップを押しやった。

「ベルさんに甘えないアンジェ……すっごい違和感だぞ、それ……」

「なんか悩み事ー？　困ってるなら聞くよー？」

　アンジェリンは二人を交互に見た。アネッサもミリアムも心配そうな顔をしてアンジェリンを見返している。良い友人だ、とアンジェリンは嬉しくなった。

　しかし、何と言っていいのか分からないような気もした。ただ、漠然とした妙な不安と、自分の軸がずれたような感覚が不快なだけだ。

　アンジェリンはしばらく考えていた。この感覚はどう言葉にすればいいんだろう？

「……変な感じなの」

「ふうん？」

「どういう風に？」

　アンジェリンはワインを一口含んだ。

「わたしは拾われっ子……だから、どこかに本当の親がいる筈」

「まあ、それは……」

「だからベルさんに距離を感じるって事？」

「そういうわけじゃない……でも、分からなくなっちゃった。親の愛情って何なのかな？」

「うーん」

　アネッサは腕組みした。

「……わたしらはさ、そもそも親すらいないからな」

「そっか……そうだよね」

「でも、ベルさんがお父さんだったらいいなーって思うよ。アンジェが羨ましいぞー、このこの」

　ミリアムが手を伸ばしてアンジェリンの頰を優しくつねった。アンジェリンはふにゃふにゃ言いながらミリアムの手を摑んだ。

「けど……ミリィもアーネも仮に本当の親がいたら会いたい？」

「んー、どんな人かなーとは思うけど……別にいいかな」

「うん。会っても何話していいか分かんないしな」

　確かに、アンジェリンだって本当の親に会ったところで、話す事があるわけでもない。なぜ自分を捨てたのかなどという事も聞きたくはない。おそらくどんな理由であっても言い訳に聞こえて怒りしか湧かないだろうから。

　しかし、変な気分だった。捨てられた事には憤りを感じるけれど、そうでなくてはベルグリフに会う事はなかっただろう。そうなるとむしろ感謝すべきなのだろうか。

　アンジェリンは嘆息して、コップに残ったワインを飲み干した。

「どうすればいいんだろ……」

「お前はどうしたいんだ？」

　アネッサはアンジェリンを見ながらワインを注いだ。

「……分かんない」

　アンジェリンはちらとベッドで寝息を立てているシャルロッテの方を見た。ミリアムが首を傾げる。

「シャルがどうかしたの？」

「……シャルの事、妹みたいに可愛いと思ってる。でも、お父さんがシャルの事を可愛がってると、何だかちくちくするの……そんな自分が嫌……それに」

　──お父さんは、何かわたしに隠してるんじゃないかな？

　と言いかけた言葉は吞み込んだ。それを口に出しては、何だか戻れなくなるような気がした。

　自分を拾った時は、どんな風だったのか。直接聞けばいい話なのかも知れない。しかし、それで自分の望まない真実が露呈したらどうしよう、と思った。変に過去をほじくり出して、今ここにある幸せを壊す事が恐ろしかった。

　アネッサが身を乗り出し、まっすぐにアンジェリンを見つめた。

「アンジェ……ベルさんが嫌いになったのか？」

「──！　違う！　そうじゃないの！」

　思わず大きな声を出した。自分でも驚くくらいだった。

　アネッサはにっこり笑って手を伸ばし、アンジェリンの頭に置いた。わしわしと乱暴に撫でる。

「じゃあ大丈夫だよ。ちょっと混乱してるだけだ」

「そうそう。一晩寝て、またベルさんにぎゅーってしてもらえば治る治るー」

　ミリアムもけらけら笑いながらアンジェリンの頰をつついた。

「なあ、アンジェ。わたしもミリィも、何があってもお前の味方だからな。一人で抱え込んじゃ駄目だぞ」

「何でも言ってよねー。友達でしょー？」

「……うん。ありがと」

　アンジェリンは目を伏せた。

　そう、ただの気の迷いかも知れない。あんまり色々な事があったから、ちょっと混乱しているだけだ。焦らず、トルネラに帰って落ち着いた時、あらためてベルグリフに話を聞けばいいじゃないか。

　アンジェリンは頷き、コップに口を付けた。何だか少し心が軽くなったようだった。











六十六　雪解けの時季は川の水量が増える。









　雪解けの時季は川の水量が増える。

　しかし、岸の所には白々した分厚い氷が残っていて、あんまり寒い日には、跳ねたしぶきの形そのままに凍っている事もある。しかしもう春が近い事もあって、そんな氷はあまりないようだ。

　川端で馬に水を飲ませている間、乗合馬車の一行は馬車を降り、座りっぱなしで硬くなった体を伸ばしてほぐし、思い思いに談笑していた。

「なるほど！　では近くに来た時は是非立ち寄ってもらいたい。〝黒髪の戦乙女〟と座を共にできれば我が家名も上がろうというものだからな！」

「ん……前向きに検討します……」

　貴族の三男坊は笑いながら離れて行った。貧乏貴族だが、一応所領があるらしい。エストガル大公から勲章を授与されたアンジェリンの事は噂になっており、貴族ですら一目置くようになっているようだ。

　旅の最中も色々な人から話を持ちかけられた。うまい話にありつこうという下心を持つ者も多かったが、アンジェリンは慣れたもので、当たり障りもなく簡単にあしらった。生来の不愛想さが変なところで役に立つものだ。

　嘆息するアンジェリンの横にヤクモが腰を下ろした。

「有名人は忙しいのう」

「全然嬉しくない……」

「そうかい？　おんしは欲がないのう。もっと稼ごうとか、名をあげようとか、冒険者ならそんな思いはあって当然じゃろ？」

「興味ない……」

　アンジェリンは膝を抱えて嘆息した。ヤクモはくつくつ笑って手にした瓢簞をあおった。

　向こうの方でシャルロッテが駆けて行く。その後ろからルシールがのんびりした足取りでそれを追っかけていた。

　この数日間の旅の間、ヤクモとルシールとはすっかり友人といえる関係になっていた。飄々として、茶目っ気のあるヤクモの東方の話は誰もが耳を傾けたし、初めは対応に困ったルシールのおかしな性格も、今となっては笑って受け流せる。事あるごとに絡まれるシャルロッテはたまったものではなさそうだが。

　袖で口を拭い、ヤクモはぼんやりと宙に視線を泳がした。

「その無欲さでＳランクまで上がったとは驚きじゃ……飲むかの？」

「ん……ありがと」

　受け取って一口飲む。白ワインだ。冷えていてうまい。アンジェリンは息をついて瓢簞を返した。

「……ヤクモさんの探してる人は、大事な人？」

「そういうわけではないよ。仕事じゃ」

「それで北部まで来たんだ……大変だね」

「ふふ、そうじゃの……思った以上に大変な仕事じゃ。人の心ほど難しいものはない」

「……どういう事？」

「アンジェ、おんしも何か迷っておるのう」

　どきりとして、アンジェリンは思わず顔を背けた。ヤクモは頭を搔いた。

「責めておるわけではない。生きる事は迷いの連続じゃ。時には沈んでみるのもいいものよ」

「……ヤクモさんもそういう時があった？」

「おう、もちろんじゃ。今だって迷っておる」

「どんな悩み……？」

「ふふ、そいつは秘密じゃ。女には秘密があるものよ」

　ヤクモは小さく笑って、口の前で人差し指を立てた。

　馬をつなぎ終えたらしい、御者が大声でお客を呼んだ。川端に三々五々立ったり座ったりしていた乗客たちは馬車に乗り込んだ。

　次第にボルドーが近くなった。今晩眠って、翌日の夕方には辿り着くだろう。

　一行は、オルフェンからここまで、中途で一度魔獣と戦った他は特に足止めを食う事もなく、順調に旅路を進めた。その魔獣の襲撃も、アンジェリンやカシムという規格外の存在のせいで、戦いらしい戦いにならずに終わったのだが。

　小一時間走って、今夜の宿場に辿り着いた。概ね、馬車で一日で行ける距離に宿場町が点在しているといった具合である。雪解けの北国に早速物資を売ろうという行商人たちが多いから、どの宿場も賑わっていた。

　止まった馬車の脇をシャルロッテが駆けて行く。

「遊ぼうぜ、お嬢ちゃん……」

「やあだ！　もう、匂い嗅ぐのやめなさいよ！　馬鹿！」

　鼻をくんくんさせながら近づいて来るルシールから、シャルロッテはぽてぽてと逃げて、ベルグリフの後ろに隠れた。

「はは、随分仲良しになったねえ」

「仲良しじゃないもん！　きゃあ、来た！」

　シャルロッテはぱたぱたと駆けて行った。ルシールは詰まらなそうにふんと鼻を鳴らした。

「また逃げられちゃった……」

「ルシール、あんまりいじめないでくれよ？　デリケートな子なんだ」

　まあ、心底嫌がっているわけではなさそうだが、とベルグリフは苦笑した。嫌がって逃げるのが楽しくなっているようにも見えた。

「昔の人は言いました。おーゆにーでぃず、ら。しかし愛だけでは駄目なのね……」

「相変わらず君はよく分からないねえ」

「あの子は類まれな良い匂いがするんだよ、ベルさん……貴族みたいにいやらしい香水の匂いがするわけでもない。庶民の土と汗の野暮ったい匂いでもない……丸くて柔らかい、とってもいい匂い」

「そうかい？　やっぱり君は鼻が利くんだね。俺にはよく分からないよ」

　ベルグリフは笑いながら荷物を下ろした。

「悲しみがわたしを襲う……しかし辛い時こそ、苦しい時こそ歌うのさ。おー、べいべー、ぷりーずどんごー」

　ルシールは手に持った六弦をちゃらちゃら鳴らした。辛いだのなんだのと言っても、その響きはあっけらかんとして悲愴感はまるでない。

　悲しい歌を明るい曲調で歌う事に何だかちぐはぐさを感じたが、この南部の獣人の、どこか素っ頓狂な明るさは、奴隷制という暗い過去を乗り越えた上にあるものなのかも知れない、と少し思った。

　宿に着くたびに荷物の積み下ろしがあるのが面倒だが、馬車に置いたままにして盗まれても面白くない。もう何度もやっていると手慣れたもので、ベルグリフは要領よく荷物を下ろし、カシムたちが受け取って部屋に運んだ。

　ボルドーに近づくほどに、まだまだそこいらに冬が残っているような感じだった。柔らかく感じていた風は再び鋭さを取り戻し、雪もまだまだ辺りを白く染めている。

　それでも、北部にある冬の厳しさからは幾分か抜け出しているのも確かだった。もう畑を起こしている農家もあるように思われた。麦畑からは青々とした芽が幾つも顔をのぞかせている。そんな風景を見ると、故郷に近づいている事がありありと感ぜられ、ベルグリフは何だか安心するような気分だった。もう、自分は都会よりも田舎の方が合っているのだとあらためて思った。

　最後の荷物を肩に載せると、ヤクモがふらふらとやって来た。

「おう、ベルさん。荷物はもうないかの？」

「ああ、ヤクモさん。おかげさまで済んだよ。これが最後だ」

「ふふん、おんしらは行商人でもないのに大荷物じゃのう」

「いやはや、田舎者丸出しで悪いね……君たちは荷物が少なくていいねえ」

　ベルグリフが言うと、ヤクモは笑った。

「根無し草は身軽さが売りじゃからの。どうせする事もなし、困った時はお互い様じゃ」

「ありがとう、助かったよ」

　ベルグリフは笑って荷物を担ぎ直した。歩き始めると、ヤクモとルシールも付いて来た。同じ宿なのである。

「さて、明日にはボルドーだ。君たちの探し人も見つかるといいが……」

　ベルグリフが言うと、ヤクモはぽりぽりと頰を搔いた。

「ん……そうじゃの……」

「……？　どうかしたのかい？」

「うんにゃ……」ヤクモはバツが悪そうに笑った。「何でもないよ」

　二人と別れて部屋に入ると、カシムとビャクがテーブルを挟んで差し向かいになっていた。ビャクは目を閉じてジッとしている。義足が床を叩く音で気付いたらしい、カシムが振り返った。

「お、それで荷物最後？」

「ああ。瞑想か？」

「まあね。なんか随分こなれて来たな。変な気負いがなくなったからかな？」

　二人が話していても、ビャクはぴくりとも動かなかった。すっかり集中しているようだ。ベルグリフはベッドに腰を下ろす。

「上達してるのかい？」

「だね。こういうのって精神の安定が割と大事だから、変な遠慮がなくなって殻が破れたんじゃないかな」

「はは、ようやく気負いがなくなって来たって事か」

「勝手な事ばっか言ってんじゃねえぞ、クソ親父ども」

　見るとビャクが片目だけ開けて二人を睨んでいた。

「黙って見てろ……」

「へいへい」

「ごめんごめん」

「……チッ」

　ビャクは舌打ちして再び目を閉じた。ベルグリフとカシムは顔を見合わせて忍び笑いを漏らした。





○






　宿に併設された酒場で夕飯を取り、また別々の部屋に落ち着いた。

　宵の口で、外は寒々しいのに、酔漢が大勢いるらしい、窓の外の往来では陽気な声が行ったり来たりしている。

　アンジェリンはシャルロッテの髪の毛を編み、ほどいて、また編んでと遊んでいた。シャルロッテは眠そうな顔をしてされるがままになっている。

　シャルロッテの髪の毛はさらさらしていて手触りがとてもいい。匂いもふかふかと甘く、確かにルシールが夢中になるのも分かるような気がする。犬の獣人では、自分よりもずっと鼻が利くだろう。

　ミリアムはテーブルの上に顎を乗せてぽやぽやと溶けていた。腹ができたから眠いのだろう。アンジェリンも何となく眠いような気がする。

　その時、散歩に出ていたアネッサが戻って来た。寒風に吹かれて赤くなった頰に手を当ててこすっている。

「もう眠いか？」

「ん、ぼちぼち……何かあったの？」

「いや、歩いてたら蒸し風呂の店があってさ。行かないかと思って」

　焰ほむら石いしを組み合わせて、その上に干した香草を敷いたものらしい。なるほど、確かにここ数日は体を拭きこそしたが、風呂に入った覚えはない。

「行こうかな……シャルは？　蒸し風呂だって」

「んみゅ……？　お風呂？　行く……」

　シャルロッテはもそもそと見返ってアンジェリンに抱き付いた。寝ぼけているのか何なのか、ともかく連れて行く事にする。ミリアムも立ち上がって頰をぺしぺし叩いていた。

　ベルグリフたちにも声をかけたが、ベルグリフは書き物があるから行かず、カシムは風呂が嫌いだと行かず、ビャクは「誰が行くか」と吐き捨てた。

　カシムがけらけら笑った。

「お年頃だもんね。美少女の中に男一人じゃ居心地悪いかな？」

「そんなんじゃねえ」

「ゆっくり体を休めておいで。湯冷めしないように、上がったら寄り道しないで戻って来るんだよ」

　アンジェリンは頷いた。

「うん、分かった……行ってきます」

　寂しいようなホッとしたような、何だか変な心持なのが不思議だった。

　外に出ると風が冷たい。ひゅうひゅうと向かいから吹き付けて、目が細くなるようだった。雪が降っているわけでもないのに、何だか顔に何か細かなものが当たるような感触がする。シャルロッテがアンジェリンの腕に抱き付く。

「ひゃー、目が覚めちゃった」

「そうだね……早く行こ」

　それほど遠い場所ではなかった。木造りの建物で、裏手にある崖に埋もれるようにして建っている。隙間からは湯気がもうもうと立ち上り、ランプだか黄輝石だか、下から照らされる光で陰影の具合が変に立体的に見えた。

　受付に料金を払って入ると、中にはそれほど客が入っている様子ではなかった。あるいは、もう客の入りのピークが過ぎたのかも知れなかった。ともかくゆっくりと入れそうである。

　田舎の蒸し風呂には珍しく男と女が分かれていて、裏手の崖の広い洞窟のようになっている所が風呂になっていた。これは熱が逃げづらいだろう。

　服を脱いで浴場に入った。組み合わせで温度が変わる焰石を幾つも組んで高い温度にしてあり、その上に伸ばした樋といから湧水がかかるようになっている。水のかかった所からじゅうじゅうと音をさせて湯気がどんどん舞い上がっていた。不思議に漂って来る爽やかな匂いは、石の上に置かれた香草のものだろう。

　天井からランプが吊るされているが、湯気が濃いから視界が白濁して何だかよく分からない。かろうじて幾つかの人影が見える程度である。

「ちょっとー、三人ともどこー？」

　後ろの方でミリアムが言った。

「こっちだよ。足元気を付けろよ」

　アネッサが振り向いて呼びかけた。

　木造りのベンチが壁際にあって、そこに腰かけてジッとするらしい。

　入った時から随分暑いと思っていたが、座ってジッとしていると余計にそれが感ぜられた。湯気だけでなく、焰石の温度が高いのもあるだろう。

　湯気が濃く、差し向かいに座っている人の顔も分からない。アンジェリンは目をしばたたかせ、額から垂れて来る水滴だか汗だかを手の甲で拭った。

　その時向かいの人影が口を利いた。

「もしかしてアンジェたちかの？」

「……ヤクモさん？」

　顔の前で手を振って湯気を払った向かいの顔は、なるほどヤクモである。隣にはルシールも座っていた。シャルロッテがひゃあと悲鳴を上げた。ルシールはふふんと鼻を鳴らした。

「オッス運命……でも、ここじゃ匂いは分からない……」

「二人も来てたんだね」

「おう、垢を落とそうと思ってな」

　ヤクモはそう言って赤裸の体を手ぬぐいでこすった。着痩せする方なのか、胸や腰など出る所は出て、しかし引き締まって均整の取れた体つきである。だが見れば古傷だらけだ。肩から胸にかけて裂かれたようになった大きな傷があり、脇腹にも貫かれたような傷があった。

　思わず見ているのに気付いたのだろう、ヤクモはからから笑った。

「なに、昔の仕事でへましただけじゃよ。傷跡はひどいが、もう痛くはない」

「……何の仕事してたの？」

「そりゃおんし、冒険者よ。身の丈に合わぬ魔獣と戦っちまったんじゃ。若気の至りじゃのう」

　そう言って濡れた前髪をかき上げた。アネッサが言った。

「ヤクモさん、結構な腕前だと思いますけど……」

「ふふ、そう言ってもらえると嬉しいがの。おんしらは綺麗な体しとるのう。傷を受けずにＳやＡＡＡまで上がれるのは才能の証左じゃ。誇ってよいと思うぞ」

「ん……」

　アンジェリンは目を伏せた。冒険者にも色々な人がいる、と思う。

　ルシールが立ち上がってミリアムの隣に座った。

「でけえ……羨ましいぜ、キティちゃん」

「そーお？　結構肩凝るんだよ、これー」

「幸せの重み……揉んでいい？」

「やめろー、金取るぞー」

「騒がしい連中じゃのう……」

　ヤクモは嘆息して額の汗を拭った。

「けど明日でボルドーか……なんだかあっという間だったな」

「まだだぞアーネ……トルネラはまだ先」

「そりゃそうだけど、ヤクモさんとルシールの探してる人はボルドーにいる筈なんだろ？　二人とはお別れじゃないか」

「昔の人は言いました。旅は道連れ世は情け、あなたとおんざろーだげいん」

「おんしは静かにしとれ。ま、寂しいと思ってもらえるのはいいが……」

「……二人の探してる人って誰なの？」

「そういえば、それ聞いてなかったねー。教えといてくれれば、何か手伝えるよ？」

「ふむ……」

　ヤクモは黙ったまま目を伏せた。ルシールも急に静かになって俯いている。

「……潮時だぜ、ヤクモん」

「誰がヤクモんじゃい……ま、そうじゃの」

　ヤクモは乱暴に髪の毛を搔いた。水滴が飛び散らかった。

「……ルクレシアの貴族じゃよ。とある枢機卿の娘だそうでな、国を追われ、怪しげな遊説をしながらローデシアを放浪していると聞いていた」

　シャルロッテの表情が引きつった。アンジェリンはそれとなく身構えた。

「……それで？」

「ルクレシアで政変があった事は聞き及んでおろう？　情勢が変わってな、その娘を然るべき地位に戻そうと画策する貴族が、儂らに連れ戻すよう依頼を出したんじゃ」

　ヤクモはシャルロッテを見つめた。

「バルムンク卿の娘。シャル、おんしの事じゃ。依頼を出したのはロベール卿じゃよ」

「噓よ……！　おじさまは死んだ筈よ！」

　ルシールがふるふると首を振った。

「したたかなおじさんでね……死んだのは身代わりだって。政変が起こるまで地下に潜伏してたみたい」

「そんな……」

「……ロベール卿って？」

「バルムンク卿の遠縁じゃ。反教皇派じゃったから、一度は異端審問にかけられておる」

「そうじゃない。どういう人なの？　シャルを大事にしてくれそうなの？」

「んむ……」

　ヤクモは困ったように頰を搔いた。

「正直、分からん。政争に明け暮れとる典型的なルクレシア貴族じゃからの。まあ、悪いようにはしないと思うが……」

「君たちが良い人だから……」ルシールが言った。「悪い人だったら、容赦なく叩きのめしてシャルを連れて行ったけど、ね……」

「そうじゃの。元貴族の娘で、見目も麗しい。おかしな連中に捕まっていたり、利用されているようだったら話は早かった。じゃが、おんしらはこっちが心配になるくらい善人じゃ。正直、儂らもシャルをルクレシアに連れ帰るのが正しいか迷っとる」

「それじゃあ、依頼をほっぽっちゃ駄目なの？」

　ミリアムの問いに、ヤクモは首を振った。

「おんしらも冒険者なら分かっておろう？　一度受けた依頼を私用で放り出しては信頼に関わる。主観で連れ帰らん方がいいと思ったなどと言っては筋が通らん。それに、ロベール卿はシャルとは血縁関係じゃ。家族にもなれよう。最善かは分からんが、最悪でもないと思っとる」

　血のつながり、という言葉に、アンジェリンはドキリとした。

　その時、体に重みを感じた。シャルロッテが寄り掛かっていた。顔が赤い。突然の事に混乱したせいもあってか、のぼせてしまったようだ。

　ヤクモは申し訳なさそうに目を伏せた。

「……儂らも仕事じゃ。無理強いはしたくないが、もしも対立する事になれば……」

「……その時はその時。ごめん、シャルがのぼせたから、出る」

「すまんの……急かすつもりはない。ボルドーで答えを聞かせてもらいたい」

「おやすみ……」

　呆然として出た。すっかり温まった体には寒風も心地よいが、それを楽しむだけの余裕がない。アネッサもミリアムも考えるようにして黙っている。

　背中におぶったシャルロッテの重みを感じながら、アンジェリンは考えた。

　本当の親でないにせよ、親戚であるならば、そちらの方が幸せなのだろうか。しかし、シャルロッテ自身はどう考えているのだろう。トルネラで土にまみれる生活に入るよりも、ルクレシアに戻って、貴族の令嬢として暮らすのが幸せなんだろうか。

　部屋に戻っても、誰も相談らしい相談はしなかった。おそらく相談できるほど考えがまとまっていないのだ。ヤクモたちがなりふり構わずシャルロッテを連れ帰ろうと襲って来るような者たちならばまだよかった。だが、ああいう風に出られては腕っぷしでどうにかするわけにはいかない。

　ベルグリフたちはもう寝ているらしかったから、アンジェリンたちも寝床に入った。

　寝床の中で、自分の方にも考えは及ぶ。

　血のつながり。自分だって同じだ。そのせいでベルグリフと過ごした日々が色褪せるわけではない。

　しかし、本当の家族というのは何だろう。ベルグリフが、自分の生い立ちに関して何かを隠したまま、上っ面の家族を作っているとは考えたくない。しかし、そもそもその話すらしていないのだ。

　疑念ばかりが膨らみ始めてしまい、まんじりともできず、気が付けば空が白んでいた。





○






　陽が昇り出した頃に、日課の素振りをしようと宿の外に出て歩いていると、後ろからアンジェリンが駆けて来て背中に飛び付いた。

「おっと」

　ベルグリフは少しよろめいたが、すぐに足を踏ん張って重心を取った。

「おはよう、アンジェ。どうした？」

「ん……」

　アンジェリンはぐりぐりと首筋に顔を押し付け、ふがふがと息をした。くすぐったさと、何だか妙なアンジェリンの様子に、ベルグリフはくつくつ笑った。

「なんだい、甘えん坊だね」

「……素振り？」

「ああ。お前も来るかい？」

「うん……」

　アンジェリンはそのままベルグリフの背におぶさった。

　朝からもう出発する連中が幾人もある。商談がまとまったのか、大きな荷物の包みを荷車から荷車に積み替えたりしている者もある。辺りはまだ霜がきらきらしているのに、随分にぎやかなものだ、とベルグリフは白い息を吐き出した。

　少し歩いた所に空き地があって、ガラクタやゴミが散らばっているからか、人の姿はない。ここなら剣を振っても迷惑にはならないだろう。

　背中から降りたアンジェリンは、剣を抜くでもなくベルグリフを見ていたが、ベルグリフが剣を振るのを見て、自分もそれにならった。しかし、どうにも剣筋に鋭さがなかった。幾度か剣が行き来する。

　様子のおかしさに気付いたのか、ベルグリフは剣を振るのをやめ、怪訝な顔をしてアンジェリンを見た。

「どうした？　何だか変だぞ？」

「あのね……」

「うん？」

　アンジェリンはもじもじしていた。手を組み合わせ、何から話せばいいのかと迷っているような仕草だった。

「……お父さんは、わたしに隠してる事、ないよね？」

「ん？　隠し事……ない、と思うが……」

「……わたしの本当の親の事、知ってるの？」

　ベルグリフは眉をひそめた。

「ふむ……」

　アンジェリンは黒い瞳を潤ませながら、じっとベルグリフを見つめた。ベルグリフは嘆息した。

「……すまん」

「──ッ！　それじゃあッ」

　アンジェリンの顔が悲しみに歪むのと同時に、ベルグリフは続きを紡いだ。

「分からない。お前は一人で籠に入っていたし……いや、拾った時に、それとなく周りを探してみたんだが……赤ん坊を抱いてあまり森をうろついてもいかんと思って……」

「……え？」

「ん……？　その、だから、すまん。もし知っていれば、何とか会えるようにしてやりたいとは何度も思っていたんだが……お父さん、どうもその話題は言い出せなくてな」

　ベルグリフはバツが悪そうに頭を搔いた。

　いよいよアンジェリンも本当の親が気になったのか、と思った。どうあっても義理の親子だ。彼女が自分の大元を求めるのも仕方があるまい。

　アンジェリンとは様々な話をしたが、本当の親、という話題はあまり口にしなかった。意図的にしなかったのだと自分で思う。自分の元からアンジェリンが離れてしまうような気がしたのだろう。

　しかし、こうやってアンジェリンからその話が出たとなれば、親としてやれる事は娘の思いに応えてやる事だろう。逃げていた事に、自分も向き合わなくてはならない。

「アンジェ……お前が望むなら、その……本当の親御さんを探しても……」

　だが、ベルグリフが言い終わる前に、アンジェリンはその胸に飛び込んだ。ぼろぼろ涙をこぼしている。

「いいの！」

「んん？　いや、アンジェ」

「いいの!!　わたしのお父さんはお父さんだけなの！」

　ベルグリフは涙ぐむアンジェリンの背中をそっと撫でてやった。

「……何か悩んでたんだね？」

「うん……」

　アンジェリンは言葉を選ぶように、たどたどしい口ぶりで話をした。

　マルグリットとの話で、自分の本当の親の事が気になり始めた事、そこから、ベルグリフが自分に何か隠し事をしているのではないかと疑念を抱いた事、シャルロッテやビャクに嫉妬を感じてしまった事、家族というものが分からなくなってしまったという事。

　ベルグリフは静かに、時折相槌を打ちながら聞いていた。そうして、全部話し終えたアンジェリンの頭を撫でてやった。

「そうか……よく頑張ったな」

「ごめんなさい……」

「謝らなくていい。ごめんな、気づいてやれなくて」

「ううん、わたしが勝手だったから……」

　ベルグリフは少し腰を落として、真正面からアンジェリンを見た。

「アンジェ、確かにお前は拾った子だよ。血のつながりはないかも知れない。だけど、お前は間違いなくお父さんの娘だし、お父さんにとっては何にも代えがたい一番大事なものなんだ。それだけは忘れないでくれ。な？」

「うん……」

「お父さんもな……お前が無理してないか心配だったんだよ。お前だってもう十八だし、あんまりお父さんの言った事に縛られてもいけないかなと」

「……それで、辛くないかって言ったの？」

「そう、だな……うん、そうだ」

「えへへ……わたしだって、お父さんの言う事ならなんでも聞くわけじゃないぞ！」

　アンジェリンはベルグリフに飛び付いた。首に腕を回してぶら下がる。

「お父さん！　言いたい事があったらちゃんと言ってね！　変に口ごもられたら不安になるもん！」

「はは、悪かった……でもそれはお前もだぞ」

「えへへ……」

　アンジェリンは地面に降りると、少し真面目な顔をしてベルグリフに向き直った。

「……それでね、大事な話があるの」

「うん？」

　アンジェリンは昨晩のヤクモたちの話をした。ベルグリフは眉をひそめ、腕を組んだ。

　向こうの方で鶏が鳴き、荷車のがらがらいう音が聞こえた。











六十七　部屋に戻って、事のあらましを









　部屋に戻って、事のあらましを聞いたカシムが呆れたような顔で笑った。

「やーれやれ、話になんないね。今んとこ拒否一択だよ」

「君もそう思うか」

　ベルグリフは確認したように頷いた。アンジェリンたちは首を傾げる。

「どうして？」

「考えてごらん。まず、その話が本当かどうかという証拠がない。政変があったのは確かだろうが、内情の細かいところまでは北部では情報が入らない」

「つまり、与太話でも誤魔化せちゃうって事さ。確認しようにも、わざわざルクレシアまで行くわけにもいかないでしょ？」

「……ヤクモさんたちが噓をついているって事ですか？」

　アネッサの問いに、カシムは肩をすくめた。

「さーて、どうだかね。そもそもロベール卿って本当に生きてんの？　本当に権力を取り戻した貴族なら、冒険者なんかに頼まないで自分で兵を出せばいいのにさ」

「そうだな。ロベール卿の名を騙かたった別人が依頼を出した可能性もある。ヤクモさんたちも騙されているのかも知れない。貴族からの依頼なら、封印の紋章さえきちんとしていれば、本人が出なくても信用される事もあるからね」

「いや、むしろ貴族からの依頼じゃ本人が顔を見せない事の方が多いよ。オイラもそんな事多かったしね。前金はずんでもらえれば、依頼人の素性なんか知らん顔の連中は多いね。一々面倒事に首突っ込んでらんないよ」

「ふむ……アンジェ、ヤクモさんたちはロベール卿本人に会ったって言ってたかい？」

「う、ううん……でも、したたかなおじさんだってルシールが言ってたから……会ってるのかも……知れない」

「へへ、もし会ってたとしても、そのロベール卿は本物かな？　ヤクモたちが依頼の前にロベール卿の顔を知ってたならともかく、怪しいねえ……シャル、ロベール卿ってそんなに特徴的な顔してんの？」

　シャルロッテは首を横に振った。

「普通のお顔……髪型もお髭も綺麗だけど、あんまり目立たなかった、と思う……」

「なるほどね。お前はそのおじさまの顔をはっきり思い出せるかい？」

「……ううん、ぼんやりと、だけ」

「ふふん、少しは付き合いのあったシャルでもこうだから、奴らがどっかで見たにしても、一度二度見かけただけの顔をそうそう覚えちゃいないでしょ。で、どう見る、ベル？　噂の浄罪機関が一枚嚙んでるか、それとも反教皇派の別の奴らか」

「浄罪機関だとすれば、俺たちからシャルを引き離す為の策略。ロベール卿以外の反教皇派の貴族だとすれば、神輿に担ぐ為だろうね。だが、反教皇派じゃない可能性もある。権力の簒奪を狙っている奴が他にいるかも知れない」

「へっへっへ、浄罪機関だか何だか知らないけど、オイラとアンジェが傍についてちゃ手が出せないもんね。別の貴族だとすれば、権威を保持するためのお飾りってわけだ。どっちにしても碌な事にはならないね」

「ただ、判断するには情報が足りないな……俺の感覚からすれば、ヤクモさんたちが噓をついている感じはしない。それに、そもそも彼女たちの言っているのは本当の事かも知れないよ？」

「ま、今の段階じゃあらゆる可能性を疑った方がいいね。焦って変な方向に行っちゃうのはまずいからねえ」

「ひとまず、俺たちもヤクモさんたちと話をしてみようか。考えるのはそれからだ」

「さんせー。ここで話してても埒が明かないや」

「いいね、みんな？」

　ぽかんとして見守っていたアンジェリンたちは、ただこくこくと頷いた。ベルグリフは頷いて立ち上がった。おどおどと落ち着かない様子のシャルロッテの頭に、ぽんと手を置く。

「大丈夫だよ、シャル。怖がらなくていい。一緒においで」

　優しく頭を撫でられたシャルロッテは、幾分か安心したように表情を緩めた。ベルグリフは微笑むと顔を上げた。

「みんな、すまんが荷物を馬車に積んでおいてくれるかい？」

　そうしてシャルロッテの手を引き、カシムと連れ立って部屋を出て行った。

　残された少女たちは呆然として顔を見合わせた。

「すごーい……ベテラン、って感じー……」

「ああ……二人ともあの情報から一瞬であそこまで推測したんだな……」

「……もっと頑張らないと、お父さんたちに笑われる」

　アンジェリンの言葉に、アネッサとミリアムは苦笑交じりに頷いた。

「ちょっとボケてたな、わたしら。高位ランクに胡坐あぐらかいてたみたいだ」

「うん。少し考えれば変なのにねー……あー、まだまだだなー」

　アネッサとミリアムは大きく息をついた。アンジェリンも口を尖らせる。

　剣の腕や、戦場における状況の読み合いなどにはまだ自信があったが、こういう戦いの場以外の判断をするにはまだまだ感情的になってしまう部分が多い。個人的な事で不安定になっていたから尚更だ。すんなりと相手の言う事を真に受けてしまうくらい、ヤクモたちと打ち解けていたのもあるだろう。

　ランクこそ高いとはいえ、まだまだ自分たちも学ぶ事が多いな、とアンジェリンは頭を搔いた。そして同時に、やっぱりベルグリフは尊敬できる父親だと嬉しくなった。

　ビャクがくつくつと笑った。

「高位ランク冒険者が聞いて呆れるなぁ」

「うるさい。黙って見てただけの癖に、偉そうな」

　珍しくアネッサが拗すねたようにビャクを小突いた。





○






　扉を叩くと、懐手をしたヤクモが出迎えた。

「来る頃じゃと思っとったわい」

「へへ、話が早くていいね」

　ベッドにルシールがちょこんと腰かけていた。テーブルと椅子が一セットに寝床が二つ。小さな部屋である。シャルロッテは不安そうな顔をしてヤクモを見上げ、それからベルグリフの手を握り直した。

「椅子が足りんですまんが」ヤクモは口元に手をやって視線を泳がした。「その顔は拒否といったところじゃな」

「事情はアンジェたちから聞いたよ。けど、その話だけじゃ到底受け入れられない」

「はは……そうじゃろうな。娘っ子たちは頭から信じたようじゃが、流石は〝赤鬼〟と〝天蓋砕き〟よ」

「へえ、アンジェたちを試したんかい？」

「ふふ、あれを頭から信じるくらいなら儂らに預けた方が安心じゃからな」

　ヤクモは悪びれもせずに微笑んだ。食えない相手だ、とベルグリフは思った。

「ともかく、もう少し詳しい事情を聞かせてもらいたくてね」

「願ってもない」

　ヤクモはルシールの隣に腰を下ろした。ベルグリフは椅子に座ってシャルロッテを膝に乗せ、カシムは壁に寄り掛かった。

「で、実際どうなんだい？　依頼主がロベール卿っていう確証はあんの？」

「それはある。実際に本人が依頼を持って来たからのう。でなければ、儂らも受けようとは思わんかったじゃろうな」

　ベルグリフは眉をひそめた。

「それは確かにロベール卿本人かい？」

「ふふ、疑り深いの。まあ、当然の疑いじゃな」

　ヤクモは煙管を取り出して咥えた。

「そも、儂らもこの依頼は簡単なもんじゃと思っとった。国を追われた薄幸のお嬢様を悪人から助け出して連れ戻す……じゃから、依頼主がどうかなど考えもせんかったよ」

「詳細を聞いたわけではないんだね？」

「うむ。バルムンク卿の娘が生きているらしい、という事はまことしやかにささやかれておったからの。なんせこんな世の中じゃ、世間知らずの幼い貴族の令嬢を、何の下心もない善人が保護するなどはなから考えておらんかったし、よしんばロベール卿が偽物だったとして、見ず知らずの貴族の令嬢がどうなろうが、儂らには知ったこっちゃなかったしのう」

　ヤクモは煙を吐き出して笑った。

「まったく、おんしらには呆れるやら感心するやらじゃ」

　実に冒険者らしい考え方だ、とベルグリフは思った。

　確かに、冒険者と貴族は折り合いが悪い。あくまで仕事のみの付き合いと割り切り、依頼主が善だろうが悪だろうが、きちんと依頼料さえ支払われれば後の事は知らぬ顔をするのは普通の事だ。貴族の政争に進んで関わりたがる冒険者などいない。

　シャルロッテがおずおずと口を開いた。

「見つからなかったって言っても駄目なの……？」

「普通の依頼じゃったら、な」

「ははーん」カシムが顎鬚を撫でた。「裏から回って来たね？」

「ご存知か。なれば分かっておるじゃろ？　冒険者ギルドから正規に回された仕事ならば、失敗しても精々評判が落ちる程度で済む。拠点を変えればそうそう食いっぱぐれる事もない。じゃが、非公式に裏から回って来る仕事がある。依頼料は法外じゃが、その代わりまず失敗できん。冒険者稼業を続けるのも難しくなるし、最悪こちらの命が危なくなるでのう」

　秘密裏に頼みたい仕事や、ギルドを通しては受理されない非合法な仕事など、裏には裏のネットワークがあるらしい。利が大きい分、リスクも高いようだ。

　そちらの世界には疎いベルグリフは、やや困ったように眉をひそめた。

「一度受けた以上、半端にはできないって事か……」

「左様。まあ、依頼主が儂らを騙していたり、情報をわざと出し渋っていたりすれば話は別じゃが、今のところその確証はない。不確定の要素の為にわざわざルクレシアまで戻って確認もできんし、儂らもそんなリスクは負いたくないでのう。それに少なくとも、儂らはロベール卿本人に会ったし……これを預かって来ておる」

　ヤクモは懐から何か取り出してテーブルに置いた。指輪だった。シャルロッテが手に取って見、息を吞む。

「おじさまの家紋……」

「そうじゃ。ルクレシア貴族の当主のみが持つ事を許されとる。ロベール卿も一家を構えるだけの貴族ではあったからのう」

　ルクレシアの貴族であるという事は、ヴィエナ教の聖職者であるという事でもある。一家を構えるほどの身分になると、恩寵の証として特別な指輪が下賜されるそうだ。それがこれであるとの事らしい。

「偽物が指輪だけ手に入れた、というならばそれまでじゃが、少なくとも現状で依頼主の真偽を判断するには十分事足りると思うが、どうかな？」

「さてね。オイラたちはルクレシアの内情をよく知らないからなあ。お前らが自分に都合の良い事だけ言ってる可能性もあるしね、へへへ」

「少なくとも、現状は君たちの言葉しかルクレシアの事を知るすべがない。だからまだ判断でき兼ねるな……俺たちにとっても軽々しく扱える話じゃないからね」

　ヤクモは肩を落とした。

「用心深い人たちじゃ……まあ、おんしらを簡単に説得できるとも思っとらんし、まして実力行使で勝てるとも思わん。じゃが、儂らにも通さねばならん筋があるし、悪人ではないと思っとるが善人でもない。そちらの事情ばかり加味しておれん。答えがどちらにせよ、結論は出してもらいたいが」

「……どちらにしても、俺たちはシャルを危ない目に遭わせたくはない。万全でない限りは、首を縦に振るつもりはないよ」

「お父さま……」

　シャルロッテが嬉しそうに上目遣いで見上げた。

　その時、後ろでずっと黙っていたルシールが口を開いた。

「〝覇王剣〟パーシヴァル」

　ベルグリフとカシムは目を剝いた。ルシールは目をぱちくりさせた。

「この情報と引き換えなら、どう？」

「……与太話じゃないの？」

「……前に知らないと言っていたね？」

　ルシールはふんふんと鼻を鳴らした。

「情報は冒険者の武器……そう軽々となんでもかんでも教えない。しーくれっと」

「ハッタリかましたって駄目だよ」

「枯草色の髪」

　ぴくり、と眉を動かした。

「……パーシーは英雄譚のある冒険者だ。それくらいは知っていてもおかしくない」

「喉がちょっと悪くて、いっつも匂い袋持ってる。カミツレ、アルメア草、ナツメモドキ……あとエーテルオイルがほんの少し」

「……まだ持ってるのか」

「おいおい、マジかー……」

　カシムが山高帽を顔にずらした。その時部屋の戸を開けてビャクが顔を出した。

「馬車が出るぞ」

　ヤクモが立ち上がった。

「儂らは焦ってはおらんよ、ベル殿。いい返事を期待しておるよ」

「……ろーはんまーせ」

　二人は部屋を出て行った。シャルロッテは駆け出してビャクにすがりついた。ビャクは眉をひそめてシャルロッテの頭に手をやった。

「なんだ、お前は……話はついたのか？」

「いや、まだだ……シャル？」

　シャルロッテは見返ってベルグリフを見、ぱたぱたと部屋を駆け出して行った。ビャクは怪訝そうな顔をしてその後を追って行った。

　ベルグリフは嘆息した。カシムがぼりぼりと頭を搔く。

「駄目な大人だなあ、オイラたちは」

「……カシム、よしんば彼女らがパーシーの情報を持っていても」

「言うなよ。シャルと引き換えにするわけないでしょ。それはパーシーの話とは別もんだよ。しっかし、中々やり手だなあ、あいつら。攻め際引き際を分かってるよ。アンジェたちじゃ確かに荷が重かったね」

「……俺たちがしっかりしなくちゃいかんな」

　ベルグリフは立ち上がった。何を見返りにされようと、不安要素のある所に引き渡すつもりはない。それをシャルロッテ自身にもきちんと伝えておかなくては。

　カシムが山高帽子をかぶり直した。

「けど、まだあの匂い袋持ってるんだね、パーシーの奴」

「君とサティが調合したんだったな……物持ちのいい奴だ」

「へへ、ひとまずまだ生きてるらしいね。それが分かっただけでも儲けもんだ」

「ああ……行こうか、みんなを待たせてる」
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　シャルロッテはアンジェリンの膝に乗って、ずっと俯き気味に黙っている。アンジェリンは何と言っていいのか分からずに、落ち着かなげに視線を泳がしていた。アネッサもミリアムも同様だし、ヤクモはもちろんいつも騒がしいルシールまで静かだ。

　今日は全員まとまって馬車に乗らなかったから、ベルグリフたちともヤクモたちとも少し離れた所に座っている。

　ベルグリフは、シャルロッテを引き渡すつもりはない、とはっきり言った。きっとそうだろう。ヤクモたちがパーシヴァルの情報を引き換えにしても、きっとそんな事で意志を曲げたりしないだろう。

「……大丈夫」

　アンジェリンはシャルロッテをぎゅうと抱きしめた。シャルロッテはくぐもった声を上げた。

「お姉さま……」

「心配しないで。あなたをルクレシアに戻したりしない」

「……うん」

　それでも、シャルロッテは不安そうに俯いた。

　隣に座ったアネッサが心配そうにシャルロッテを覗き込む。

「何かあるなら、溜め込まずに言いなよ？　一人で抱えてても辛いだけだぞ？」

「うん……ありがとう、アーネ」

　シャルロッテはちらとベルグリフたちの方を見た。ベルグリフとカシムは、隣り合って何か話し合っているようだった。アンジェリンがその頭を撫でる。

「平気……お父さんたちに任せておけば」

「……わたし、邪魔になってないかしら？」シャルロッテは俯いた。「お父さまたちがパーシーさんに会う事を邪魔してるんじゃないかなって……わたしが素直にヤクモたちに付いて行けば、パーシーさんの情報も……」

「駄目だよ」

　アンジェリンはシャルロッテの頰をつねった。

「そんな事考えちゃ駄目。そんな事してもお父さんたちは喜ばないよ……？」

「でも……でも……」

　シャルロッテは涙ぐんで両手で顔を覆った。アンジェリンはそっとシャルロッテの頭を撫でてやった。

　気持ちが分からないではない。そんな風に考えるのは、シャルロッテがベルグリフの事を好いている証拠だ。だからこそ意に沿わないルクレシア行きなど、アンジェリンとしても断乎として許せるものではなかった。

　ルクレシアの事はよく知らないけれど、貴族の政争が激しいというだけで、アンジェリンの不信感は募った。エストガル大公の屋敷に行っただけでもうんざりしたのだ。国を挙げての政争など碌なものではないに決まっている。

　ちらりとヤクモたちの方を見た。ヤクモは向こうの風景をぼんやりと眺めており、ルシールは干し肉のようなものをかじっていた。

　ヤクモたちの事が嫌いなわけではない。こんな出会い方でなければ、素直に良い友達になれた筈だ。それが却って辛い部分もあるけれど、だからといってシャルロッテを渡すなど嫌である。知らず知らずのうちにアンジェリンはシャルロッテに回した腕の力を込めていた。

　陽が暮れる前にボルドーの町が近くなった。乗合馬車はここまでだ。ボルドーでトルネラ方面の雪解けの状況を確認し、改めて旅程を組む。足止めを食らうかも知れないし、すぐに出られるかも知れない。しかし今のところは分からない。

　ボルドー家の屋敷に行く事も考えたが、屋敷は町から少し離れている。まだ明るいけれど、荷物は多いし、行くには少し面倒な気がする。

　それに、シャルロッテとビャクはボルドー家への挨拶が最重要課題だ。少し心の準備をしなくてはならないだろう。

「……色んな事が重なるなあ」

　荷物を下ろしながらアンジェリンは独り言ちた。しかし、自分は当事者というわけではない。小さなシャルロッテの双肩にのしかかる重圧を考えると、何だかいたたまれなかった。

　そこにベルグリフがやって来た。

「それで最後かな？」

「うん……ねえ、お父さん」

「なんだい？」

「……ルクレシアにはやらないよね？　シャルは一緒にトルネラに行くよね？」

「ああ、大丈夫だ」

　ベルグリフは微笑んでアンジェリンの髪の毛を乱暴に揉んだ。

「アンジェ、お前はあの子の傍にいてあげてくれ。自分の罪滅ぼしもあるし、きっと辛い筈だ。他の事はお父さんとカシムに任せておきなさい」

「……うん、分かった！」

　きっとベルグリフに任せておけばいい。アンジェリンは足早に宿の中に入った。











六十八　口から吐き出された煙がゆらゆらと漂って、少しずつ









　口から吐き出された煙がゆらゆらと漂って、少しずつ溶けるように消えて行った。それをぼんやりと眺めていたヤクモは煙管の灰を落とすと、気が滅入ったようにテーブルに頰杖を突いた。

「参ったのう……」

「わたしら悪役だね、ひーる、べいべ」

「ちぇっ、この世の中、あんな人の好い連中がいるとは思わんかったわ……あーあ、こんな仕事受けるんじゃなかったのう……」

「昔の人は言いました。後悔先に立たず。悔やむ阿呆なら踊らにゃ損損」

「やかましい。くそ、こんなに後味の悪い仕事は久しぶりじゃ……」

　ヤクモはイライラした様子でまた煙管に煙草を詰めた。ルシールはごろんとベッドに横向きに転がる。

「カシムさんはわたしらを信用しきってないからまだアレとして……試すような真似をして、悪かったかな？」

「あん？　ああ、ベルさんか……まあ、あれで情報欲しさにシャルを渡すような人間なら逆によかったんじゃがのう……まったく、下心のない人間ほど扱いにくい相手はないわい」

　ヤクモは胸いっぱいに煙を吸い込み、少しむせるようにして吐き出した。ルシールは仰向けになって天井を見た。

　彼女たちも冒険者稼業は長い。正規ルートではなく、裏から回って来る仕事を任されるくらいには腕利きであるし、潜くぐって来た修羅場の分だけ度胸もある。

　だが、それが却って今回の困惑を呼んでいた。

　裏から回って来るような仕事は、大抵は悪人が悪人を狙うような依頼が多い。そのせいもあってか、人を助けるのも暗殺するのも、特に心が動くような事はなかった。自分たちの仕事が後になって貴族の政争に一石を投じる事になろうとも、その結果流血沙汰になる事があろうとも、仕事さえ終われば後は知らぬ顔で通したものだ。

　それがどうしてか今度ばかりは後味が悪くて困る。

　いつもならばシャルロッテをルクレシアまで連れ戻して依頼料を貰い、後は知らん顔だ。ルクレシアで誰が権力を持とうが、シャルロッテが飼い殺しのように神輿みこしに担がれようが、知った事ではない筈だった。

　しかし、国を追われて邪教の手先になっている筈の少女は、信頼できる大人たちに囲まれて幸せそうに笑っている。ルクレシアに連れ帰る方が、碌な目に遭わないよう思えるくらいだ。悪人から助け出すという、自分への言い訳のような大義名分すら立たない。

「いっそロベール卿が悪人ならいいのにね」

「そう都合よくはいくまいよ。それにしても流石は〝覇王剣〟の元仲間じゃな。一筋縄ではいかん。シャル自身が行くと言わない限りは……」

「……でも、ベルさんたちの言ってた事も一理あるよ。わたしらも騙されてるんじゃないかな？　シャルを送り届けたとして、ロベール卿が悪人で、君はそれでいいの？」

　ヤクモは嘆息した。いっそロベール卿が偽物なら、と彼女も思わないではない。しかし、ルクレシアの指輪は正当な受け継ぎの儀式を行わない限り、持ち主の命と連動している。ロベール卿が死んでいるならば指輪はない筈である。ゆえに、あの指輪はロベール卿を本物とする強い根拠になっていた。

「それを言い出しては切りがあるまい。これは仕事じゃ。割り切るしかない」

「わたしはシャルが好き。一緒にしぇけなべいべしたい……」

「私情を挟み過ぎると早死にするぞ？」

「らいひずべりぃしょう。それもまたろっけんろー」

「……結局おんしはどうしたいんじゃ」

「確かめたい。ちぇけ」

　ルシールはごそごそと胸元をまさぐり、服の中に入っていた首飾りを引っ張り出した。青白い水晶が下がっている。ヤクモは顔をしかめた。

「そりゃ一方通行じゃぞ。向こうからしか連絡は来ない筈じゃし、北部に来てから一度として連絡がないではないか」

「頑張る」

「やめんか。おんしがひっくり返って迷惑するのは儂じゃ。それにどうせくたびれ損に決まっとる」

「むう」

　ルシールは不満げに口を尖らしたが、やはり無理だとは思っていたらしい、大人しく元通り首飾りをしまった。だがそれでも諦めた様子はない。何か考えるように視線を泳がして左右に揺れた。

「……カシムさんたちに協力してもらう、とか？　あの人とミリィにゃんが一緒ならこっちからも通るかも」

「無駄じゃよ。仮に通ったとして、それで相手が本当の事を言う保証なんぞあるまい。その上真実を語ったして、それで何の裏もない依頼だったらどうする？　いよいよ戦うしかなくなるぞ？」

「……味方にする人を間違えちゃいけないと思う」

「これから田舎に帰ろうっちゅう連中を味方にしてどうする。儂らも田舎に引っ込めっちゅうんかい」

「うー……わんわん」

　ルシールはごろりと転がり、枕に顔をうずめて足をバタバタさせた。ヤクモはため息と一緒に煙を吐き出した。

「もどかしいのは儂も一緒じゃ。ともかく、向こうの返事を待とうではないか」

　窓の外で賑やかなボルドーの夜が更けて行く。





○






　冒険者ギルドに出向いたベルグリフは、ギルドマスターであるエルモアを伴って宿まで戻って来た。ボルドー家の屋敷まで行くための馬車の手配を頼んだのである。

　エルモアは再会を喜び、事情を聞いてシャルロッテたちに同情した。彼はあの騒動をマルタ伯爵の仕業であると思っており、シャルロッテたちには特別悪い感情を持っているわけではないらしい。

「すみませんなエルモア殿。無理をお願いして」

「何をおっしゃいますベルグリフ様。他ならぬあなた方の頼みであれば断りなどいたしません」

　部屋の戸を開けると、アンジェリンたちがこちらを向いた。

「あ、エルモアさん」

「ご無沙汰しております、アンジェリン様、皆様」

　エルモアは相変わらずの柔らかな物腰で、にっこりと微笑んだ。

「事情はお聞きしました。あの事件は痛ましいものでしたが、違たがえた道を正そうという子供たちを突き離す道理はありません。私も口添えいたしましょう」

「ありがとう……ほら」

　アンジェリンはそっとシャルロッテの背中を叩いた。シャルロッテはおずおずと歩み出た。

　シャルロッテは髪の毛を結い上げて、帽子をかぶって、なるべく目立たないような恰好をしていた。ボルドーの騒動の時はマルタ伯爵と一緒に颯爽と現れてハリボテの魔王を払ったのだ。アルビノの外見も手伝って、見たらそれと気づく者がいるかも知れない。

　俯いてもじもじしているシャルロッテを、アンジェリンが優しく撫でてやった。

「大丈夫だよ……」

「あの……わたし……その」

　シャルロッテはそっと頭を下げた。

「ごめんなさい……」

「憑き物が取れたような顔ですね」

　エルモアは笑ってシャルロッテの頭をぽんぽんと叩いた。シャルロッテはぼろぼろ涙をこぼした。

　アンジェリンはホッとしたように表情を緩め、今度はビャクを引っ張り出した。

「お前も謝らなきゃ駄目……」

「……すまん」

「もっとちゃんと」

「いえいえ、構いませんよアンジェリン様……君には痛い目に遭わせてもらいましたねえ」

　くつくつと笑うエルモアに、ビャクはバツが悪そうに頰を搔いた。

「……悪かった」

「はは、よければ今度君の魔法を調べさせてもらいたいですね……さて、馬車を手配してあります。ヘルベチカ様は屋敷におられる筈ですから、早速参りましょうか」

　シャルロッテは緊張した面持ちで頷いた。ベルグリフは顎鬚を撫でた。ヘルベチカが容赦なくシャルロッテとビャクを断罪するとは思いたくはない。しかし、領主としての立場というものもあるだろう。そうなれば、ヘルベチカという個人ではなく、ボルドー伯として判断を下すかも知れない。そうなった時、自分たちはどうするべきだろうか。

「……なるようにしかならんな」

　何とかやれるだけの力を尽くす。シャルロッテたちの反省の気持ちが伝わるかどうか、それは彼女たち次第だ。

　シャルロッテと一緒に行こうとするアンジェリンを、ベルグリフが呼び止めた。

「別の馬車で行こう。シャルたちはエルモア殿とカシムに任せる」

「どうして……？」

「アンジェもお父さんもここじゃ有名になっちゃっただろう？　あの子たちと一緒に行っちゃ、要らぬ注目を浴びるからね」

「……そっか。確かに」

　サーシャの喧けん伝でんと、前の騒動の活躍で、アンジェリンとベルグリフの名はボルドーに知れ渡っていた。昨晩もこちらを知っている冒険者たちに声をかけられ、ひやひやしながらシャルロッテたちだけ急いで部屋に行かせたものだ。

　誰もがエルモアのように理解があるわけではない。あの騒動の噂はまだまことしやかにささやかれている。シャルロッテやビャクの姿を覚えている者たちもいるだろう。アルビノの少女などそうはいない。事実がどうあれ、感情が先行しては冷静な話し合いなどできない。

　先の馬車が出たのを確認してから、ベルグリフはアンジェリン、アネッサ、ミリアムと一緒に、追いかけるようにして別の馬車で屋敷に向かった。ボルドー家の覚えめでたい一行だと誰もが知っているから、見られこそしたが不審には思われなかっただろう。

　屋敷の前に行くと、シャルロッテたちが待っていた。アシュクロフトが一緒に立っている。なんだか片付かない表情である。

「皆さん、ご無沙汰しております……しかし、なんとまあ数奇な巡り合わせですな」

「すみませんなアシュクロフト殿……ヘルベチカ殿にお目通りできますでしょうか？」

「それはもちろん……どうにも事情が分かりませんが、危険はないのですね？」

「ええ。その点は心配しなくとも大丈夫です」

「まあ、エルモア殿もおられますし、大丈夫だとは分かっておりますが……まったく、あなた方はいつもこちらを驚かせてくれますな」

　アシュクロフトは眼鏡の位置を正し、ちらりとシャルロッテとビャクを一瞥した。警護の兵士たちも困惑したように顔を見合わせたりひそひそと話をしていたりする。シャルロッテは居心地が悪そうにアンジェリンの傍に寄り添った。

「では、こちらに」

「オイラはここで待ってるよ。こういうお屋敷は苦手でね」

　カシムはそう言って屋敷の前の柱に寄り掛かった。アシュクロフトが怪訝そうな顔をしてベルグリフにささやいた。

「彼は何者ですか？」

「私の古い友人でして……礼儀がないもので申し訳ない」

「ふむ……まあいいでしょう」

　アシュクロフトの案内で屋敷の中を行く。凄惨な戦いの傷跡は拭い去られ、無骨ながらも品の良い屋敷の様相がすっかり戻っていた。これを見ても、ヘルベチカの人望と手腕が見て取れる。

　アンジェリンが隣のシャルロッテの手を握り直した。

「……怖い？」

「……大丈夫」

　シャルロッテは大きく息を吸って前を見た。

　書斎に通された。奥の執務机にヘルベチカが腰を下ろしていた。脇にセレンが控え、書類などを検あらためている。二人は一行に気付くと驚いたように表情を緩め、次いでシャルロッテとビャクに目を留めて口を結んだ。

「……ベルグリフ様、アンジェリン様、ようこそいらっしゃいました」

「突然の訪問の不躾をお詫びします、ヘルベチカ殿」

「構いませんよ」ヘルベチカは息をついて小さく笑った。「説明してくださいますね？」

「もちろんです。その為に来たようなものですから」

「やれやれ」

　ヘルベチカは困ったように嘆息し、いたずら気に微笑んだ。

「留守の時に来たり、驚くべき訪問者を連れて来たり、ベルグリフ様はいつもわたしを翻弄してくださいますね」

「……申し訳ない」

　ベルグリフは頭を搔いた。

「席を用意しましょう。セレン……セレン？」

　ジッとシャルロッテを睨んでいたセレンが、ハッとしたように頭を小さく振った。

「はい、すぐに」

　セレンが控えていたメイドや使用人に指示して、書斎の中に人数分の椅子が運び込まれた。各々が腰を下ろす。

　ヘルベチカは柔和な表情で、しかし目だけは鋭くシャルロッテたちを見据えていた。

「さて、説明していただきましょうか」

　ベルグリフは頷き、シャルロッテたちの言も交えながら話をした。

　ボルドーの騒動以降のシャルロッテたちの足取りに始まり、ルクレシアの政争や浄罪機関の事、オルフェンでの襲撃の事、何とか罪滅ぼしをしたいと考えていて、ここまでやって来た事。

「……やった事が消えるわけではありません。しかし、この子たちはまだ子供です。あまり責め立てて未来を奪う事は、一時の溜飲を下げる以外に意味はないと思います。どうか許してやってはもらえませんか」

「私も同意しますよ、ヘルベチカ様。それに、あの騒動を画策したのはマルタ伯爵です。この上、この子らに罪を負わすのは酷ではないかと思います」

　エルモアもそう言った。シャルロッテは震えながら頭を下げる。

「わたし……わたし……あの、ごめんなさい……許してもらえるなら、何でもします……」

　ビャクも黙ったまま頭を下げた。

　ヘルベチカは嘆息した。

「何でも、と言われても困りますね。その細腕で何ができると？　それにもう屋敷や町の復興はあらかた済みました。あなたたちの助けなど必要ありません」

「う……」

　シャルロッテは俯いて黙りこくった。その時、アンジェリンが居ても立ってもいられなくなった様子で身を乗り出した。深々と頭を下げる。

「ヘルベチカさん、お願い。シャルとビャクを許してあげて。わたしも謝るから。お願いします」

　アンジェリンにならうように、アネッサとミリアムも頭を下げる。ベルグリフは目を伏せた。

「……ヘルベチカ殿、私からも頼みます。どうか」

　しん、とした中、ヘルベチカはくすりと笑った。

「もう、ボルドーの恩人の方々に頭を下げさせて……これじゃわたしが悪者みたいじゃないですか」

　ヘルベチカは真っ直ぐにシャルロッテを見つめた。

「ボルドーの領主としては、軽々しくあなたたちを許すわけにはいきません。それは領民たちを軽んじる事であり、無責任な事だからです」

「はい……」

　シャルロッテは恐縮したように体を小さくした。ヘルベチカはにっこりと微笑んで立ち上がり、シャルロッテの肩に手を置いた。

「……けれど、あなたたちが犯した間違い以上の正しい行いを続けるというなら、ただのヘルベチカ・ボルドーとして、あなたたちを許しますよ」

「あ……あう……」

　シャルロッテはぼろぼろと涙をこぼし、しゃくり上げた。アンジェリンはホッとしたように脱力した。

「……ありがとう、ヘルベチカさん」

「ふふ、ボルドー家の恩人の皆さんに頼まれては許さないわけにはいかないでしょう？　皆さんが一緒なら、きっとこの子たちも間違った道には行かないでしょうしね」

「しかし、あまり町には出ない方がいいでしょうな。まだ記憶が薄らいだわけではないですから、騒ぐ者が出るやも知れません」

　アシュクロフトが言った。ヘルベチカは頷く。

「そうですね。無用の混乱はわたしたちも望むところではありません。当面はここにいてもらう事になりますが、いいですね、シャルロッテ？」

「はい……」

　シャルロッテは何度も頷いた。ヘルベチカは微笑むとセレンの方を向いた。

「部屋を用意させなさい。嬉しい客人です、丁寧におもてなしなさい」

「……いいのですか、それで」

「セレン……？」

　くっと唇を嚙むようにしていたセレンはシャルロッテとビャクを睨んだ。

「確かに、許すべきなのかも知れません。でも……でも、彼女たちはお父さまの遺体を弄んだのですよ？」

「あ、あ、わた、わたし……」

　シャルロッテはしどろもどろになって目に涙を溜めた。アンジェリンがかばうように身を乗り出した。

「違うよセレン、あれだってマルタ伯爵がそうしろって……」

「頭では分かってるんです！」

　大きな声に、その場にいた全員が息を吞んだ。セレンは頰を染めて涙をぼろぼろこぼした。
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「こんなの子供の理屈だって……でも、あの光景を思い出すと……わたし……」

「セレン」

　ヘルベチカが凜とした声で言い放った。

「あなたの気持ちも分かりますが、それはただの我儘です。今は頭を冷やしなさい」

　セレンは頭を下げて立ち上がり、足早に部屋を出て行く。咄嗟に追いかけようと立ち上がったシャルロッテの肩を、ベルグリフが摑んだ。黙ったまま首を横に振る。シャルロッテは涙ぐみながらも俯いて、すとんと腰を下ろした。ヘルベチカは困ったように笑ってベルグリフの方を向いた。

「申し訳ありません、見苦しいところを」

「いえ、セレン殿の心中、お察しいたします。辛い事を思い出させてしまったようで申し訳ございません」

　ベルグリフは頭を下げた。ヘルベチカは苦笑しながら目を伏せた。

「優しい子ですから、気持ちの整理ができないのでしょう。一晩眠れば落ち着く筈……」

　しかしビャクが立ち上がって、シャルロッテの手を摑んで立たせた。

「おい、ビャク？」

　ビャクは相変わらずのムスッとした顔つきでベルグリフの方を見た。

「セレンを放っておいていいのか」

「感情的になっている時は落ち着いて話ができないだろう。落ち着いた頃に俺がきちんと」

「許してもらうべき相手から逃げて、許しを請う事になるかよ。相手がこっちに怒っているからこそ、こっちは真正面から謝らなきゃいけないんじゃねえのか。それがけじめだろう」

「む……」

　予想外の言葉に、ベルグリフは思わず口ごもった。シャルロッテやビャクが傷つかないようにと考えていたつもりだったが、子供たちは自分が思った以上に物事を理解しているらしい。

「……そうだな。その通りだ」

「……あんたが俺たちの事を考えてんのは分かる。だが、これは俺とこいつの問題だ。自分たちでけりをつけるべきだ。なんでもやってもらっちゃ恰好がつかねえ」

　そう言ってビャクは立ち上がった。ベルグリフは目を細める。

「どうするつもりだ？」

「話す。こいつの生い立ちから何もかもな。その上で謝る。本当に理解してもらって許してもらうってのはそういう事だろ。相手が落ち着いてるとかそうじゃないかとか関係あるか」

「わたしも行く」

　アンジェリンが立ち上がった。ビャクは眉をひそめる。

「だから、これは」

「お前は不愛想。シャルは泣いちゃうかも。わたしがいなきゃ心配。シャル、行くよ」

　ビャクが何か言う前に、アンジェリンはシャルロッテの手を引いて部屋を出て行った。ビャクは舌を打ったが、それでも早足で後を追う。

「……よろしかったですか、ヘルベチカ殿」

「ええ」

　ヘルベチカは微笑んだ。

「あれで、あの子たちは許すべきだとはっきり理解いたしました」

「しかし、セレン殿がより傷つきはしますまいか」

「そうかも知れません。あの子は賢いし他者を思いやる気持ちも強いんです。しかし、だからこそああいう風に感情を露わにして生身の人間と向き合う機会に乏しい……ビャクとシャルロッテが強い子でよかった。これは良い機会なのだと思いますわ」

「……子供はいつか大人になるものですね。私が余計な気を回すべきではなかったかも知れません」

　ベルグリフはそっと目を伏せた。大人の気遣いは時として子供の成長を妨げる事もある。これはビャクやシャルロッテだけでなく、セレンにとっても成長の機会なのかも知れない。それを奪おうとしていた事に、ベルグリフは恥じ入るような気分だった。

　ともあれ、もう自分の出る幕ではない。間を取り持つのは娘が上手くやるに違いない。あとは二人の頑張りだけだ。セレンだってきっと乗り越えられる筈である。

　ヘルベチカはふふと笑った。

「しかし驚きましたわ、まったく。あの子たちの為にわざわざここまで？」

「いえ、その為だけではありません。トルネラに戻る途中でして……雪解けの状況はいかがなものでしょうか？」

「そうですね、もうロディナまでは行き来できるようですから、あと一週間もすればトルネラにも行けると思いますわ」

「そうですか……よかった」

「ふふ、それまではゆっくりして行けるのでしょう？　またお話を聞かせてくださいな」

「ええ、喜んで……しかし、少しまだ問題が残っておりまして……カシムを呼んで来ないとな」

「あ、わたしが行って来ますよ」

　立ち上がろうとするベルグリフを制して、アネッサが部屋を出て行った。ヘルベチカは不思議そうな顔をして首を傾げた。

「何かあったのですか？」

「実はルクレシアの情報を知りたいのです。半年ほど前に政変があったそうですね」

「ええ、聞き及んでいます。しかし、なぜルクレシアの？」

「シャルロッテの事なのです」

　シャルロッテがルクレシアの枢機卿の娘だという事を聞いたヘルベチカは、口元に手をやって眉をひそめた。

「なるほど……反教皇派の粛清の話は聞いています。まさかここでつながるとは……アッシュ、ルクレシアに関する情報は？」

「半年前の政変の情報もある程度入っています。しかし、ルクレシアの事はあまりボルドーとは関係がありませんからな……どの程度有用なものかは調べてみない事には」

「調べなさい。反教皇派がどの程度の権勢を持っているのか。特にバルムンク卿とロベール卿周辺の事を念入りに。エルモア様、ギルドの方にも何か情報はございませんか？」

「調べてみましょう。失礼いたしますよ」

　アシュクロフトとエルモアは出て行った。入れ違うようにアネッサに連れられたカシムが入って来る。

「はは、このお屋敷窮屈じゃなくていいね。大公家の屋敷は綺麗過ぎて落ち着かなくてさあ」

「……そちらは？」

「私の古い友人でカシムといいます。カシム、こちらはヘルベチカ殿だ。ボルドー家の当主で伯爵だよ」

「おんや、お若いのに。どうも、カシムです。よろしく」

「ヘルベチカ・ボルドーと申します。お見知りおきを、カシム様」

　ヘルベチカはスカートをつまみ、自然な動作で優雅にお辞儀した。カシムは照れたように山高帽に手をやった。

「こういうの慣れないなあ……」

「何言ってるんだ、いい歳して……今、ルクレシアに関する情報を調べてもらってる。それ次第でこちらの出方を考えよう」

「へえ、そりゃ助かるね。けど、ルクレシアから離れた北部の町で情報なんか手に入るの？」

　ヘルベチカは少し自慢げに笑った。

「ふふ、ここ一年の間に、領内外のあちこちに人を放って情報網を張り巡らせたんですよ。マルタ伯爵の陰謀があってから、少し用心深くなりまして。ギルドの協力もありますから、そこらの情報屋よりも正確なものが扱えると思いますよ？」

「……おっそろしいねーちゃんだね。でもそれ教えてよかったの？」

「あっ…………その……内密にお願いしますね？」

「ヘルベチカ殿……」

　ベルグリフは呆れたように嘆息した。アネッサたちがくすくす笑う。抜けているんだか、こちらを完全に信頼しきっているからか、ともかく少し危なっかしい。

　ヘルベチカは慌てたように視線を泳がせ、それから姿勢を正した。

「こほん……ひとまず、ルクレシアの権勢の内情、それに伴って反教皇派内部の力関係まで手に入れば上々といったところでしょうか」

　カシムは山高帽をかぶり直してにやりと笑った。

「いいね。察しがよくて助かるよ。でもそこまで手に入るかな？」

「ふふ、貴族には貴族のやり方があるのですよ。さて、情報が入るまでは少しお休みくださいな。お茶を淹れさせますから」

「ありがとうございます。そういえば、サーシャ殿はどうされたのですか？」

「ああ、あの子はヘイゼルまで巡察に行っているんです。もう今日か明日あたり帰って来ると思いますよ」

　いずれにしても、少し話が進展しそうである。同じ貴族同士であるから、何かしらの情報があるかと思って尋ねたが、思った以上に話が早い。

　ありがたい事だ、とベルグリフは少し力を抜いて椅子にもたれた。

　シャルロッテたちはどうなっているかな、と思った。





○






　扉をノックすると、思ったよりも落ち着いた声で返事があった。静かに開けて中に入ると、セレンは窓辺の椅子に腰かけていた。少し泣いたのかまだ目が潤んでいて赤い。入って来たアンジェリンを見て、小さく笑った。

「すみません、アンジェリンさま……お見苦しいところを」

「ううん、そんな事ない。セレンの気持ち、わたしだって分かるよ」

　あの時、もしベルグリフがアンデッドにされたら、と想像しただけで涙が止まらなくなった事を思い出す。だからセレンを責めようなどとは思いも寄らない。

　しかし、それでも、とアンジェリンは突っ立ったまま少しもじもじしたが、やがて口を開いた。

「あの……二人の事、どうしても許せない……？」

　セレンは目を伏せて考えるように少し俯いた。

「……分かりません。頭ではあの子たちを恨むのは筋違いだと分かっているんです」

「連れて来てるの。ドアの向こうにいる」

　セレンは眉をひそめた。

「……駄目ですね、わたし。冷静でいなくちゃいけないのに、こんな……」

「シャルもね……お父さんとお母さんと殺されてる」

　セレンは目を開いてアンジェリンを見た。アンジェリンは真っ直ぐにセレンを見た。

「わたしも最初は許せなかった。オルフェンで二人を見つけて、問答無用で殺すか兵士に突き出すかしようか思った……でもシャルの話を聞いて、悲しかったんだろうなって思って……悲しみのどん底に落ちた人がどんな事を考えるかはわたしには分からないし、自分が辛かったからって何をしてもいい事にはならないけど……でもあの子の話を聞いて欲しい。その上で、許すか許さないか決めて欲しいんだ」

　アンジェリンはセレンに頭を下げた。

「お願い、セレン」

「アンジェリンさま……」

　セレンは少し目を伏せていたが、やがて頷いた。

「分かりました。わたしも逃げるべきじゃありませんよね」

「……ごめんね、辛い思いさせて」

「いいえ。ここで逃げてはお姉さまも失望しますし……わたしも自分が嫌になりそうですから」

　アンジェリンが扉の外に手招きすると、シャルロッテとビャクが入って来た。ビャクが深々と頭を下げる。

「……押しかけてすまない。本当は二人だけで来ようと思ったんだが」

「いえ、アンジェリンさまがいなければ無下に追い返したかも知れませんし……ごめんなさい、今度は怒鳴ったりしませんから」

　セレンは眼鏡の位置を直してシャルロッテを見据えた。シャルロッテがおずおずと歩み出て頭を下げる。

「ごめんなさい。わたし、ひどい事を……」

「わたしはあなたたちの事をまだ許せていないのだと思います」

「はい……」

「だから許せるように、話してください。どうしてあんな事をしたのか。した上で、どんな事を考え、またここに来ようと思ったのか」

　セレンはそう言って椅子を勧めた。

「……あなたも両親を亡くしたそうですね。ゆっくりで構いませんから」

　シャルロッテは涙ぐみながら、それでもはっきりした口ぶりで自らの生い立ちと遍歴を説明した。時折ビャクが補足するように口を挟んだが、概ねシャルロッテが喋っていたと言っていい。

　何不自由ない豊かな生活が一変し、両親と死に別れてみじめな遍歴を続けた事。その為に復讐心と憎悪に突き動かされ、曇った視界で他人を恨み続けていた事。

　しかしボルドーで負けた事によって自らの過ちに気付き、後悔が心を覆い尽くした事。アンジェリンの元に来てからは自分なりに罪滅ぼしを続けていた事。どんなバツを受けてもいいから、ボルドーに謝りに来たいと思っていた事……。

　話が終わりに近づくにつれ、険しかったセレンの表情が和らいだようだった。代わりというように、話しているシャルロッテは涙で顔がくしゃくしゃになっていた。

「あの時は、とにかく誰もが、何もかもが憎くて、どうして自分は幸せじゃないんだって。だからあんな、残酷な事も…………ごめんなさい」

　セレンは微笑んで、そっとシャルロッテの頭に手をやった。

「……わたしもあなたたちが憎かった。マルタ伯爵の事も憎みました。昨日までの幸福が、あの一晩で打ち壊されたような気分だった……ようやく自分の中で整理できていたお父さまの死も、あれで呼び起こされてしまったような感じで」

　シャルロッテは悲愴な表情でぼろぼろと涙をこぼす。しかしセレンは淡々と続けた。

「……憎しみが視界を曇らせるのは本当ですね。今だって、あなたたちへの憎しみで考えが狭くなっていた。わたしもあなたと同じ立場だったら……幸福そうな人々を理不尽に憎んで、残酷な事にも手を染めたかも知れません」

「でも、でも……」

「……やった事は消えません。けれど、わたしがあなたたちを憎む理由はなくなったと思います。シャルロッテ、辛かったんですね」

「セレン、さまぁ……」

　シャルロッテは泣きながらセレンに抱き付いた。セレンは微笑んでその背中をさすり、ビャクの方に目をやった。

「あなたも頑張りましたね、ビャク」

「……俺は正直殺されたって文句はねえ。こいつが許してもらえるならそれでいい」

「そういう事言わないの」

　アンジェリンがこつんとビャクの頭を小突いた。セレンはくすくす笑った。

「あなたが謝るべきはちい姉さまでしょうね。わたしがとやかく言う事じゃありません」

「……そうだな」

　ビャクはバツが悪そうに頭を搔いた。アンジェリンがホッとした表情でセレンに駆け寄り、肩に手を置いてさすった。

「ありがと、セレン。二人を許してくれて」

「いえ、こちらこそありがとうございます、アンジェリンさま。おかげでわたしも二人を許す事ができました」

　許しを与える事は、ある意味許される事よりも難しいのかも知れない。だがどちらもそれを乗り越えてくれた。アンジェリンは溝が埋まった事に安堵し、大きく深呼吸した。

　一つは解決した。だがまだもう一つ。

　この子たちがこんなに頑張ったのだ。今度は自分たちが頑張らないと、とアンジェリンは口を結んだ。





○






　翌日の夜になっても何の音沙汰もないので、ヤクモはじれったい気分で部屋を行ったり来たりした。待つのは慣れているが、どうにも気が散っていけない。よもや自分らを放ってトルネラに逃げたのだろうかとも思ったが、ベルグリフらの性格からして、それは考えづらいと思い、ハッとして首を振った。

「……やれやれ、あの御仁も大した人たらしじゃのう」

　短い交流にもかかわらず、不思議とベルグリフを信頼している自分にヤクモは苦笑した。今まで色んな人間に会って来たけれど、ほんのわずかな交流で、自分がここまで気を抜いてしまう相手はそういない。あれが演技だとしたらかなりの役者だ。ルシールが椅子をぎいぎいいわした。

「昔の人は言いました。急いては事を仕損じるような気がする」

「そこは曖昧じゃいかんじゃろ……ふあ……」

　大きなあくびが出た。何となく落ち着かずに昨晩は浅い眠りを繰り返していた。隣で大いびきをかいていたルシールを叩き起こしてやろうかと思ったくらいだ。だから寝が足りていないような感じがする。頭がとっ散らかるのもそのせいかも知れない。

　いざ話がこじれたらどうしたものか、とヤクモは壁にもたれかかった。もちろん命は惜しい。しかしそれでこの仕事をほっぽり出せば、今後しばらくは冒険者として生活するのは厳しくなるだろう。それだけでなく、命の危険もある。

　裏のネットワークは想像以上に網の目が細かく、かつ体面を重視する。確実な仕事を斡旋した以上、失敗した者には制裁を加えなければメンツが立たないのだ。ロベール卿に自分たち二人の首を見せ、代わりの人材を出すくらいの事は平気でやってのけるだろう。

　かといって、力ずくでシャルロッテを連れて行けるとも思わない。自分たちも半端な腕前ではないという自負はあるが、Ｓランク冒険者二人相手ではとても敵わないだろう。どちらか一人でも勝てるか分からない。

　金や打算で動く相手ならばまだよかった。しかし裏のない善意で動く相手、それも有数の実力者ともなれば、いかに数々の修羅場をくぐって来たヤクモとはいえ手に余る。

　前門の虎、後門の狼。考えれば考えるほどドツボにはまって行くような気がする。全力を以て奇襲の形を取れば、シャルロッテだけでもかっさらって逃げる事ができるだろうか。ルシールの魔法で目くらましをかけて、逃げる事にだけ全力を割けば……。

「……向こうにゃ最高級の剣士と魔法使いが揃っとるのにできるわけあるか、阿呆」

　それでも最悪の場合には、とヤクモはイライラした気分で煙管に煙草を詰め、残りが少ないのに顔をしかめた。する事がないし、かといって出かけているわけにもいかず、手持無沙汰だからつい煙草ばかり吸ってしまう。減りが早い。

「……この町には煙草は売っとるかのう」

　咥えて火を点けたところで、部屋の戸が開いた。びっくりして身構えると、アンジェリンが立っていた。

「げほっ、げほっ……な、なんじゃ、おんしか……驚かさんでくれ」

　煙が変な所に入ったらしい、ヤクモは涙目で小さく咳き込んだ。ルシールがぴょこんと立ち上がる。

「進展はございましたの……？」

「うん。一緒に来てもらう……」

　有無を言わせぬ口調のアンジェリンに、ヤクモとルシールは顔を見合わせた。

「……嫌じゃ、とは言えんわな」

「うん」

　ヤクモは嘆息した。目の前に立つ少女の隙のない佇まいに、ほんの少しだけ考えていた実力行使の線は儚はかなく消えた。やはりＳランク冒険者というのは格が違う。仮に抵抗しようとも、音に聞こえた〝黒髪の戦乙女〟相手では、たとい二人がかりでも歯が立たないだろう。

「……分かった、同道しようぞ」

「ん」

　アンジェリンに促されて、二人は部屋を出た。ないとは思うが、彼女らが自分たちを秘密裏に葬るつもりではない事を願って。











六十九　ボルドー家を訪ねてから一夜









　ボルドー家を訪ねてから一夜明け、少しずつ情報が集まり始めた。

　ヘルベチカが胸を張るほどの情報のネットワークは確かに驚嘆に値するもので、つい最近の情報こそないものの、半年前程度のものであればルクレシアのものでもかなりの情報があった。

　ボルドーは大きな町であり、そこにあるヴィエナ教の教会も大きい。ルクレシアの権力争いと直接は関係ないものの、やはりその時の権力者にある程度はおもねる部分もあるらしい、総本山であるルクレシアの情報はきちんとしたものが入っていた。

　また、エルモアが水晶通信を使ってオルフェンのギルドに連絡を取ったらしく、オルフェンからの情報も入った。有力な商売先であるルクレシアの政変の事は行商人たちも注視しているらしく、栄えている家や、逆に先の見えない家などの情報はオルフェンには豊富にあるらしかった。

　それらを統合して見ながら、裏側の様相をあれこれと話し合って推測していると、陽が傾き始めた頃に、ヘイゼルの巡察から戻って来たサーシャが現れた。旅装束を解くのももどかしくといった様子で部屋に飛び込んで来て、喜びに顔を輝かせている。

　彼女はベルグリフやアンジェリンとの再会を飛び上がって喜び、ビャクの姿を見るや嬉々として剣の柄に手をかけた。

「貴様と再びまみえようとは主神のお導きか！　此度は負けはせんぞ、来い!!」

「サーシャ……」

「む？　なんですか、アンジェ殿！」

「手合わせもいいけど、今はよして……」

「ちい姉さま、それにここは屋敷の中ですから」

　サーシャはつと周囲に目をやり、少し頰を赤らめた。

「す、すみません、つい……」

　ビャクが嘆息した。

「悪かった……後で好きなだけ殴られてやるから勘弁してくれ」

「何を言うか、馬鹿にしおって！　本気の勝負でなければ意味がないだろう！　ＡＡＡに昇格したわたしの剣技を味わわせてやるぞ！」

　ベルグリフはおやおやと顎鬚を撫でた。

「昇格なされたのですか。それはおめでとうございます、サーシャ殿。怪我もすっかり治られたようで……」

「ふおっ!?　あ、ありがとうございます、師匠！　報告が遅れまして……けれど、まだまだアンジェ殿や師匠と肩を並べるには遠いようです」

　サーシャはさらに頰を赤く染めて、恐縮したようにもじもじと体を縮込めた。

　もうとっくに追い抜かれているのだがな、とベルグリフは苦笑した。カシムが面白そうな顔をしている。

「また随分にぎやかなねーちゃんが来たね」

「むむ？　そちらの御仁は……ただ者ではなさそうですが」

「この人はカシムさん……お父さんの友達でＳランク冒険者」

「な、なんと!?　さすがは師匠、早くに引退なされたのにＳランクの冒険者の友人がおられるとは……ん？　カシム？　いや、まさか……その、つかぬ事を伺いますが、もしや〝天蓋砕き〟というのは……？」

「ん？　オイラだけど」

　からからと笑うカシムの手を、感動したような面持ちのサーシャが握りしめた。目がきらきらと輝いている。

「よもやこんな所でお会いできようとは……このサーシャ・ボルドー、感激の至りです！」

「そりゃどーも。けどよく名前だけで分かったね。異名しか知らない連中の方が多いと思うけど」

　有名な冒険者は本名よりも異名の方が広まる事が多い。その為、名乗っただけではそれと気づかれぬ事も多いのである。サーシャは胸を張った。

「Ｓランク冒険者の異名と名前は概ね頭に入っておりますので！」

「……ねーちゃん、オタクだね」

　カシムは呆れたように笑った。アシュクロフトがうんざりしたように眼鏡を押し上げた。

「サーシャ様、話が進まないので少し静かにしてください」

「話？　何を話していたのだ？　というより、なぜこの二人がここに？」

　サーシャはシャルロッテとビャクを示して首を傾げた。

　話の腰が折れたようだったが、どちらにせよ情報を整理する意味でも、また最初から筋立てて話をするのは悪くはない。シャルロッテとビャクの事をかいつまんで説明すると、サーシャはふんふんと頷いた。

「そうか、苦労したのだな……きちんと謝意を表しに戻って来るとは見上げた心掛けだ」

「あの、その節は、本当にごめんなさい……」

「構わん！　それに、負けたのはわたしの腕が未熟だったからにすぎぬからな！　恥じはすれど恨みはせんぞ！　今度は再戦を申し込むからな、ビャク！」

「もう、ちい姉さまったら……」

　あくまで武人然としたサーシャに、セレンは呆れたように息をついた。

　サーシャはシャルロッテの肩を叩いて笑った。

「後で死んだ兵たちの墓に案内しよう。花の一つでも手た向むけてやってくれ」

「は、はい……その、よかったら遺族の人たちにも」

「それは駄目だ。皆、今は自分たちなりに折り合いを付けている。そこに無用の混乱を持ち込まれては却って困るのだ」

「だ、だけど……」

「罪を償うつもりがあるならば、苦しみを背負うのも償いというものだぞシャルロッテ。自分が満足する為だけの謝罪であればしない方がましだ。自らのした事の重さを背負って、犯した罪の分だけ人の為に生きればいい」

「……分かり、ました」

　シャルロッテは俯いた。サーシャは微笑んでその髪の毛をくしゃくしゃと揉んだ。

「そんな顔をするな！　兵たちは勇敢に戦って死んだのだぞ！　姉上とセレンを守り通す事ができたのだ、これ以上の誉れはない！」

　シャルロッテは頷いた。目は少し潤んでいたが、何か彼女の中で決意ができたらしかった。セレンがそっとその肩を抱く。一時反目して、しかし胸の内をさらけ出し合ったせいか、却ってシャルロッテに対する愛情が深くなったように思われた。

　ベルグリフは小さく笑い、テーブルの上の書類を手に取った。

　あれこれと情報を統合してみると、どうやらロベール卿は、家自体は既に取り潰された扱いになってはいるが、彼自身は教皇庁の役職に就いたらしい事がうっすらと分かった。高い地位ではないようだが、少なくとも権力争いに参加できるだけの身分ではあるらしい。

「ともあれ、ロベール卿が存命なのはどうも確かのようだね」

「ま、ルクレシア貴族の指輪があるんだから、そうだろうとは思ったよ」

「しかし、だからこそ変ですね」

　とセレンが言った。カシムが顎鬚を捻じる。

「へえ、どう変だと思う？」

「指輪は所持者の命と連動しています。ロベール卿は処刑されたとなっていますが、その際に指輪がなくなっていないのなら、身代わりは立てられない筈です」

「シャル、どうだい？　指輪は取り上げられるのかな？」

　シャルロッテは少し考えるようにしてから頷いた。

「確か……そうだったと思う。異端者になった以上、主神から下賜された指輪は取り上げられる筈だわ」

「ふーん、それで指輪は家紋入りで世界に一つか……そりゃ確かに身代わりは立てられないね。誰も気付かなかったんかねえ？」

「裏で取引があったんじゃないでしょうか」

　アネッサが言った。ベルグリフは目を細めた。

「取引か……アーネ、君はどういう取引があったと思う？」

「何となくですが、ロベール卿は教皇派に身売りしたんじゃないかと思うんです。おそらく、異端認定された時、自分の命と引き換えに他の反教皇派の身柄を売り渡したんじゃないかと。だから、処刑の時に身代わりを立てても見て見ぬふりをされたんじゃないかな……」

「ははあ、なるほどね。悪くない推測だね。確かに筋は通ってる」

　カシムが顎鬚を撫でた。アシュクロフトが言った。

「あるいはそもそも計画的だったかですな。元々反教皇派だったロベール卿は、他の反教皇派の身柄を売る事で教皇派の中で有利な地位を得ようとしたのかも知れません。処刑自体が狂言だった可能性もある」

「……おじさまがお父さまたちを裏切っていたって事？」

　シャルロッテの言葉に、ベルグリフは目を伏せた。

「……あり得ないとは言えないな……辛いかも知れないが」

「そう……」

　俯くシャルロッテを、アンジェリンが後ろから抱きしめた。

「大丈夫、そんな人の所にあなたをやったりしないから」

「うん……ありがとう、お姉さま」

　シャルロッテは回された腕をぎゅうと握りしめた。

　ミリアムが椅子に体を預けた。

「けど、今は反教皇派が主流なんでしょー？　裏切ったのにまた仲間になってるのかなー？」

「よほど立ち回りが上手いと考えるか……」

「もしくは裏切った事を上手く隠しているか、ですね」

「ルクレシアは権力構造が少し厄介ですからな。単純な対立構造だけでは判断しかねる部分もあるのでしょう」

「だね。どうも反教皇派ってのも一枚岩ではなさそうだからなあ。シャルを手元に置きたいのは、自分の権力を高める為だろ？　今の主流派の中でも幾つも分派があるんじゃない？」

「そうだな。誰がまとめ役になるのか揉めているのかも知れない。ロベール卿は今のところ有効な手札が少ないんだろう」

「水面下でシャルを手に入れたいから、冒険者に頼むなんて回りくどいやり方をしてるんだね。やーれやれ」

「……だとすれば、シャルを狙ってるのはロベール卿以外にもいるんじゃない？」

　アンジェリンの言葉にベルグリフは頷いた。

「そうだな。ヤクモさんたちの他に、別の貴族から依頼を受けた連中が現れるかもな……」

「争奪戦ですね……」

「……面倒臭い」

「本当にねー」

「ふむ……誰が来ようが叩き切ってしまえばいいのではありませんか？」

「ちい姉さま、そういう話ではありませんから……」

「さーて、どうしたもんかね。どうもバルムンク卿の娘ってのは、反教皇派からすればかなり強力な権力の後押しになるっぽいからね。どいつもこいつも自分の手に入れたいだろうし、だからこそ他の奴の手に渡したくはないだろうし……」

　一同はくたびれたように椅子に寄り掛かったり伸びをしたりした。

　シャルロッテを撫でていたアンジェリンが、ふと顔を上げて口を開いた。

「あのさ……」

「ん？　どうしたアンジェ」

「……シャルを殺しちゃうのはどう？」
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　アンジェリンに連れられて部屋に通されたヤクモとルシールは、錚そう々そうたる顔ぶれに囲まれて居心地悪そうに身を縮めた。

「……どういう話になったんかの？」

「きるみーべいべー？」

「シャルを殺してもらおうと思って……」

　ヤクモとルシールはあんぐりと口を開けた。

「何を言い出すんじゃ……おんしら、シャルを守るんじゃなかったんか？」

「そのつもりだよ」

　ベルグリフがにこやかに言った。二人はわけが分からずに顔を見合わせた。カシムがにやにやしながら顎鬚を撫でた。

「お前らにも共犯者になってもらおうと思ってね、へへへ」

「……本気か？」

「うん。シャル」

　アンジェリンが呼ぶと、部屋の奥からシャルロッテが出て来た。手に袋を持っている。ヤクモとルシールは目を剝いた。

　シャルロッテは照れ臭そうにはにかんだ。

「えへへ、似合う……？」

　長かった髪の毛がばっさりと切られていた。肩くらいの長さになったそれは、しかしきちんと整えられていて可愛らしい。

　シャルロッテはぽてぽてと歩いて来て、手に持った袋を差し出した。

「これ……」

　中を見た。アルビノの白い髪の毛が入っている。ヤクモは乱暴に頭を搔いて唸うなった。

「なるほどな……随分乱暴な手を考えよったな」

「ま、現状一番無難な手かな、とね」

「君たちの協力が必要なんだ。手助けしてくれるかい？」

「……この状況で断れるわけないじゃろ」

　ルシールが嬉しそうに鼻を鳴らし、立ち上がってシャルロッテに抱き付いた。髪の毛に鼻先をうずめてふがふがする。

「可愛いぜキティちゃん……しぇけなべいべ、しようぜ」

「あう、やめてよ……」

　シャルロッテは頰を赤らめて身をよじった。ヤクモは袋を手に腕を組んで椅子に身を預けた。

「こいつを持ち帰って、シャルロッテは死んだ、か。まあ、こんなアルビノの白い髪はそうあるまいて。しかし、今の段階では儂らのリスクが高過ぎる。おんしらに協力するのはいいにしても、もう少し計画を詰めてもらわねば困るぞ」

「もちろん。協力してくれるだけでもありがたいよ」

「……ったく、おんしらには調子を狂わされっぱなしじゃ」

　シャルロッテを殺す。

　アンジェリンが言い出したこの計画は、要するに狂言である。

　たとえ、今ヤクモたちをどうにかしたところで、現状から鑑みるに第二第三の招かれざる客が来る事はあり得る。その連中がヤクモたちのように物分かりがいいとは限らない。

　そこで、シャルロッテを死んだ事にし、彼女をルクレシアに戻す事と、さらなる刺客の来襲を止めてしまおうというわけである。

「争奪戦みたいになってるなら、手に入らないなら殺しちゃえ、ってなるんじゃないかと思って……」

　アンジェリンの言葉にヤクモは頷いた。

「あり得るの。しかしそう言っておったわけではない。何としても身柄を確保し、連れて来いとだけ言いよったわ」

「だが、権力争いで主導権を取りたいなら、競争相手にそれを渡す事も避けたい筈だ。最善ではないが、最悪でもない。そこを選び取る事も十分あり得るんじゃないかな」

「そうじゃの。しかし、それをロベール卿に納得させねば儂らの方が咎められる。そうなるとちと厄介じゃ。おんしらの味方はしたいが、儂らも要らぬリスクは負いたくないでのう」

「ふむ……そうだな。こちらとしてもそれは本意じゃないからね」

「やれやれ……本当にお人好しじゃなあ……」

「さて、どうしようかね。他の枢機卿連中の刺客が来たとか何とか言うかね？」

「相手を納得させられればいいんだが……ルクレシアは遠いからな。あまり言い訳らしくなくなる理屈を考えなきゃ……」

　ちょんちょん、とルシールがベルグリフをつついた。

「これ、使える？」

「んん？」

　ルシールは首元から首飾りを取り出した。球状に精製された小さな水晶玉が下がっている。カシムがへえと言った。

「水晶通信かい？　そんなもん持ってるなら早く言えよ」

「一方通行……向こうからしか来ないの」

「つながりはするってわけだね？　最後に連絡が来たのは？」

「エストガルを出る頃じゃったかの。北部に入ってからは一度も来とらん」

「ふーむ、こっちからつなぐと不自然かな？」

「かもね。北部からルクレシアまでじゃ相当魔力が要るし、一方通行式のやつだと余計にかかるな……ま、オイラならできるけど、どうする？」

　相当難しいであろう事をさらりと口にするカシムに、ベルグリフは苦笑した。事情が分かるらしいミリアムなどは目を白黒させている。

　アンジェリンが言った。

「通信は魔力量……？」

「ん？　まあね。つなぐ事自体はそんなに難しくないよ。魔力を流せば起動する筈だね」

「……シャルにつながせたって事にしたら？」

　ミリアムが「あ」と言った。

「確かに……シャルって魔力量は相当だもんね」

「そうか、シャルの身柄を確保して、実際にロベール卿と話させるためにつながせたっていう風にすれば……カシムさん、理屈としては可能ですか？」

　アネッサが尋ねた。カシムがからから笑う。

「行ける行ける。シャルの魔力量の多さはルクレシアの連中も知ってるんでしょ？　アンジェー、お前今日はやけに冴えてるなあ」

「Ｓランクだもん……凄い？　お父さん」

　自慢げに胸を張るアンジェリンに、ベルグリフは素直に感心した。

「ああ……大したもんだ。お父さん驚いたぞ」

「えへへ……」

　方針が決まったところで、どういう風に話を持って行くべきかと話し合いが行われた。

　既に殺したなどとなっては話がこじれるだろう。そもそもそれではシャルロッテに通信をつながせるという理屈が立たない。こちらから殺すべきというのも避けた方がよさそうだ。連れ帰る依頼を面倒がっているなどと思われては逆効果である。だからロベール卿がシャルロッテの存在を自らに不利だと思わせるようにしなくてはならない。

　重要なのはシャルロッテである。ヤクモとルシールは場慣れしているが、シャルロッテなどは大変だろう。しかし、シャルロッテは不思議と落ち着いていた。

「……これでも、あちこちで遊説して回ってたのよ？　演技する度胸はあるつもり」

　シャルロッテは頰をぱんぱんと叩いて、背筋をしゃんと伸ばした。すっかり年相応の子供に戻っていた筈の雰囲気が、不思議と引き締まり、まるでアンジェリンの元に来る前に戻ったようである。顔つきまでが変わったように見える。

　手の平に水晶球を載せて、シャルロッテは目を閉じた。

　殺せ。

　その一言を引き出すために。
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『……──ん、なんだ？　おい──ど──つもりだ。なぜそちらから』

「あー、すみませんのう。しかし一向に連絡が来ませんからな。ちょいと気になりまして。依頼主が失脚してたんじゃ無駄骨ですからのう」

「責任者不在は嫌です……」

『減らず口を叩くな、貴様ら、シャルロッテは捕まえたのか？　そもそも、どうやって受信用の水晶球から──』

「わたしよ、おじさま」

『──！　お前か、シャルロッテ……！　無事だったのだな』

「ええ、おかげさまでね。捕まっちゃったわ」

『そう拗ねないでおくれ。言葉のあやだ……』

「そういうわけですじゃ。こやつを捕まえたまではいいんですが、ルクレシアには帰りたくないと言うし、ミネルバ卿やウィットロック卿の手の者が様子を窺っているやら、中々帰りの道中が進まんのですわい」

『なんだと……くそ、奴らどこで嗅ぎ付けたんだ……』

「あんたが気付くくらいですから、そりゃ他の連中も気付くでしょうよ。儂らとてそう易々と渡したりはせんですが」

『当たり前だ！　いいか、何としても連れ帰れ！』

「やれやれ、簡単に言ってくれますのう……」

「昔の人は言いました。言うはやすし。行うはきよし」

「おんしは静かにしとれ」

『いい加減にしろ。何のために高い金を払って貴様らを雇ったと思っている』

「いやよ。おじさま、わたしはルクレシアになんか帰らないわ」

『……何を言い出すのだね、シャルロッテ？　ルクレシアはお前の故郷だ。私もお前を迎える準備をしている。ベインの──バルムンク家の名誉を回復する機会ではないか』

「ふん……それよりもよく生きてらしたわね」

『そこの二人から聞いただろう？　身代わりを立ててね……何とか生き延びる事ができた』

「偽物だと思ったわ。てっきり処刑されたものだとばかり」

『何を言うのだ。二人に指輪を持たせたろう？　私が死んでいればある筈のない指輪だ』

「そうね。だから不思議なの。おじさま、どうして処刑の時に指輪を取られなかったの？　あれは特別な儀式を経て主神から下賜される神聖なものだわ。異端認定された者の手にそのまま置いておく筈がない」

『……』

「あら？　どうなさったの？　わたし、おかしな事を言って？　ねえ、おじさま。あなた、もしかしてお父さまたちを売ったんじゃないでしょうね。それでのうのうと生き延びて、今更わたしを担ぎ上げようというの？」

『誤解だよ、シャルロッテ。お聞き……』

「あら、どんな言い訳をしてくださるのかしら？　運が良かったとでも？　それとも処刑人を買収していたとでも言うつもり？　あなたがどうやって今の地位を得たのかは知らないけれど、叩けばいくらでも埃ほこりが出そうね。もし無理矢理にルクレシアに連れ帰るなら、わたしきっと調べてやるわ。だっておじさま、ちっとも信用できないんだもの」

『……黙らせろ』

「はいな」

「な、何するのよ！　むぐッ！　むぅーッ！」

『……困った娘だ。小賢しさだけは親によく似ている』

「で、どうなさるつもりかのう。このまま連れ帰っていいんですかな？」

「今ボルドー……まだまだ先は長くござる……べいべー」

『……手に余るか。チッ、面倒だ、殺してしまえ。この様子ではどうせ私にはなびくまい……』

「子供を殺せと言いますか。やれやれ、罪な事をさせてくれますのう」

『黙れ。殺した証拠を持ち帰れよ。上手く使えばそれも道具になる』

「生首、欲しい？　それとも指？　鼻とか目玉でもおっけー、べいべ……あ、でも腐っちゃうかも。ちょっと臭いかもだけどお届けしますよ、べいべ」

『い、要らんわ！　アルビノだろうが、髪の毛で十分だ！』

「ふん……依頼の内容を変えるなら、後で追加料金をいただきますからな」

『分かった分かった、さっさとしろ……それにしても不憫な子だシャルロッテ。もう少し馬鹿なら安穏と生き延びられたものを……』

「むぐぅーッ！　ぶはっ！　い、嫌ッ！　やめて！　嫌あッ！」

『……主神の加護があらん事を……貴様らは早く戻って来い』
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　水晶球の淡い輝きが消え、ヤクモは床に腰を下ろして肩を落とした。

「……くおおー、こんなに根を詰めたんは久方ぶりじゃ」

「やったー！　成功だー！」

　ミリアムが隣に立っていたアネッサの手を取ってぴょんぴょん跳ねた。

　大きく息をついたシャルロッテにアンジェリンが駆け寄り、力いっぱい抱きしめた。手の平で頭をくしゃくしゃと乱暴なくらい撫で回す。

「やったぞ……！　頑張ったね、シャル」

「うん……！」

　緊張の糸が切れたのか、シャルロッテはぽろぽろ涙を流してアンジェリンにすがりついた。

　部屋に充満していた張りつめた空気が払拭され、少女たちはシャルロッテを囲んで撫でたり肩を叩いたりしている。

「……何とかなったな」

「そうだね。へへ、上手く行き過ぎると逆に不安になるけど、今日はまあいっか。アンジェの作戦が功を奏したって事で」

「ああ……」

　すっかり立派になったものだ、とベルグリフはアンジェリンを見つめた。











七十　南風だった。北から降りて来る









　南風だった。北から降りて来る寒風と違った暖かな風だが、大きな雲を運んで来て、次第に辺りは曇り始め、そうして朝からはらはらと湿った雪が散らばった。

　ボルドー家の屋敷の一室で、ベルグリフはカシムを伴い、ヤクモと向き合って座っていた。

「はー、うまい酒を飲ましてもらったわい……アンジェの甘えようは凄かったのう。後半はベル殿の背中に貼り付いて離れんかったぞ」

　半笑いのヤクモに、ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「普段はいい子なんだがね……どうも親離れできてないみたいで」

「ふふん、おんしも満更でもなさそうじゃったぞ？」

「はは……俺も子離れできてないみたいだな。参った」

「いいじゃないの、ベルとアンジェは仲良しが似合うぜ」

　カシムがけらけら笑った。ベルグリフは頭を搔いて、改めてヤクモの方を見た。

「それで……すぐにでも戻るかい？」

「ああ、そうさせてもらうわい。どうにもロベール卿もまだまだ地位が安泰というわけではなさそうじゃしの。あっさりシャルロッテを切ったあたり、綱渡りに近い状況なんじゃろうな。利を取るよりも不安を除きたいようでは、土台がしっかりしているとは言えまい」

「ルクレシアの政情も安定しているわけじゃなさそうだからな……」

「うむ。帰ったらとっくに失脚しておったら骨折り損じゃからの。消えるんならこっちが依頼料をむしり取ってからにしてもらいたいもんじゃ」

「へへ、正直だね。そういうの嫌いじゃないよ、オイラ」

　ヤクモはにやりと笑って煙管を取り出し、煙草の残りが少ないのに顔をしかめた。それでも口に咥えて煙を吐き出し、改めて二人の顔を見た。

「さて……〝覇王剣〟の事じゃな？」

「ああ」

　ベルグリフは頷き、少し体を動かして姿勢を直した。

　ロベール卿に対して大芝居を打った夜が明け、成功祝いと称した酒盛りが夜半まで続いたせいで、少女たちは別の部屋でまだ眠っていた。完璧な下戸にもかかわらず飲まされたビャクなども、死んだように寝床に突っ伏している。

　酒には強いカシムと、なんだかんだとほどほどに留めていたベルグリフはこうやって起き出してヤクモと向かい合っていた。〝覇王剣〟パーシヴァルの情報を知っているらしい彼女から話を聞く為に。

　ヤクモは煙管の灰を落とし、指先でくるくると回した。

「さーて、何から話せばいいかのう？」

「ふむ……パーシーは生きているんだよね？　元気なのかい？」

「そうじゃの。少なくとも、儂らがあやつと別れた時はまだまだ元気じゃった。まあ、口数も少ない、無表情な男じゃからな。元気というと少し変な気がするが」

　カシムが寂し気に嘆息した。

「あいつ、まだまだ責任感じてるんだなあ……」

「……ヤクモさんとルシールは、パーシーとはどういう関係だったんだい？」

「短い間じゃが、戦いを共にしておった。と言っても、普通の冒険者のようにパーティを組んだわけではない。単に戦う場所が一緒じゃった、というだけじゃがのう」

　ヤクモは手先をこすり合わせた。

「ティルディスとダダンの間に山脈がある。ニンディア山脈じゃ。険しく切り立った崖や、流れの速い渓谷が多くての、普通の人間はまず近づかん。その奥地に『穴』があるのはご存知かな？」

「……いや、知らないな。カシム、君は知ってるかい？」

「噂だけしか聞いた事ないけど。確か人跡未踏の山奥に、魔界につながってるとかいう大穴があるとか……眉唾な話だけど、それの事かい？」

　ヤクモは頷いた。

「左様、その大穴じゃ。知る者は『大地のヘソ』と呼んでおる。尤も、本当に魔界につながっておるわけではない。大地が大きく陥没して、さながら穴のように見えるだけなんじゃが、驚異的に大きな魔力溜まりなんじゃ。その為、そこの周辺には災害級の魔獣が数多く出現しよる……危険度やら、採れる素材のうまみやらから、一部の者しか知らん」

「パーシーはそこに？」

「ああ。強力な魔獣ゆえに、そこから採れる素材も良質でな、耳聡い腕に覚えのある連中ばかりが一獲千金を狙って、それこそ大陸中から集まって来るんじゃ。儂とルシールもそんな連中の一人じゃった。そこでは下らんプライドは命取りじゃ。来た連中が総力を挙げて魔獣を倒し、素材を山分けする。そんな中で、他の連中と一切つるまず、たった一人で魔獣と戦い、生き延びておる男がおった。それが〝覇王剣〟じゃった」

「……パーシーの奴、まさかまだベルの足を治す方法を……？」

　カシムが呟くと、ヤクモは少し考えるように視線を泳がした。

「……どうかのう。あやつは素材にはまるで興味のない様子じゃった。とにかく魔獣を屠ほふり続けておったよ。相手がＡＡＡランクだろうがＳランクだろうが、あやつはまるで臆せずに立ち向かって、真正面から粉砕しよったわ。小細工一切なし、まるで自分を追いつめるような戦い方をする男での、味方ながら、何だか恐ろしい気がしたものよ……」

「けど変だね。それなら噂で流れて来てもおかしくなさそうだけどな……秘密の地で規格外の戦いを続ける〝覇王剣〟の英雄譚なんて、吟遊詩人やら噂好きの連中なら飛び付きそうなもんだけど」

　ヤクモは首を横に振った。

「あやつは自分の事をまったく話さんのじゃ。じゃから、同じように『穴』で戦う連中も、〝覇王剣〟をそれと知る事もないし、名前すら知らんかった。それに、『大地のヘソ』の事をあまりよそに広めない事は暗黙の了解になっておる。それに単なる観光気分で辿り着ける場所ではない」

「……じゃあ、どうして君たちはパーシーの事を？」

「はは……ルシールが付きまとったのよ。あやつは見ての通りの性格じゃし、気に入った相手に鬱陶しがられてもへこみやせん。しゃけじゃなんじゃと周りをうろちょろして、とうとうあっちが根負けしてのう、それで誰にも言わないという約束で素性を明かしてもらったのじゃ……よもや、こんな所でつながる事になろうとは思わんかったがの」

　妙な運命だ、とベルグリフは唸った。もしも彼女たちと敵対していれば、これを知る事もなかっただろう。

「で、お前らはいつまでその『穴』にいたの？」

「ほんの一年くらい前かの。裏仕事よりも楽かもしれんと思って行ったが、どっちも変わらんかったわい……でもまあ、今回みたいな仕事よりは分かりやすくてええわいな。魔獣を倒せばいいんじゃから」

「……まだいると思うかい？」

「ああ。あれは戦いの中に身を置いて自分を確かめるタイプじゃ。他に居場所がありそうでもなし、きっとまだおると思うぞ」

「そうか……」

　生きている事が分かっただけでも嬉しい。しかし、パーシヴァルはまるで自分を痛めつけるかの如く、戦いの日々に身を置いているらしい。罪悪感から来ているものなのか、それとも別の何かか、いずれにしてもあまり好ましい印象は受けない。

「……ヤクモさん、君たちはルクレシアに行ってからはどうする？」

　ヤクモはぼりぼりと首元を搔いた。

「ん……少し『大地のヘソ』の仕事に戻ろうかと思っとった。ちと今回の依頼は面倒じゃったからな。しばらく息をひそめようかとな。あそこは身を隠すにも都合がいいんでのう」

「へへ、なるほどね。ほとぼりが冷めるのを待つって事か」

「まあの。なんせ依頼主を騙すんじゃ、警戒するに越した事はない」

「……すまないね。君たちに危ない橋を渡らせるみたいで」

「なあに、儂らはおんしらの人柄に惚れたんじゃ。戦わずに済んで心底安心しておるのじゃよ。それに儂らも納得済みの事じゃしの、後の事は自分でするわい」

　ヤクモは小さく笑いながら懐手をして、少し体を前に傾けた。

「で、〝覇王剣〟には何か言付けするかの？」

　カシムはちらとベルグリフの方を見た。任せるつもりらしい。ベルグリフは少し目を伏せて考え、それから口を開いた。

「……何も言わないでくれ。俺たちの事も話さなくていい」

「ん？　よいのか？」

「いいのかいベル？　トルネラにいるって伝えなくてさ。そうでなくても、会いに行くって言っておいてもらえば……」

「伝えたところであいつは会いに来ないさ。俺たちが行くって聞いたら逃げるかも知れないし」

「……そっか。確かにね」

　罪悪感ゆえに戦い続ける男が、その罪悪感の元になった自分に会いたがるだろうか、とベルグリフは思った。長い時間の間、パーシヴァルの心にどんな闇が巣食ってしまったのかは想像するに難くない。

　しかし、だからこそ会わねばならないとも思う。記憶の中にある快活な少年の姿を思い浮かべ、ベルグリフはそっと目を閉じた。ヤクモは肩をすくめた。

「おんしら、揃いも揃って不器用者じゃのう……」

「はは、すまないね……いずれにせよ、近いうちにその『大地のヘソ』に行ってみるよ」

「そうか……うむ、またの再会を楽しみにするとしようかの」

　ヤクモは微笑んで、もそもそと身じろぎした。
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　ルシールに捕まったシャルロッテがむきゅむきゅ言いながら暴れている。しかしがっちりと後ろから腹に腕を回されているから逃げられない。ルシールは短くなったシャルロッテの髪の毛に鼻先をうずめてふがふがと息をしている。

「ぐっどすめるだぜキティちゃん……」

「やぁん、もうやめてよぉ……ひゃう！」

　吐息が髪の毛をかきわけて肌に触れるのがくすぐったいようで、シャルロッテはしきりに身をよじって悩まし気な声を上げた。

　寝床に転がっているアンジェリンは寝返りを打ってそちらを見た。

「飽きないの……？」

「飽きない……超幸せ……らーばなはぴね」

　ルシールは満足げに目を細めてくんくんと鼻を鳴らした。垂れた耳がぱたぱた動く。シャルロッテは暴れ疲れてぐったりしている。

　アンジェリンは「ふふ」と小さく笑った。ルシールに絡まれる事で、変に思いつめたようにならないのが、今のシャルロッテにとっては良いのかも知れないと思った。

　窓の外を眺めていたアネッサが嘆息した。

「駄目だな、今日は止みそうにないよ」

「割とあったかい日なのにねー……あ、むしろあったかいからかにゃー？」

　椅子に座ってぽやぽやと揺れていたミリアムが言った。外は水っぽい雪がずっと降り続いている。

　昨夜の大芝居の後、サーシャたちも交えて酒盛りをした。何だか色々と肩に載っていたものからの解放感で随分盛り上がり、気づくと寝床に転がっていたようである。酒の勢いで散々ベルグリフに甘えたような記憶があり、それを思い出す度にアンジェリンは嬉しくてにやにやした。

　ごろりとまた寝返って、天井を眺める。品の良い意匠が凝らしてあって、刻まれた模様を目で追うだけでもなんだか面白い。

　ヘルベチカたちの話では、あと数日のうちにはトルネラへも行けるだろうとの事だ。

　街道の整備の話も進展しそうで、そうなれば交通の便もよくなる。もっと気軽に里帰りできるようになるだろう。

　どちらにせよ、もうトルネラまで自分たちを阻むものはない。色々な事があったけれど、アンジェリンとしては無事にみんなでトルネラに戻れる事が一番嬉しい。

「……ホッとした。これで心置きなくトルネラに帰れる」

　ぽつりと呟いたアンジェリンの腹の上に、ようやくルシールの手から逃れたシャルロッテがもそもそと這い上がった。

「お姉さま、見捨てるなんてひどい……」

「ごめんごめん……でもちょっと嬉しそうだったよ……？」

「そ、そんな事ないもん……」

　シャルロッテは頰を染めてアンジェリンの腹に額をつけた。短くなった髪の毛がさらさらと揺れた。

　その時扉が開いてヤクモが入って来た。

「おう、ぼつぼつ行くぞ」

「ええのんかヤクモん。本日はれいんどろっきーふぉりんおまへだぜ……？」

「黙らっしゃい。儂らにのんびりしとる時間があると思うでないわ」

「昔の人は言いました。急がば回れやくーるくる……やべえ、目が回った」

「やかましい。さっさと支度せい」

　ヤクモは愛想を尽かしたような顔をしている。相手にならないつもりらしい。アンジェリンはむくりと上体を起こした。シャルロッテも起き上がる。

「行っちゃうの……？」

「うむ。まだ儂らの仕事は終わっとらんでな」

　槍を担ぎ、荷物を担ぎしたヤクモはくきくきと音を立てて首を回した。ルシールも楽器のケースを持ち、リュックサックを背負う。ミリアムがテーブルに顎を付けた。

「なんか寂しくなるねー……変な話だけど」

「まったくじゃのう……ふふ、数奇な運命もあったものよ」

「しんぷるとぅえすとふぇい。べいべ」

「けど、シャルを探しに来たのがヤクモさんたちでよかったよ。話の通じない相手だったらどうなってた事か……」

　アネッサの言葉に、アンジェリンも頷いた。

「これでシャルが死んだと思われれば、浄罪機関も手を出さなくなる筈……おかげで心置きなくトルネラに行ける……ありがと。ルシールも」

「今度はまたゆっくりしぇけなべいべしようね、アンジェ……」

「うん。しぇけしぇけ」

「べいべー」

「……何を通じ合ってるんだよ」

　体を揺らす二人を見て、アネッサが呆れた様子で腕を組んだ。

　二人を見送ろうと外まで出ると、ベルグリフたちが待っていた。馬車を手配してもらっていたらしい。

「では、いずれまた会おうぞ」

「あいるびーばっく……」

　水っぽい雪の中、泥を跳ね飛ばしながら馬車は走って行った。アンジェリンは大きくあくびをしてから、ぶるりと身震いした。隣に立っていたベルグリフの腕を取る。

「寒いか？」

「ちょっとだけ……」

「うん……色々あってくたびれたからな。中に入ろう」
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　ボルドーにいる間、塩と砂糖の大袋を買い、色々の支度をして、おおよそ一週間ばかり経った頃に出発した。ヘルベチカのしたためた街道整備に関する書簡を預かり、馬車を一台借り受けてさらに北へと向かう。

　いよいよ街道整備も着手の段階に来ているようだ。ロディナに拠点を置き、トルネラ側とロディナ側の両方から工事を進める。トルネラでも農閑期の仕事に丁度いいだろう。

　雪はまだ残ってはいるが、寒さはすっかり和らいで、溶けた雪の下には緑の新芽が見え始めていた。馬車から見るボルドー周辺の畑でも春の麦踏みなどが始まっていて、ベルグリフなどは知らず知らずのうちに春の畑始めの事を考えた。

　ロディナに辿り着き、もうトルネラへの交通は再開していると聞いて安心した。毎年、この時季には交通は再開しているのが普通だが、年によっては寒さが残り、通れない時もある。少し警戒していたが、概ね例年通りのようでベルグリフは安心した。

　暦を見てみるともう一週間かそこらで暦上の春がやって来るようだ。少し手間取ったせいで予定より若干遅れたが、ロディナからトルネラまでは、順調に行けば一日で着く。

「何とか春告祭には間に合いそうだな……」

「お父さん、豚肉買って行ってあげようよ。みんな喜ぶ……」

「そうだな……準備は手伝えなそうだし、それくらいはしないと」

　ロディナは豚肉の産地だ。周囲の林で豊富にドングリを食べて育った豚肉はうまいと評判である。この時季ならば生肉でも腐らないだろう。

　ベルグリフは生肉に加えて塩漬けと燻製をそれぞれ買い込み、村への土産にする事にした。

　ロディナで一晩明かし、翌朝早くに出発して、雪解けの道を北上した。オルフェンはもちろんボルドーよりも風が冷たいように思われたが、雪の合間にまだらに出た黒い土から、青々とした草の新芽が顔を出していた。

　岩の陰から雲雀ひばりが一声、高い声で鳴いて飛び立った。空気が冷たい分、空が抜けるように青く、見ていると吸い込まれるようだった。

　カシムが両手を上げて大きく伸びをした。

「はー、なんだかのんびりするね。空気がうまいや」

「だよねー。カシムさんもそう思うー？」

「そりゃそうよ。胸がすっとして良い気分だ……おっと」

　車輪が石を踏んだらしい、がたんと大きく揺れた。

　遠くに見える青い山々に、残っているらしい雪が筋のようになって走っていた。雪解けは大分進んでいるようだが、山頂の方はまだ真っ白である。時折風に混じって雪が舞うのは、山の残雪が吹き下ろして来るのだろう。

　朝早く出た事もあって、陽が傾き始めた頃にはトルネラに近づいた。あちこちの畑で麦を踏んだり、耕して芋を植えたりしている。村人たちは馬車に気付き、ベルグリフが乗っている事を見とめると「おかえり！」と大きく手を振った。

　村の周辺は雪が寄せられ、その雪の山が凍って固まっている他は地面が見えている。羊や山羊がべえべえと鳴きながら柵の中で行ったり来たりして、鶏が道を横切って地面を引っかいている。

　カシムが荷車の縁に手をつき、何だか嬉しそうにそこらを見回した。

「ここがベルの生まれ故郷かあ」

「ああ」

　馬車をごとごといわして家の前まで来た。戸は開け放されて、グラハムは出掛けているのか人の気配がない。何も変わっていないように見える。ほんの一冬しか空けていないのだから当たり前だ。しかし、何だか随分長い事留守にしていたような気もする。

　馬車から降りて、荷物をごそごそと下ろしていると、ゆらりと人影が現れた。

「帰って来たか、ベル……」

「ん？　ああ、グラハム。留守番ありが……とう？」

　ベルグリフはぽかんと口を開けた。目の前で立っているグラハムは長い髪の毛をひっつめて結び、さらに団子に結い上げて、それを隠すように頭に手ぬぐいを巻いている。作業着らしい服の上からエプロンをつけ、背負い紐で赤ん坊を一人、胸の前にも赤ん坊を一人抱えて、さらに周囲には小さな子供らが群がっていた。

「……何をしてるんだい？」

「……？　子守だが？」

　グラハムはそう言って首を傾げた。子供たちが「じいじあそぼー」と騒いでエプロンの裾を引っ張っている。マルグリットが見たら腹を抱えて転げまわりそうだな、とベルグリフは思わず吹き出した。

　アンジェリンが家の中からひょいと顔を出して、目をぱちくりさせた。

「この人は……？」

「ああ、紹介するよ。エルフのグラハムだ。マルグリットの大叔父だよ。グラハム、俺の娘のアンジェリンとその友人……」

　赤ん坊を抱えているグラハムは首だけで会釈した。

「グラハムだ……こんな恰好ですまぬ。ベルには随分世話になっている」

「〝パラディン〟の……？」

「ほ、本物……？　わあ……でもなんか……ふふっ」

　おとぎ話の英雄の登場に少女たちはどよめいたが、おかみさんみたいな恰好をして子供に群がられている様相ではイマイチ恰好が付かないらしい、思わずくすくすと笑いが漏れた。

「しかし随分恰好が変わったね」

「髪の毛をな……引っ張るものでな」

「ああ……」

　子供たちが面白がって長髪を引っ張るから、こうやってひっつめているらしい。そういえば、自分も髪の毛を引っ張られた記憶があるなあ、とベルグリフは苦笑した。

　カシムが顎鬚を撫でながら、ため息交じりに呟いた。

「すげーすげー……勝てるところが想像できない相手とか久しぶりだよ……」

「カシムさんも……？　わたしもそう」

「十回やって……一回勝てるか勝てないか、かな？」

「うん……負けるところが想像できる人はいたけど、勝てる想像ができない人は初めて……」

　何だか雲の上の会話をしているＳランク冒険者たちを尻目に、ベルグリフは荷物を下ろし、家の中に運び込みながら、ふと思い出してグラハムの方を見た。

「ミトは？」

「一人で駆け回っていたが」

「はっ？　おいおい、それは……」

　その時ぱたぱたと軽い足音がして、黒髪をなびかせて誰かが駆けて来た。少年とも少女ともつかない中性的な容姿の子供である。ベルグリフは目を丸くした。
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「な……ミト、か？」

「おかえり、おとうさん」

　ミトはきょろんとした黒い瞳でベルグリフを見た。何だか背が高くなり、口ぶりも成長したように思われた。ベルグリフが旅立つ時にはせいぜいが五歳そこそこ程度の容姿だった筈なのだが、今は十歳程度に見える。

　状況が吞み込めずにベルグリフがグラハムの方を見ると、グラハムは肩をすくめた。

「育ったようだ……」

「いや……この短期間で？」

　一冬しか経ってないぞ、と困惑するベルグリフを見て、ミトは首を傾げた。

「どうかしたの？」

「いや、うん……ただいま」

「お父さん……お父さん！　もしかして件くだんの弟とはこの子の事……!?」

「ああ、うん……ミト、お前のお姉さんだよ」

「おねえさん？」

「そう！　わたしがお姉さん！」

「ミト、です……よろしく、おねえさん」

「か、可愛い……うふふふ」

　アンジェリンは目をきらきらさせてミトに抱き付いた。ミトは目を白黒させながらもされるがままになっている。アネッサ、ミリアム、シャルロッテもミトを囲んで頰をつついたり髪の毛を手で梳すいたりした。

　ビャクが眉をひそめながらベルグリフにささやいた。

「……あれが魔王かよ」

「うん、まあ……グラハム、どうなってるんだ？」

「ミトは厳密には人間ではないからな……さらに言えば男でも女でもない。どうも気分次第で変わるようだ。様々な人間と交流しているうちに学習して体を成長させたのだろうな」

　ベルグリフは頭を抱えた。これでは村人たちにミトが人間ではないという事がばれるのも時間の問題ではないか。

　そこにケリーがやって来た。作業を放って来たらしく、作業着に泥がはねている。

「おう、おかえりベル！　オルフェンの都はどうだった？」

「ああケリー……おかげで友達にも会えたよ……留守をありがとう」

「なぁに、良いって事よ！　しっかしお前も水臭い奴だな！　ミトが人間じゃないならそう言ってくれりゃいいのによ！」

「……はっ!?」

　ベルグリフは目を点にしてグラハムの方を見た。グラハムは泰然としている。

「グラハム……みんなに言ったのか？」

「うむ……伝えていなかったか？　どの道これだけ成長しては誤魔化しようがないだろう」

「そりゃそうだけど……」

　ベルグリフが困惑しているとケリーがからからと笑った。

「おいおい、今更お前が人外を匿ったからってどうこう言う奴はいねえよ！　トルネラに帰って来てから、お前がした事で間違ってた事が一つでもあったか？　みんなお前を信用してるんだよ、変に隠し事するなって！」

「……は、はは、そうか」

「いい村だなあ、ベル」

　カシムがにやにやしながらベルグリフの肩を叩いた。ビャクが呆れたように嘆息した。

　トルネラの村人たちは、過去にベルグリフにした冷たい仕打ちを悔やむ気持ちもあり、また彼の村への貢献の度合いも相まって、その行動に全幅の信頼を置いているらしかった。

　悩んで隠していたのが馬鹿らしく思われ、ベルグリフはすっかり脱力してしまった。これでは変に警戒していたこちらが村を信用していなかったようではないか。

「……ケリー、ロディナで豚肉を買って来たんだ。春告祭で使ってくれ」

「お、ありがとよ！　そっちが友達かい？　なんだか子供も増えたみたいじゃないか」

「まあね……でも、ちょっと、休ませてくれ。何だか……疲れた」

　ベルグリフは苦笑して頭を搔いた。レントの葉のお茶が飲みたかった。
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　斜面を降り、草の新芽を踏まないようにしながら森の中を歩く。陰になっている所にはまだ雪が残っていて、大粒の氷のようになってじゃりじゃりする。

　アンジェリンは木に寄り掛かって息をついた。

　まだ葉の出ていない木々の枝を縫って、早朝の陽光が地面に斜めに差し込んでいる。茶色くくすんだ色の茂みからも、枯れかけた葉の下の方から新しい芽が顔を出していた。

　春告祭の当日だった。朝から準備で騒がしい村の中から抜け出して、アンジェリンは一人で森を歩いていた。

　帰って来てから一週間ほど、新たに増えた家族と、顔馴染みの村の友人たちと過ごす時間は心地よく、やはり自分の故郷はここなのだと強く確認した。

「……捨ててくれてありがとう、ってのは変かな」

　アンジェリンは呟いた。

　この辺りが、ベルグリフが自分を拾ったという場所の筈だった。トルネラに帰って来てから早速ベルグリフに案内してもらったのである。

　ベルグリフはアンジェリンを拾ってから数日の間は、近くに行き倒れがいないかどうか探し回ったらしく、この場所もよく覚えていた。結局それで生きた人間も死んだ人間も見つからなかったから、彼が親に関する事を口ごもったのも仕方がないだろう。

　アンジェリンは周囲を見回した。

　緩やかな斜面の森は、落葉樹と広葉樹が入り混じっている。膝丈ほどの灌かん木ぼくの茂みもあちこちにあって、その陰に自分は置かれていたという。布にくるまれ、藤ふじ蔓づるで編んだ籠に入れられていた。一緒に薬草を編んだものなどが入れられて、そういえばそんな匂いが記憶の中にかすかに残っているような気がする。

　不意に、目の前から色彩が失われた。風景がセピア色になり、逆光の向こうに人影が見えた気がした。

「うっ……く……」

　アンジェリンはこめかみを押さえて目を細めた。もういつもの風景だった。

「……いいんだ、もう」

　髪飾りに手をやった。指先で冷たさを感じながら、アンジェリンは顔を上げる。

　麓ふもとの方から賑やかな声が聞こえる。陽が次第に高くなって、もう村ではお祭りのムードに包まれ始めているらしい。

　アンジェリンは足早に森を出て家に戻った。ベルグリフを始めとした男性陣はもう出かけているらしかったが、少女たちが残っていた。帰って来たアンジェリンを見て、ミリアムが笑った。

「やっと戻って来たー」

「ごめん……待たせた？」

「というか、待ってた、って感じかにゃー？」

「そうだな」

　アネッサが頷いた。シャルロッテが意気揚々と立ち上がった。

「お姉さまをおめかしするの！」

「えっ……ど、どういう事……？」

　ミリアムがにやにやしながらドレスを取り上げた。アンジェリンがエストガル大公家に行った時、リーゼロッテから貰って来たドレスである。着たところをベルグリフに見せたいと思っていたのだが、実際に着る段になると妙に照れ臭くなり、お祭りでもないのに、と言い訳してずるずると着ずに済ませていたのがこのドレスだ。

　アンジェリンは頰を染めてもじもじした。

「で、でも……やっぱり照れ臭い。一人だけ張り切ってるみたいで……」

「張り切っていいじゃん、お祭りなんだから！　わたしも見たーい！」

「そうよお姉さま！　せっかくの綺麗なドレスなんだから、着てあげないと！」

「ほら、つべこべ言わずにさっさと脱ぐ」

「ひゃわっ」

　アンジェリンはたちまち服をひん剝かれ、着付けをよく知っているシャルロッテの指導でドレスを着、髪型を整えた。エストガルだろうがオルフェンだろうがトルネラだろうが、女の子が人をお洒落させるのに情熱を燃やすのは一緒らしい。

　やがて着替え終えた。化粧こそしていないが、ざっくばらんに三つ編みにしてあった髪の毛には櫛が入って整えられ、靴こそいつものものだが、ドレスも合わせたようにぴったりだ。

　シャルロッテがほうと嘆声を漏らした。

「綺麗……すごく！　すっごくいいわ！」

「可愛いー、いいなー……羨ましい」

「うん。よく似合ってるぞ」

「そ、そう……？」

　アンジェリンはもじもじと手を揉み合わせた。着慣れないひらひらした服であるし、場所がトルネラというのも何だか照れ臭さを助長した。

　広場の方からは楽器の演奏が聞こえて来る。もう宴会が始まっているのだろう。

　未だに煮え切らないアンジェリンは、三人に引っ張られて広場に連れていかれた。陽気な音楽が響いて、若者たちが軽快に踊っている。酒を飲んで笑っていた村人たちも、ふとアンジェリンが視界に入ると言葉を失って目を剝いた。それが妙に恥ずかしくて、アンジェリンは赤く染まった頰を両手で押さえた。エストガルではこんな気分にはならなかったのに。

　向こうの方でベルグリフが腰を下ろして、村長のホフマンと何か話していた。近くにはカシムやグラハムも座っていて、林檎酒に舌鼓を打っている。

「おーい、ベルさーん」

　ミリアムが声を上げて手を振った。ベルグリフがこちらを向く。

　アンジェリンはどきどきしながらその前に歩み出た。カシムが「おお」と声を上げた。

「そのドレス貰って来たんか。やっぱよく似合ってるねえ」

「え、えへへ……」

　アンジェリンは照れ臭さに上気しながら、おずおずとベルグリフの方を見た。

　ベルグリフはぽかんとした表情でアンジェリンを見つめていた。呆けている。

　似合っていないんだろうか、呆れられたんだろうか、とアンジェリンは思わず口を結んだ。

　その時、つーっとベルグリフの両眼から涙がこぼれた。くしゃりと表情が崩れる。笑っているとも泣いているとも分からぬ、しかし歓喜に打ち震えるかのような顔だ。

「アンジェ……立派に……なったんだなあ……本当によく似合ってる……ごめんなあ、綺麗な服の一つも買ってやれないで……」

　ベルグリフは目を押さえてむせび泣いている。カシムやホフマンが笑って、その背中をばしばし叩いた。

　恥ずかしさ、照れ臭さがみるみるうちに溶けてなくなり、アンジェリンは胸いっぱいの喜びのままにベルグリフに駆け寄って手を取った。

「踊ろっ！　お父さん！」

「え、ちょ、待ってくれ、お父さん踊りは……」

「いいの！　早く！」

　アンジェリンに引っ張られて、ベルグリフは踊りの輪の中に紛れ込んだ。村人たちがわあと歓声を上げる。

　アンジェリンはベルグリフの手を握ったまま軽快にステップを踏み、それに合わせようと必死にひょこひょこ踊るベルグリフを見て、誰も彼もが大きな笑い声を上げた。

　春の空には雲一つなく、鳶が一羽、舞うように輪を描いて飛んでいた。
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ＥＸ　猫の尻尾と街歩き









　その日は分厚い雲が流れて行って、久方ぶりに陽の光がオルフェンの都に降り注いでいた。

　道の脇に寄せられた雪の足元から水が流れ、石畳の筋に沿って低い方へと流れて行く。それを避けながらアネッサとミリアムは往来を下っていた。ミリアムは帽子の鍔つばに軽く手をやって、輝く太陽に気持ち良さげに目を細めた。

「いい天気だねー」

「そうだな。久しぶりの太陽だ」

　冬の陽光は貴重だ。冬の北部は基本的に空が曇っているが、時には青空を覗かせる。こんな日は誰だろうと外に出て陽の光を存分に浴びたいと思うものだ。その上今日は風も穏やかで、いつもの肌を刺すような寒風はどこへやら、暖かく肌を撫でるばかりのものが柔らかく流れていた。

　だから今日は往来の人通りも多いように思われた。子供たちは薄着になって駆け回り、日当たりの良い所には老人たちがたむろして雑談に興じている。

　二人も街に出ていた。特に目的があるわけではないが、一応の建前としては食料品や雑貨などを買うという名目だ。だが街歩きの荷物になるからとまだ何も買っていない。そのせいか足取りも軽かった。

　特に目的もなく通りを下り、商店街の屋台を冷やかし、揚げパンなどを買い食いしながら歩くのは、いかにも休日という感じで何となく気分がいい。もうじき春が来る。アンジェリンたちの帰郷にくっ付いてトルネラに行く予定だから、こんな風にオルフェンで休日を過ごすのはある意味貴重かも知れない。

「この揚げパンのちょっと溶けかけた砂糖の感じが好き。分かるー？」

　ミリアムが指先に付いた砂糖と油を舐めながら言った。アネッサは頷いた。

「分かる気がする。これおいしかったな。ちょっと喉が渇くけど」

　アネッサは揚げパンを包んでいた紙をくしゃくしゃと丸めて、空っぽの買い物籠に入れて持ち直した。

「買い物は帰り際にするとして……どうしよっか」

「お昼ご飯食べようよー、お腹空いたし」

「今揚げパン食べたけど……うーん」

　アネッサは腹具合を確かめるように視線を軽く動かし、それから空の太陽の位置を見た。

「そうだな、時間的にもよさそうだしそうするか」

　そうと決まれば次なるは店の選定である。二人は往来を歩きながら、両脇の店に目をやった。

「何が食べたい？」

「ケーキがいいなー。生クリーム載ったやつ！」

「いや、昼飯の話をしてるんだって……ミリィ、またちょっと太った？」

「な！　太ってないよ！　冬毛だよ！」

「冬毛って、お前尻尾はともかく体毛はないじゃんか」

「がー！」

　ミリアムはぷんすか怒ってアネッサを小突いた。多少図星の部分もあるのだろう。

　南部のダダン帝国などには、さらに獣の姿に近い獣人もいるらしい。そういった人々は体毛が冬にはもこもこになるそうだが、北部になると血が薄まっているのか、ミリアムのような耳と尻尾だけの獣人というのが殆どだ。それだって数は多くない。

　いずれにせよ、ミリアムがふっくらしているのに体毛は関係なさそうだ。

　しかしだからといって甘いものを諦めるミリアムではない。そういったものが充実していそうな店を探す方針に変わりはなかった。

　当てもなくぶらぶらと歩いていると、不意にミリアムが目を剝いた。

「あ、猫！」

　人の足元を縫うようにして、猫が一匹裏路地から裏路地に横切って行った。毛の長い白黒のぶち猫である。ミリアムはぽてぽて駆け出してその後を追っかける。アネッサは目をしばたたかせた。

「おい、店探しは」

「そんなの後！　ねこー！」

　猫が猫を追っかけてどうするんだ、とアネッサは苦笑しながらも早足でその後を追った。

　猫が入って行った裏路地は高い建物に挟まれて薄暗かった。建物の壁際に雪が寄せられて、陽が当たらないから溶け残って硬くなっている。せっかく陽が射しているのに、とアネッサは少し顔をしかめたが、ミリアムはお構いなしにずんずん奥に入って行く。

　少しずつ左に曲がって行く路地の先の方に四段だけの階段があって、その先は陽の光が当たっているようで、明るい。その向こうに一瞬猫の尻尾が揺れて、見えなくなった。

　駆けて行ったミリアムの後からアネッサが階段をひとっ跳びに上ると、その先の陽だまりでミリアムがきょろきょろと辺りを見回していた。

「あれー、どこ行ったんだろ？」

「逃げられたな。まあ、野良猫なんかそう簡単に捕まらないだろ」

　言いながらも、こんな所があったのかとアネッサは周囲に目をやった。建物に囲まれた小さな広場といった風で、真ん中に葉の落ちたトネリコの木が生えていた。雪は丁寧に除かれていて、レンガの模様がよく見えた。見上げれば青空から太陽の光も射し込んで来る。何だか秘密の場所に来たようで、不思議と高揚するような気分だった。

「あ、お店があるよ」

　ミリアムが言った。立て看板にメニューの書かれたレストランがあった。

「あ、カタラーナある！　ね、アーネ、ここにしようよお」

　ミリアムははしゃぎながらアネッサの袖を引っ張った。猫に連れて来られたみたいだな、とアネッサは思いながらも、そんな風情に身を任せてみるのも悪くないとミリアムに同意し、古びた木の扉を押し上げた。

　暖炉に熾きがくすぶっていて、中は暖かかった。いつもに比べて暖かい日だったとはいえ、こうやって暖房の効いた所に入ると、やはり寒かったのだなと実感する。

　店内を見回しながら、ミリアムが呟いた。

「こんなとこあったんだねー」

「オルフェンも広いからな。行った事ない場所があるくらい当たり前だろ」

　昼時であるせいか、意外な事にそれなりに席が埋まっていて、座るのには少し待つようかと思われたが、不意に聞き覚えのある声がした。

「おや、今日は二人だけかね」

「え？　あ、ギルさんだ」

　二人が目をやると、テーブルの一つにギルメーニャが座っていた。空になった皿が幾つも積まれている。もう食べたのかと思ったら店員がやって来てそれを下げ、テーブルを拭いて行った。

「わたしも今座ったところなのだよ。よかったらどうだね、一緒に。ふふふ」

　ギルメーニャはそう言って手招きした。二人掛けのテーブルだが、椅子をもう一つ持って来れば三人座れない事もない。それならばとアネッサとミリアムは空いた椅子を引っ張って来て同じ卓についた。

「はー、よかった。もっと待たされるかと思いましたよー」

「この店は色仕掛けが利くよ。わたしもちょいと胸を強調してだね、媚びた目線でこう……ね」

「え、まさか……本当ですか？」

「噓。ふふふ」

　そういえばギルメーニャはこういう人だった、とアネッサはかくんと頭を垂れた。ミリアムはけらけら笑っている。

「しかしアンジェもマリーもいないのかね。珍しいね」

「アンジェはベルさんと一緒、マリーはお仕事ですよー」

「わたしたちは、まあ、休日みたいなもんです。リーダー不在ですし」

「なるほど。冒険稼業よりお父さんとは流石アンジェだね、ふふふ」

　二人は笑いながらメニューブックを広げた。

　先日、カシムも交えて行った変異種の調査兼討伐の仕事が終わって以来、アンジェリンはベルグリフのいる生活に夢中になっているらしく、仕事らしい仕事は何もしていない。

　最高位であるＳランク冒険者は、一回の仕事でかなりの額の依頼金が入る。しかも元々あまり散財しないアンジェリンには去年の魔獣の大発生の時のお金がまだ残っていて、別段あくせく仕事をしなくても済む状況なのである。

　そのおこぼれ、というと聞こえは悪いけれど、そんなアンジェリンのパーティメンバーとして仕事を共にしているせいで、二人の懐も温かい。別にアンジェリン不在では仕事を受けてはいけないという決まりはないのだが、二人もアンジェリンがいないまま依頼に出るのは何となく寂しいのだ。

　ギルメーニャがにやにやしながらメニューブックを閉じた。

「では取り残された後輩に何か奢ってあげよう。なんでも頼むといいよ」

「わーい、ギルさん太っ腹！」

「ミリィほどじゃないよ、ふふふ」

　そう言ってギルメーニャはミリアムの腹を揉んだ。ミリアムは「そういう意味じゃなーい！」と頰を膨らました。アネッサは思わず吹き出して笑っていたが、ようやく息を整えた。

「でも、いいんですか？　なんか悪いような」

「いいよ。後で請求書送るから」

「えっ」

「噓。そんな大人げない事しないさ、ふふふ」

「何頼もっかにゃー」

　ミリアムはどこ吹く風でメニューを見ている。ギルメーニャを相手取るには、自分はちょっと頭が固いかもなとアネッサは苦笑した。あるいはミリアムがアネッサを盾にしているだけかも知れないが。

　注文を終えてしばらく待っていると、程よく焦げ目のついたグラタンにキッシュ・パイ、炙り肉などが運ばれて来て、テーブルの上が賑やかになって来た。アネッサはグラタンにスプーンを刺した。火傷しそうなくらい熱いそれを、ほうほうと息をしながら口に運ぶと、焦げたチーズの塩梅が丁度良くて、中々うまい。

「あつっ……ふう……初めて来たけど、この店当たりかもな。おいしい」

「ねー。にゅふふ、猫に感謝ですにゃー。今度アンジェとマリーも連れて来てあげよっか」

　しつこいくらい吹いて冷ましたキッシュをかじりながらミリアムは頷いた。ギルメーニャはワイングラスを揺らした。

「晴れた日の休日ってのはいいねえ。心が豊かになるよ」

「ギルさんもお休みなんですか？」

「休みと言えばそうだし、休みじゃないと言えばそうでもあるね」

「つまり？」

「趣味と実益の人間観察。ふふふ」

　そう言ってギルメーニャはワインを飲み干した。アネッサとミリアムは顔を見合わせたが、諦めて食事に戻った。

　料理の皿が空になり、食後のお茶とお菓子が運ばれて来た。ミリアム御指名のカタラーナは柔らかいカスタード生地の上に砂糖を振りかけ、それを焼いて溶かしたものである。冷えて固まった砂糖はぱりぱりとした食感で、うまい。のんびりとお茶をすするアネッサとギルメーニャの前で、ミリアムはわき目も振らずスプーンを口に運び、だらしなく表情を緩めた。

「おいしい、これー。あー、この店大正解だったねー」

「ほら口元、クリームついてるぞ」

「んむにゅ」

　ミリアムは慌てて指先で唇周りを拭った。ギルメーニャがにやにやしながらカップにお茶を注いだ。

「仲がよろしくて結構。そういえば二人は昔から一緒だったんだっけ」

「ええ、同じ孤児院だったから……なんかこういうのも昔を思い出すよな。Ａランクに昇格したばっかりの頃とかさ」

「あー、お祝いに初めて高いお店でお菓子買ったんだよね。懐かしいなあ」

「そうそう。あいつら元気にしてるかな」

　アネッサとミリアムは少し遠い目をした。

　まだアンジェリンと知り合う前、彼女たちは別のパーティを組んでいた。駆け出しの頃から幾つかパーティを組み直したが、高位ランクに昇進したのはアンジェリンと組む一つ前だ。その時のメンバーはＡＡＡへの昇進を機に、さらに一旗揚げようと帝都への移動を主張したが、アネッサとミリアムはオルフェンに愛着があったからそれを拒み、彼女たちを除くメンバーは帝都ローデシアへと移って行った。以来便りはないが、きっと別の冒険者をメンバーに加えて元気にやっている事だろう。

　あの時、一緒に帝都へ移っていたらどうなっていただろう、と考える事もある。だが、もしそうなっていたらアンジェリンとパーティを組む事はなかっただろうし、その縁でベルグリフに出会う事もなかっただろう。トルネラの事も知らずに終わっていた可能性もある。それはひどく寂しい事のように思えた。

　物思いに耽ふけっているアネッサとミリアムを見て、ギルメーニャはくつくつと笑った。

「過去に浸るには若過ぎるのじゃないかね」

「そ、そうですかね？」

「ギルさんは昔を思い出したりしないんですかー？　ほら、ギルドマスターたちとパーティ組んでた時の事とか」

「碌な思い出はないけどね。ま、オルフェンであれこれやってた時代は賑やかで良かったよ」

「あ、そっか。ギルさん帝都から来たけど、昔はオルフェンにいたんですよね」

「そうだよ。出身はヨベムの商館だけどね」

「え、ギルさん商人の娘だったんですか？　意外……でも何か納得だな」

「いや、噓だけど？　何が納得なの？　ふふふ」

「もう！」

　アネッサは頰を染めて唇を尖らした。ミリアムがくすくす笑ってカップを手に取った。

「その頃ってどんな風だったんですかー？　おばばたちも現役だったんですよね？」

「そうだよ。当時はマリアさんもまだ呪龍の呪いにやられてないから今より凄かった。信じられないかも知れないけど、ドルトスさんもチェボルグさんも今より断然凄かったからね」

「ひええ」

　考えてみれば、その三人はもう七十に差し掛かろうとしているのだ。どう考えても今が最盛期の筈はない。若い頃はより力があり、気力にも満ちていただろう。

「他にも何人かＳランク冒険者がいてね、ギルドも景気がよかったね。若手も元気で、同世代にも天才肌が沢山いたよ。ベルさんのお仲間もそうだね、ふふふ」

「あれ、ギルさん、カシムさんたちの事知ってたんですか？」

「一方的にね。向こうはこっちの事なんか知らなかっただろうさ。リオなんかは陰じゃライバル視してぶつぶつ言ってたけど、元が気弱だから声をかけた事もないしね。相変わらずの駄目な男だよ」

　ギルメーニャはそう言ってお茶のカップを口に運んだ。

　ベルグリフたちとギルメーニャたちは概ね同世代だ。恐らくベルグリフともどこかしらですれ違った事くらいあるかも知れないが、Ｅランクのままライセンスを返上し、トルネラへと帰って行った義足の若者を知る者はそういないだろう。高位ランクと下位ランクでは住む世界が違うのだ。それは今も昔も変わらない。

　それでも、誰だって最初は下位ランクからスタートする。そして、その思い出は後々まで残っている事が多い。

　ベルグリフやカシムの思い出話を何度か聞く機会があったけれど、駆け出しの頃の試行錯誤や失敗の経験は、自分たちともかぶるものがあって、何となく嬉しいような気がしたものだ。ああいう懸命な気持ちになれるのは、下位ランクの頃の方が多かったように思う。

　命のやり取りにさえ慣れというものがあって、最初の頃に心をざわつかせていたような事も、次第に何も感じなくなって行く。冒険者として生き延びる為には一々感傷的になっていられないとはいえ、時折思い出すと何となく寂しいような気もする。

「ギルさんも駆け出しの頃は失敗したり色々あったんでしょー？」

「そりゃそうさ。色々あったから高位ランクになった。パーティも何度か変わったしね」

「あ、やっぱりそうなんだ。ギルドマスターたちと組んだのは……」

「エドとは長いけどね……リオとユーリが元々一緒のパーティで、何かの合同依頼で共同戦線を張る事になってね、その時協力したのが縁で組む事になったのさ」

「へえ、そんなきっかけが」

「その時エド以外の仲間は死んじゃったんだけどね」

「えっ……あっ、またまたー、今度は騙されませんよ」

　ギルメーニャはふっと目を伏せた。

「ま、わたしの普段の言動があれだから信じられないのは仕方ないけどね」

「あーあ、アーネ……」

「え、あ、ご、ごめんなさい、わたしてっきり……」

「ううん、いいよ。噓だし」

「……もう！」

　アネッサは頰を染めてぷいとそっぽを向いた。ミリアムはくすくす笑う。

「アーネじゃギルさんには敵いませんにゃー」

「うるさい。ばか」

　こつんと頭を小突かれて、ミリアムはぺろりと舌を出した。

　ギルメーニャはにやにや笑いながら立ち上がった。

「ではわたしは行くよ。お金は払っておくからゆっくりしていきたまえ、ふふふ」

　そう言って二人が何か言う前にさっさと行ってしまった。二人は顔を見合わせて、目をしばたたかせた。

「凄いよな」

「うん」

　何が、とまで言わなくても何となく互いに通ずるものがあった。

　ギルメーニャに感謝してお茶を楽しみ、しばらくしてから店を出た。少し薄雲がかかり始めているが、それでもまだいい天気だ。ミリアムが両腕を広げて大きく伸びをする。

「はー、お腹いっぱいだからなんか眠くなっちゃった」

「帰って寝るか？」

「やだよう、勿体ない。せっかくだから街歩きしようよ。裏路地巡り！　知らない場所がいっぱいあるよ、きっと」

　そう言ってミリアムは歩き出す。広いオルフェンの裏路地は危ない所もあるのだが、ＡＡＡランクの冒険者には関係ないようだ。アネッサは苦笑しながらもその背中を追う。

　この辺りは比較的整備が行き届き、ひっそりとした雰囲気ながら浮浪者やならず者の気配はなかった。石畳の地面が続き、掃き寄せられた雪が日陰で固まっている。両側の建物は三階建て以上のものばかりで、その窓から窓へ張られた綱に洗濯物がはためいている所もあった。それを見上げていると、手すりで丸くなっている猫と目が合う事もあった。

　そういえば、昔のパーティを抜けてアンジェリンとパーティを組む前、暇な時間にこうやって二人で歩いた時があったっけとアネッサは思った。

　あの頃は、横目で見ていた天才肌の寡黙な少女と一緒に戦う事になるとは夢にも思わなかった。自分たちも若いながらＡＡＡまで昇進したという自信はあったけれど、その上を行くアンジェリンに軽い嫉妬を覚えた事さえある。今となってはそんなものは微塵もないけれど。

　曲がりくねった道を行き、短い階段を上がったり下がったりしながら、裏路地はどこまでも続くように思われた。何だか探検でもしているようで、これはこれで楽しい。

「おっ」

　前を歩いていたミリアムが、何か見つけたように駆け出した。

「なんだなんだ」

「ねこ！」

　見ると陽だまりで猫が香箱を作っていた。茶トラ模様である。人馴れしているのか、はたまた獣人相手だからか、ミリアムが駆け寄っても逃げるそぶりを見せない。ほんの少し耳を動かしただけだ。毛づやも悪くないから、この辺りの住人が餌をあげているのかも知れない。ミリアムは屈み込んでそっと猫の頭を撫でた。猫は黙って撫でられている。

「おおう、冬毛もこもこー」

　調子に乗ったミリアムは両手を伸ばして猫の毛をわしゃわしゃと揉んだ。

「わざわざ猫なんか撫でないでも、自前のがあるじゃんか」

「全然別物ですー。アーネも撫でてみればいいじゃん」

「ふぅん？」

　アネッサは手を伸ばしてひょいとミリアムの帽子を取った。「にょわっ」と驚くミリアムの頭を撫でる。慣れた手触りである。まだ孤児院にいた頃、寒い夜はこのふかふかの毛に抱き付いて眠った事を思い出した。

「相変わらずふかふかだな」

「違うー、こっちこっち」

　ミリアムは猫を抱き上げてアネッサに突き出した。安眠を妨害された猫はどことなく不機嫌そうな顔をしているが、暴れようとも逃げようともしない。アネッサはくすくす笑いながら、猫の方も撫でてみた。ミリアムとはまた手触りが違うように感ぜられた。

「なるほど、確かに違うな」

「でしょ。こっちの方が気持ちいいんだよー。毛づやいいねー、君」

　そう言ってミリアムは猫に頰ずりした。いい加減で嫌になったのか、猫は身をよじらしてミリアムの腕から降りると、早足で逃げて行ってしまった。

「あー」

「あらら。ま、野良だから仕方ないだろ……さて」

　アネッサは辺りを見回した。陽は少し西に傾いている。適当に歩いて来たから、ここがどの辺りなのかさっぱり分からない。別に困ったわけではないが、どうしようかと思う。

「どうする、ミリィ」

「んー？　どうするって？」

「だってお前が歩こうって言ったんじゃないか」

「そうだけどさ。あ」

　ミリアムの見た方に目をやると、また猫がいた。太った三毛猫である。短い尻尾をふりふり歩いている。ミリアムは目を輝かしてぱたぱたと手を振った。

「うひゃー、デブにゃん！」

「自分の事？」

「違う！　待て待てー」

　ミリアムはまた駆け出した。三毛猫はびくりとミリアムを見て、太った体に似合わぬ俊敏さで逃げ出した。呼び止めるのも聞かず、ミリアムは猫に付いて行ってしまう。色んな意味で猫に振り回される日だなとアネッサはその後を追っかける。

　くねくねした裏路地を通り抜けて、日陰の雪を踏み付けながら、いつの間にか幾つもの石段を上って、高台の方に来ていた。オルフェンは平地に造られた都だが、もちろんそれなりの起伏はあって、こうやって街並みを見下ろせる場所もある。尤も、アネッサもミリアムも来たのは初めてだ。

「わー、こんな所あったんだ」

「猫はどうしたんだよ」

「見失っちゃった」

　アネッサはやれやれと首を振って、街の方に目をやった。

　午後の街並みは、午前中とはまた違った顔を見せるように思われた。陽光がどことなく赤みを増しているのが大きいかも知れない。空に抜けるように感ぜられたそれらは、今となってはもったりとした微かな重みを以て、緩やかに都にかぶさっていた。何となく眠い。

　この辺りは日当たりもよく、足元を水が幾筋も流れていた。アネッサは手近な所に積んであった木箱の雪を払い落として、腰を下ろした。両腕を上げて大きく伸びをする。

「はー……何か気が抜けるな」

「結構高い所まで来たねー。ちょっとくたびれた」

「しっかし、ここで生まれ育ったのに、オルフェンってまだまだ知らない場所があるんだなあ」

　アネッサは頭の後ろで手を組んで、遠景の街並みを見やった。旗や煙が風に揺れて、往来を流れて行く人々が小さく見える。ミリアムが杖にもたれて呟いた。

「なんか、ここで生まれ育った、って考えると変だね」

「そう？」

「うん。だって故郷って事でしょー？　アンジェがトルネラを故郷っていうのは何か分かるけど……オルフェンが故郷っていう感じしないなーって」

「んー……かもなあ」

　故郷か、とアネッサは目を伏せた。普段オルフェンに暮らしているから、郷愁の抱きようがないと言えばそれまでなのだが、確かに故郷というと何だか引っかかる。

　ミリアムは大きく欠伸をして、アネッサの隣に腰かけた。

「田舎じゃないからかな？　トルネラの方が懐かしいって感じするよね」

「うん。そうだな。確かに」

　それはアネッサも同感だ。しかし彼女もミリアムも都会育ちである。孤児院の家庭菜園の手入れくらいは知っているが、森や山に囲まれて畑を耕す暮らしには何の馴染みもない。そうなると、あの不思議と心地いい妙な懐かしさというのは何なのだろう、とアネッサは首を傾げた。

　ミリアムがいたずら気に笑った。

「案外、ベルさんがいるからかもね」

「えー、そうか？」

　と言いつつも、何となく否定しきれないような気もした。前回ボルドーで別れる時、実家と思っていいと言われたのもそれを助長しているように思えた。今度またアンジェリンにくっ付いてトルネラに行くのは、何だか里帰りのような気持ちもあるのである。

　それにしたって、たった一度行っただけなのになあ、と生真面目なアネッサはトルネラへの郷愁の念をどうにかして分析してみようとする。しかしやっぱり埒が明かない。

　考えても分からないけれど、分からないなりに考えていると、不意に肩に重みを感じた。見ると、隣に座っていたミリアムがいつの間にかふにゃふにゃと寝息を立てながらアネッサに寄り掛かっていた。

「……重いなあ、もう」

　アネッサは手を伸ばして、ミリアムの脇腹を摑んだ。むにむにしていて、触り心地が良い。ミリアムは「ふぎゅう」と変な声を出したけれど、ちょっと身じろぎしただけで、起きる気配はない。暢のん気きなもんだな、とアネッサは呆れながらもそのままにしておいてやった。こんな事は珍しい事ではない。

　眠気というのは伝染しがちなもので、アネッサも瞼まぶたが重くなって来た。陽射しが心地よい。

　そんな風にして二人してとろとろと眠気に負けて目を閉じていたら、風向きが変わって来たらしい、不意に冷たい風が首筋を撫でて、寝ぼけたミリアムが暖を求めてアネッサに抱き付いた。それに驚いたアネッサは思わず跳ねるように立ち上がり、しかしミリアムが抱き付いているから危うく転びかけた。

　ミリアムが半開きの目で辺りをきょろきょろ見回した。

「なになになに。驚かさないでよ」

「こっちの台詞だ、馬鹿」

　いつの間にか太陽は随分と傾いていた。より赤みを増した光が西の空を赤く染め上げつつあった。しかしまた雲がかぶさって来ているらしい、星が輝く前にまた空は塞がれてしまうだろう。吐く息もほんのりと白く漂うようになっていた。

　ミリアムがずれた帽子をかぶり直した。

「寒くなったねー、帰ろっか」

「そうだな。はーあ……なんか昼寝しに来たような感じ」

　少し強張った体を伸ばしてほぐし、二人は連れ立って歩き出した。陽が陰り出した裏路地は、また違う表情を見せた。ぶち猫が素早く横切ったと思ったら、その後を追ってトラ猫が駆けて行った。

「もう追いかけるなよ」

「やんないよー」

　ミリアムは頰を膨らました。

　ついさっきまで明るかったのに、つるべ落としのようにすとんと暗くなった。空にはまた雲がかかって、冷たい風が足元を吹き抜けて行く。それに追われるように、つい足が速くなるような気がした。

　ふと、ミリアムが口を開いた。

「ねー、アーネ」

「ん？」

「冒険者でいるうちはさ、ずっと同じパーティでいようね」

「何言ってんだ今更。当たり前だろ」

　二人は裏路地を辿って表通りまで出た。通りに連なる商店は軒先の明かりを灯し、行き交う人々は雪が降る前にと早足で歩いている。高台から眺めると細々した風景だったのに、自分たちもその中に交じってしまえば賑やかだ。

　アネッサは買い物籠を持ち直した。

「暗くなっちゃったな。何買って帰ろうか」

「んーと、夕飯と明日の朝の……あ」

　見ると、人ごみの中からアンジェリンが歩いて来るのが見えた。アンジェリンの方も二人に気付いて「おー」と手を上げる。ミリアムが嬉しそうに駆け寄った。

「やっほー、アンジェ。買い物？」

「うん……二人も？」

「一日散歩して、買い物して帰ろうかなって。ベルさんたちは？」

「お父さんはおうち。シャルとビャッくんはカシムさんと一緒」

「ねー、アンジェ、今日おいしいレストラン見つけたんだよー、今度連れてってあげる」

「へえ、いいね……お父さんがいるうちに皆で行こ」

　通りの向こうから、路上の演奏家の歌が聞こえて来る。風花のような軽い雪が舞い始めた。アンジェリンが荷物を持ち直す。

「マリーは？」

「今日も仕事だって。でももう夜だし、帰って来てるかもな」

「マリーも連れて、うちでご飯食べない？　お父さんがシチュー作ってくれてるの」

　アンジェリンの持つ籠や紙袋からは、種々の食材が覗いていた。二人は顔を見合わせた。
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「いいの？」

「うん。賑やかな方が楽しいし、おいしい……仲間なんだから遠慮しないで」

　ふんすと胸を張るアンジェリンに、二人はくすくすと笑った。やっぱり自分たちはこうじゃなくっちゃ物足りない、と思った。

「分かった。何か買って、マリーも連れて行くよ」

「ん、待ってる……後でね」

　アンジェリンは早足で人ごみの中へ消えて行った。ミリアムが嬉しそうに笑った。

「ベルさんのご飯だ！　おみやげ買って行かないとね！」

「うん。何がいいかな……露店で何か……」

「あ、先にマリーを迎えに行った方がいいかにゃー？」

「あー、そうだな。とりあえず立ってても仕様がないし、行こうか」

　二人は連れ立って往来を下って行った。空っ風が雪を巻き上げて、軒先の照明を照り返してきらきらする。
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　大騒ぎの家族会議の後、マリアが帰り、妙にイラついた様子のビャクが逃げるように出て行って、シャルロッテがそれを追っかけて行った。放っても置けず、とカシムもいなくなり、留守番のような事になったベルグリフは、しんかんとしている家の中を見回して、ふうと息をついた。

「……そうだ」

　思い出して、買って来た髪飾りを取り出した。銀細工に赤い宝石が埋め込まれたシンプルなデザインだ。

　さて、どういう風に渡そうかとベルグリフは腕組みした。

　アンジェリンにくれてやろうと露店で髪飾りを買って来たはいいが、いざ渡そうと思うと妙に悩ましい。何でもない顔をして「あげるよ」というのも素っ気ないような気がするし、かといって大仰に包んで期待させて、期待に沿えずにがっかりさせてしまうのも悪い気がする。そもそも贈り物のラッピングなぞベルグリフには見当もつかない。

　アンジェリンがトルネラの幼い娘であるならば、気兼ねなく渡す事もできただろうけれど、多感な時期をオルフェンの都で過ごして、ある意味自分よりも都会を知っている現在ともなれば、自分の渡すものが喜ばれるかどうだか、買った今になって不安になって来る。

　自分の娘に気弱になってどうする、とベルグリフは自分に呆れて嘆息した。生来の臆病さがこんな所で発揮されては嫌になるばかりだ。

「駄目な父親だな、まったく」

　ベルグリフは独り言ちて、かくんと頭を垂れた。ビャクの問題が一応落ち着く所を見つけたという矢先にこれだ。それも見る人によっては下らないと思える事柄だろう。

　それでも、なんだかんだと娘を大事に思っているベルグリフにして見れば大問題だ。どうせ贈り物をするなら喜んでもらいたい、というのは誰だって思う事だ。それが大事に思っている人物ならば尚更である。

　尤も、アンジェリンならば、ベルグリフがくれるものであればなんだって喜んで受け取るだろう。ベルグリフもアンジェリンが贈り物を無下にするなどと考えてはいないが、却って、だからこそ、これでよかったのかと思う。

　ふと、昔の事を思い出す。刃物の扱いを学んで、もう大丈夫だろうと初めてナイフをプレゼントしてやった時は、アンジェリンは飛び上がって喜んだ。ナイフが嬉しかったというよりは、ベルグリフから贈り物を貰ったというのが嬉しいという様子だったように思う。

　それからは冒険用の小さなポシェットだとか、戦闘用の剣だとか、そんなものを贈る度にアンジェリンは大喜びだった。あの喜びようは贈った方も嬉しくなる。

「……しかしまあ、見事に実用品ばっかりだったな」

　ベルグリフは額に手を当てて嘆息した。仮にも女の子なのに、綺麗な服はおろか、ちょっとした装飾品すら買ってやった覚えがない。今回が初めてというのも恐ろしい話だ。それを考えると、またしても髪飾りを贈るのが怖くなった。初めての装飾品がこんな地味なものでいいのだろうか。

　そう、アンジェリンは大公家にも呼ばれて、絢爛な衣裳や飾りを身につけたと聞いている。ベルグリフが買って来た髪飾りは、当然ながら大公家の装飾品には及びもつくまい。

　一人で考えすぎて妙な方に考えが転がって行く。いい年をして何をやっているんだ、とベルグリフが頭を抱えていると、不意に扉が開いた。「ただいま！」と元気な声がして、アンジェリンが帰って来た。ベルグリフはびっくりして口をぱくぱくさせた。

「お、おかえりアンジェ。意外に早かったな……」

「うん、そんなに大した仕事じゃなかったから……あのね！　亜竜の肉をちょっと貰ったから、晩御飯は……ん？」

　アンジェリンはベルグリフの前に置かれた髪飾りに目を留めた。

「それ……」

「あ、いや、これは……」

「どうしたの、それ？　もらったの？」

「いや……お前にあげようと思って買ったんだけど……」

「……わたしに？」

　アンジェリンはぽかんと呆けてベルグリフと髪飾りを交互に見た。

「あ、ああ……すまん、お父さんあまりこういうのには疎くて、気に入らないなら」

　ベルグリフが言い終わる前に、アンジェリンが脱兎の勢いで飛び付いて来て、キラキラ光る眼でベルグリフの顔を覗き込んだ。

「くれるの!?　プレゼント!?　ホントに!?」

「おッ……あ、ああ」

　ベルグリフはやや困惑気味に髪飾りを手に取ると、アンジェリンに手渡した。アンジェリンは髪飾りを表に裏にして見、喜色満面に顔を上げた。

「やったぁ！　ありがとうお父さん!!　嬉しい！　えへへ……えへへへ！」

　そうしてベルグリフをぎゅうと抱きしめると、ぐりぐりと胸元に顔を押し付けた。その反応はナイフや冒険者道具を贈られた時と何も変わらない。

　俺は馬鹿だな、とベルグリフは脱力して、優しくアンジェリンを撫でた。

　アンジェリンはパッと顔を上げて髪飾りを掲げた。

「これ、どこに付けるのかな？　前髪？　後ろかな？」

「その形状だと……多分前髪じゃないか」

「付けて！」

「いや、お父さんもよく分からんぞ」

　親子二人でこうかなこうかなと言いながら、何とか前髪にいい感じに付ける事ができた。鏡を見たアンジェリンはにまにまとだらしなく表情を緩め、部屋の中を小躍りするように跳ね回った。全身から喜びを発散させていて、見ているだけでこちらまで嬉しくなって来るようだ。

　こうやってアンジェリンが付けた所を見ると、とてもよく似合っていて、悩んでいたのが本当に馬鹿らしく思われた。

「えへへ……似合う？」

「ああ、とっても似合ってるよ。よかった……」

　ようやく女の子らしい贈り物をしてあげられた、とベルグリフは何だか嬉しかった。

　今度は綺麗な服でも、と考えたのだが、よもやトルネラでそれを見て涙する事になろうとは、その時のベルグリフには予想もつかなかった。











電子書籍特典「初夏」









　八歳のアンジェリンが籠を抱えて、茂みの中を行ったり来たりしている。濃い緑色の葉の間から見える薄緑の新芽を選んで摘み取り、それを籠に入れる。空は抜けるように青く、もう冬の残り香は拭い去られていた。

　レントの木は常緑の灌木である。トルネラ周辺には普通に生えていて、頑丈で移植するのも簡単な為、村のあちこちに植え替えられて、垣根などにも使われている。春の終わり頃から初夏、つまり麦の茎が伸び始めた頃に新芽が出て、その新芽を集めてお茶を作るのが、この時季の仕事の一つであった。

　別にお茶にできる野草はレントの葉に限った話ではない。しかし最もよく採れて、味も香りも癖がなく飲みやすいのはやはりこれだ。ここに各家庭で香草や花などを隠し味で混ぜる事が多い。

　陽の昇る頃から摘み始めて、陽が高くなって朝露がすっかり乾いた頃には籠がいっぱいになる。それを見て満足げに頷いたアンジェリンは、足早に家の方に戻る。初夏の涼風は動き回って熱くなった体に心地よい。

　アンジェリンが家に戻ると、ベルグリフが庭先で火を焚いて、そこに大鍋をかけてお湯を沸かしていた。周囲には干し笊が幾つも並べられていて、ここ数日で干すところまで行ったレントの葉が広げられている。

「お父さん」

「ああ、アンジェ。おかえり」

　ベルグリフはアンジェリンの持って来た籠の中身を見て、顎鬚を撫でた。

「随分いっぱい採ったなあ。大したもんだ」

「うん。えへへ……洗って来るね」

　アンジェリンは籠を持ったまま井戸の脇に行った。採って来た葉は小さな虫や埃などが付いているので、まず水洗いしなくてはならない。大きな木桶に葉を入れて、そこに水を入れて混ぜるようにして洗うと、上の方に汚れが浮くので、葉を押さえるようにして水だけ流す。

　作業をしながらアンジェリンがちらと横目で見ると、ベルグリフは笊の上の茶葉を両手でかき混ぜていた。ああする事で早く乾くのである。

「アンジェ、ナイフは」

「持ってる……」

「ああ、それならいい」

　アンジェリンは洗った葉を籠に入れて手早く水を切ると、葉を一枚一枚手に取って重ね、ある程度重なったらまとめて刻んだ。それを何度も繰り返し、籠一杯の葉はあっという間に細かく刻まれて、ふわふわした山になった。

「随分手際がよくなったなあ」

　ベルグリフがどこか嬉しそうな調子で言った。こうやって少しずつ仕事が受け継がれていく事が嬉しいらしい。アンジェリンも胸を張った。

「偉い……？」

「うん、偉い。でもまだ気を抜いちゃ駄目だぞ」

「はぁい」

　レントの葉は、他の香草をお茶にするように刻んで干すだけでは不十分だ。刻んだ葉を数秒間熱湯に浸けて色を出し、それから干すのである。

　ぐらぐらと沸き立つ大鍋の横に、干し笊を持ったベルグリフが立ち、アンジェリンがすいのうを片手に突っ立った。

「いい、お父さん？」

「いいよ」

　アンジェリンは籠から刻んだ葉をむんずと掴んで、大鍋に放り込んだ。ぴんと硬かった様子の葉が、あっという間にしんなりとして湯に漂った。

「もういいぞ。急げ急げ」

　アンジェリンはすいのうで葉をすくい、ベルグリフの持った干し笊にあけた。湯気がもうもうと立ち上り、濡れた葉の表面があっという間に水気を失う様子が面白い。

「ほら、どんどんやらないと」

「うぬっ」

　ついつい干し笊を眺めていたアンジェリンは、せっつかれて次の葉を放り込んだ。ほんの少し泳がしてすくい、笊にあける。笊がいっぱいになったらベルグリフが新しいのを持って来る。笊はベルグリフが仕事の合間や冬の間に編んだものだ。干すのは保存食づくりの基本だから、干し笊は納屋に沢山ある。

　あまり重ならないように、と薄く広げた葉に、たっぷりと陽光が降り注ぐ。

　すっかり茶色っぽくなったお湯を見て、アンジェリンはふうと息をついた。

「終わり……？」

「ああ、お疲れさま」

　ベルグリフはにっこり笑ってアンジェリンの頭を撫でた。アンジェリンはむふむふと笑ってすいのうを片手に持ったまま、とんとんと踊るように足踏みした。

「明日もする？」

「もう笊がいっぱいだからな……最初のが干し終わってからにしよう」

「ん！」

　からからになるまで乾燥させないと、保管してからカビが生える。初夏の陽光と風で、来年まで持つおいしいお茶が出来上がるのだ。

　アンジェリンが干した葉をかき混ぜていると、ベルグリフがお茶を淹れて来た。ほんのりと茶色がかった緑色で、少し渋みを感じるけれど、ほんのりと甘みがある。すっきりした後味の、飲み慣れた味だ。

　自分で摘んで来たお茶がこれから食卓に上がるのだと思うと、アンジェリンは嬉しかった。

　来年、再来年とまた同じ仕事が待っているのかな、とアンジェリンは思ったが、ここのところむくむくと大きくなっている冒険者への憧れが不意に鎌首をもたげた。それでも八歳の心には父親と離れる寂しさの方が勝り、アンジェリンはふるふると首を横に振った。

「どうした？」

「ううん……」

　アンジェリンは誤魔化すようにお茶をすすった。南風に押し上げられて、千切ったような雲が流れて来た。干し物をするには良い天気だ。











あとがき









　後書きを含めて色んな所で度々打ち切りがどうのという事を書いているが、もちろん本当に打ち切られて欲しいとは思っていない。要するに自分の作品に自信がないから、先手を打って自作を低く見積もり、相手方の非難の意思を削ごうという思惑がある。一種の謙けん遜そんの情と言えなくもないけれど、そればかりだと却って見苦しく、またその底に「そんな事ありませんよ」と言ってもらいたいという欲望が透けて見えて、いやらしい印象を相手方に与えるであろう。

　慇いん懃ぎん無礼という言葉もそんなところから生まれたのであって、頭を下げる事が面倒事を回避する手っ取り早い方法である日本社会に於おいても、へりくだって云うん々ぬんするばかりが正しいわけではない。

　しかしながら、この後書きまで目を通してくだすっている読者諸賢に対しては、作者はへりくだる他ないのである。毎度ありがとうございます。

　いずれにせよ、後書きだのインターネットだのであれこれと妙な事を口走っている作者であるが、そういった芸風なのだとご理解いただき、話半分に聞くのが良いように思われる。真面目に受け取るとくたびれますよ。

　ともかく打ち切りだ打ち切りだと騒いでいたら、前巻の後書きで作者の首が黒髪の刺客によって物理的に打ち切られる羽目になったのはまったく遺い憾かんと言う他ない。幸いにして糊でくっつけられたけれど、ここに作者は筆禍というものを間近に体験し、先のような殊勝な書き出しをするに相至ったのである。

　それとは関係ない話かも知れないけれど、私の地元の本屋が一向にこの本を仕入れようとしないので、それを私がひがみ、ＳＮＳの上で、「地元を舞台にした小説を書き、その中で本屋を破壊しようと思う」と書いた。その小説は書いていないし、書くつもりもないのだけれど、ついこの前その本屋が閉店してしまって、小説の中で破壊する前に現実の本屋がなくなってしまった。

　私がそういう事を書いたからなどと自うぬ惚ぼれるつもりは毛頭ないけれど、何となく悪いような気がして、閉店した店舗の前を車で通る度にいたたまれない気分になる。これも一種の筆禍ではないかと作者は考えるのである。

　そういうわけで、あまり迂う闊かつな事を書いては現実に跳ね返って来るらしい事が立て続けにあったから、読者諸賢も大いに参考にしていただきたい。後者はともかく、前者は妄想ではあるまいかというツッコミは無用である。

　ともあれ、目出度く五巻の刊行と相成った。

　例によってここまで作品の内容に触れていないのは、後書きを先に読む読者を警戒しての事である。ばれて困るネタでもないが、何事も前情報のない方が楽しめるのは確かであろう。しかし作品の後書きだから、多少は内容に言及せねばなるまい。

　連載当初、今巻より登場するキャラクターが世界観に合っていないのではないかという意見が散見されたが、この物語世界を一番知っているのは作者であって、その作者がいいと言っているのだから、それでいいと思っていただきたい。

　第一、この物語は洋楽、それもアメリカンミュージックから着想を得た部分が大きいので、しぇけなべいべーと言うキャラクターが現れる事は当然の摂理である。

　それはともかく、今回もtoi8先生の素晴らしいイラストレーションによって、物語世界にぐいぐいと奥行きが生まれている。表紙からして雰囲気が溢れていて堪らない。その店で私もナイフを買いたい。

　もうイラストだけでいいのではあるまいか。

　そういうお方には漆原玖先生によるコミカライズというものもあって、この五巻刊行（二〇一九年六月）時点では二巻まで刊行されており、またコミックアース・スター上にて連載中でもあるから、そちらを楽しまれるのが良かろうと思われる。漫画としてたいへん面白いし、面倒臭い文章を考え考え読むよりも分かりやすいに相違あるまい。しかしこの小説を五巻まで読んでいる読者に対して言うような事でもない気がする。

　作者もつい最近知ったのだけれど、この作品は漫画版も含めてシリーズの累計発行部数が十五万部を突破したそうである。それだけの人がわざわざ読んでくれているというのは何だか不思議な気がする。

　最終巻まで出す事ができれば、作者としても嬉しいし、主人公始めとした登場人物が宙ぶらりんにならずに済むので、是非今後とも御愛顧の程をよろしくお願いする次第である。

　それでは、また六巻でお会いいたしましょう。




　二〇一九年五月吉日　門司柿家
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冒険者になりたいと都に出て行った娘がＳランクになってた　５
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